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1．Introducliom  

第1章 序論  

1－1研究の背景   

舌代ギリシア建築は、一般に、建築を構成する各要素の寸法相互の比例関係により成立していると考  

えられている。その最大の根拠は、ローマ時代共和政末期或いは帝政初期、ヴイトルヴイウスにより記  

された建築十書に、各部寸法の比例関係を用いた設計法が示されていることにある。ヴイトルヴイウス  

は、「神殿の構成はシュンメトリアから定まる」とし、「（シュンメトリアは）ギリシア語でアナロギア  

と言われる比例から待られる。比例とは、あらゆる建築において肢体及び全体が一部分の度に従うこと」  

であると述べている1）。更に、第三書においては神殿及びイオニア式オーダーに関して、第四書ではコ  

リント式オーダー、ドリス式オーダー、円堂や祭壇等に関して、また、第玉音には劇場や柱廊等、第六  

書では住宅に関して、具体的に各部相互の比例関係を示している。   

ところが、古代ギリシア建築の比例に関する詳細な研究は続けられてはいるものの、その主な目的は  

各部材間の比例関係により建築の形式年代を立証することにある。また、我が国においては森田氏ユ）に  

より、「現在のギリシア建築の考古学的実測は、ウイトルウイウスの与えた数値を必ずしもそのまま是  

認しない。‥・現代の比例論者たちは3）、このギリシアの建築造形におけるシュンメトリアを、ウイ  

トルウイウスがしたように、具体的な数値の形で発見しようとしたが、それは確かな成果を挙げたとは  

言えなかった。」という、ヴイトルヴイウス批判がなされた。更に、「彼ら（ギリシア人）の本旨はシュ  

ンメトリアをそのような造形の手段にするのではなく、あくまで造形の原理とすることであった。」と、  

結んでいる。即ち、ヴイトルヴィウスの比例の法則は、設計の概念として理解すべきで、具体的に建築  

を創り出す手法を示したものではないということである。   

この様な状況の中、クールトンは、古代ギリシア建築の設計法の研究に関して、一連の論文を著し、  

新たな提言を行った4）。その中で、最も注目すべき点は、古代ギリシア建築の比例の法則は、「建築家が  

望む結果を創り出す上で、建築家の実際的な手助けとなった」と指摘していることであろう5）。   

クールトンは、舌代ギリシア神殿を例に挙げながら論理を展開している。彼は、ドリス式神殿の設計  

に影響を及ぼす要因の一つは、機能、構造、建設費、それに敷地等の外的要因（extem血hctors）である  

としている。神殿の機能や構造は極めて単純で、且つ、因襲的であり、建設費は神殿の規模や建築材料  

を支配する。また、神殿は通常平坦な場所に独立した建築として建設される。従って、これらの外的要  

因は、古代ギリシア神殿の形態に影響を及ぼすものではない。従って、古代ギリシア神殿の形態におい  

て、外的要因の重要性が乏しいとしたら、その設計は内的原理に則ってなされると、クールトンは述べ  

ている。  

クールトンは、設計に関連する内的要因として、寸法、比例、建築家の目（建築家の感性）の3項目  

を挙げている。寸法が設計の要因であったことに閲し、建築の全体や部分の寸法が記された古代の碑文  

をその証拠として記している6）。2番目は、比例であり、ヴィトルヴイウスの著書に記された比例の法  

－  1 －   



1．Introduction  

則を例に示している。3番目の内的要因として、建築家の目、即ち、建築家の感性を挙げている。しか  

し、古代ギリシアにおいては、建築家の感性により建築全体を創造するのに必要な手段を持っていな  

かったことや、もし建築家の感性だけを頼りに神殿が設計されたのであれば、地域や時代に応じて見る  

ことのできるドリス式建築の比例の共通性は見られないとし、建築家の感性を設計に影響を及ぼす要因  

から除外している7）。従って、古代ギリシア神殿の設計は、基本的には、比例と寸法の2つの内的要因  

に則り実施されたことになる。   

クールトンは、ギリシア建築を設計する上で比例の法則が使用された理由について、「比例の法則が、  

互いに調和するよう注意深く計算された比という論理に基礎づけられた方式として、真の美を創造する  

ことができる」＄）からではなく、「比例の法則が、建物の生産を容易にする、具体的な手助けとなった」  

からであると指摘している。その具体的な例証として、ヴィトルヴイウスの比例の法則を挙げている。  

また、ヴィトルヴイウスの比例に対する考え方は、明らかに否純理論的であり、ヴイトルヴィウスが完  

全数やシンメトリアの原理を述べているとしても、彼の示す比例の法則とは何ら関係ないことも、指摘   

している。   

以上のように、クールトンは、古代ギリシア建築が「寸法」と「比例」という2つの要因から設計さ  

れている可能性を明示した。また、古代ギリシア建築に使用された比例の法則は、建築を設計し施工す  

るのに、具体的な結果を生産する手法であるという、斬新な見解を示した。これは、古代ギリシア建築  

の設計法を研究するに当たり、貴重な方向を示すものである。  

1－2 研究の目的と方法  

1－2－1．研究の目的と方法   

本論文の目的は、古代ギリシア建辛が各部寸法の比例関係により設計されているという仮定の基、古  

代ギリシア建築における翼付ストアと呼ばれる建築を対象とし、その設計法を明らかにすることである。  

クールトンは、理念的にではなく、具体的に形態を決定するのに有効である比例関係のみが、実際に建  

築の設計に使用された可能性があることを示している。比例関係が、具体的に形態を決定するのに有効  

であるか否かは、その設計過程の中でのみ判断しうると考える。従って、先ず、個々の翼付ストアの設  

計過程の復元を試みる。その後、それぞれの設計過程に共通する設計法を抽出する。更に、翼付ストア  

の設計上の特質を明確にするために、他の形式のストアや翼付ストアに似た平面形式を有するイオニア  

式建造物の設計過程を復元し、巽付ストアの設計過程と比較検討する。  

1－2－2．研究の対象  

比例の法則により設計されたと考えられるのは、神殿に限定されることはなく、オーダーを有する全  

－ 2 －   



1．Introduction  

ての建築であると考えられる。実際、ヴイトルヴイウスも、神殿以外の様々な建築を対象とし、各部の  

比例関係について論じている。そこで、本論文においては、翼付ストアという、ストアの中でも特異な  

平面形式の建築を研究対象する。   

ストアとは、細長い柱廊形式の建築を指し、通常、アゴラや神域など広場の端に建設される。その機  

能は、それぞれのストアにおいて、様々である。例えば、アテネのアゴラにある2階建てのアツタロス  

のストアは、1階は広場にやってくる人々のために適当な日陰を提供すると同時に、背後の部屋は店舗  

として使用された。また、2階部分は、アゴラで開催される祭りや競技等の観覧場所ともなった9）。同  

じくアテネのアゴラにあるバシレイオスのストアは、アルコーンのオフィスとして使用された10）。また、  

バシレイオスのストアの北側に建設されたストア・ポイキレは、絵画が壁面に展示されてていることか  

らその名（ポイキレ＝Painted）で呼ばれており、戦利品の展示場としても使用されていたIl）。   

ストアの正面には柱廊が並び、背面には部屋が置かれたり、或いは、単に壁となっている。その平面  

形式は、箱型、」字型、ロ字型、n型、それに本論文で分析対象としている翼付の5種類に分類される。  

箱型とは、細長い四角の平面の長手方向に列柱が並べられる、最も単純な平面形式を指す。」字型、n  

字型、□字型のストアは、基本的に広場を囲む様に建設されたストアであり、箱形ストアが複数組み合  

わされて計画された、複合的な建築であると考えらる。   

翼付ストアとは、箱型ストア正面の左右両端部に前方へ突き出した巽部を持ち、翼部正面が神殿風  

ファサードとなっているストアを言う。平面だけを見れば、n型ストアに類するもののように考えられ  

る。しかし、巽付ストアは広場を囲むと言うほど、翼部が突き出してはおらず、また、翼部の神殿風  

ファサードは、中央部と同方向を向いている。従って、翼付ストアは、広場を囲むストアではなく、広  

場の端に独立して建設されたストアであり、形式的にはn字型ストアではなく、箱型ストアに類するも  

のと考えることができる。   

クールトンは、ストアに関する著書の中で、ストアと呼ばれる列柱廊建辛だけではなく、ストア以外  

の列柱廊建築や、周囲が壁で囲まれている長方形のホールを含め、リストとして纏めている1ユ）。このリ  

ストに登録されている建築数は、314個13）、その内、列柱廊建築と考えられるものは262個、掲載され  

ている。これを形式及び時代別に集計すれば、表1－1のようになる。即ち、箱型ストアは全時代を通じ  

T（コblel－l．Cross†clbulq†ionof†ypes（コndperiodofs†○（コS   

Arcbaic  Classic  Hellenism  Rome  UnknolVn  total   

箱型   20   48   91   10   170   

W型  2   6  8   

Sum   20   50   97   10   178  

（80％）  （79％）  （61％）  （33％）  （91％）  （6g％）   

L型   3   4   23  30   

n型  6   22  28   

口型   2   3   18   2   26   

Sum   5   13   63   2   84  

（ZO％）  （21％）  （39（苑）  （37％）  （9％）  （32％）   

total   25   63   160   3   262   

－ 3 －   



1．Introduetion  

て建設され、建設数も最も多い。また、一方、」字型、ロ字型、n型のストアは、ヘレニズム時代にな  

り、建設される割合が多くなっている。ただ、総合的に見れば、ストアの平面形式による規模の違いと  

いうものは、差ほど顕著に現れてはいない（表ト2参照）14）。やだ、ストアは全時代を通じて小規模な  

ものから長大なものまで様々建設されてはいるが、新しい時代に建設されたストアに、規模の大きなス  

トアの建設される割合が多くなっている（表1－3参照）。   

クールトンは、巽付ストアの形式を持つ建築として、8棟の建築を挙げている15）。その内、設計法の  

分析が可能な程度に、各部寸法が判明している下記の5棟について、本論文では取り上げる（図ト1参  

照）16）。  

紀元前弔0～420年頃17）  

紀元前338年～330年頃柑）  

紀元前330－320年頃19）  

紀元前246－か9年頃ユ0）  

紀元前3世紀後半ユ1）  

AtherLS  StoaofZeusatAgora  

hlegalopolos StoaofPhilip  

Thasos StoawithwingsatAgora  

Delos  StoaAntigonos  

Lindos  StoawithwingsontheAkropoli＄  

翼付ストアの最初の事例は、クラシック最盛期にアテネに建設されたゼウスのストアである。また、最  

後の事例はリンドスのストア、若しくは、デロス島に建設されたアンチイゴノスのストアである。翼付  

ストアの規模は、その正面長さが19．87m（タソスの翼付ストア）という短い物から、155．55m（メガ  

ロポリスのアンティゴノスのストア）という長大な物まで様々であり、建築規模に関して翼付ストアの  

T（】blel－2．Cross†Qbulq†ionofleng†h（コnd†ypeofs†○（コS  

箱型  W型  」型  n型  ロ型  total   

L＜50m   ＄0   5   12   10   7   114   

（L＜25m）   （31）   （3）   （2）   （38）   

50m≦L＜100m  47   14   g   §1   

100m≦L＜150m  12   3   2   2   20   

150m≦L＜200m  10   

200 m j L 3  5   

tぬ1   152   ＄   29   24   18   231   

aVelage  
63．0  糾．9  57．0  68．3  65．2  63．0   

（m）  

T（】b［el－3．Cross†c）bu［Q†ionofIeng†h（】ndperiodofs†oc）S  

Archaic  Cla鑓ic  H¢11enism  Rome  Unhown  total   

L＜50m   14   37   56  7   114   

（L＜25m）   （9）   （10）  （16）  （3）   （38）   

50m≦L＜100m   4   17   56   3   gl   

100m≦L＜150m  ロ   2   16   20   

150m≦L＜200m  2   9  

200m≦L  4   5   

total 19   58   141   3   10   231   

aYer争ge  
36．6  50．5  71．9  128．5  41．7  63．0   

（m）  
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1．Introductiom  

特殊性は見られない。   

ストアは、箱型ストアが基本的な形態であり、他の平面形式はその発展し、変化したものであると考  

えられる。箱型ストアは、極めて単純な平面であり、その設計法も神殿に比較すれば単純なものであっ  

たことが予想しうる。   

即ち、周柱式神殿は正面ばかりでなく側面にも列柱が並び、更に、ペリスタイルの内側には神像を安  

置する壁で囲まれたケラが建設される。更に、隅部の円柱の太さも、他の円柱より太くなる場合が多い。  

また、ケラは、プロナオスとナオス、オビストドモスに分割される。プロナオスやオビストドモスに円  

柱が立てられ、ペリスタイルの円柱とは異なった太さのものが使用される。当然、正面わ列柱廊と神殿  

幅との関係、側面列柱と神殿長さとの関係、神殿幅と神殿長さの関係、これらとケラとの関係、ケラ内  

Figl－l．Dis†ribu†ionofs†○（コSWithwJngSqndo†herbuiIdingsin†hispQPer                                                                                                        l  

●翼付ストア ■箱型ストア ▲イオニア式建築   

……………………■パシレイオスのストア（アテネ）  紀元前6世紀半ば  

川
 
 

▲マッシリア人の宝庫（デルフイ）………‖……………紀元前与和一幻0年噴  

‖………‖………‥■南ストア（アルギブ・ヘライオン）  

●ゼウスのストア（アテネ）…．紀元前430－420年頃  

紀元前460－450年頃  

●フィー」ツプのストア（メガロポリス）  紀元前338－330年頃  

紀元前330－320年頃  ●買付ストア（タリス）  

▲翼付プロピロン（サモトラケ）………………………………．紀元前340年頃  

紀元前4世紀末若しくは3世紀始め  ■南ストア（コリント）  

紀元前24ふか9年頃  ●アンティコノスのストア（デロス）  

紀元前3世紀後半  ●翼付ストア（リンドス）  

▲ゼウスの祭壇（ベルガモン）………………………………紀元前2世紀前半  
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1．Introduction  

部の分割方法など、周柱式神殿には、平面上の基本的な寸法を決定する場合に考慮しなければならない  

ことが数多く存在している。これに対しストアは、ストアの側面や背面には列柱は巡らされず、建築内  

部にケラも設けられない。隅部に置かれる円柱が他の円柱より太くもない等、ストアは、神殿に比較す  

れば、考慮されるべき要素が極めて少ない。   

また、その建辛的な重要性も異なる。神殿の建設には莫大な費用が投ぜられ、国家を挙げて建設され  

る。また、国際的な神域における神殿は、全ギリシア世界の財政により、その建設費用が賄われる。こ  

れに対し、ストアは上記したように、基本的には世俗建築であり、神殿に比較すれば建設費も建設期間  

も多く費やすことはできなかったと推察できる。当然、設計にも神殿に対するほどの厳密さは要求され  

なかった様に思える。これらのことを鑑みれば、ストアの設計過程は、神殿の設計過程に比較すれば、  

単純なものであったと推測することができる。   

葉付ストアは、前述したように、箱型のストアの左右に突出部が設けられ、その正面には列柱が並べ  

られ、ペデイメンとが乗せられると言う、神殿風ファサードが形成されたものである。しかし、側面や  

背面に列柱が巡らされず、内部にケラのような部屋が築かれないので、箱型ストアより幾分複雑な設計  

過程が取られるだろうが、周柱式神殿に比べれば設計過程が単純であると予想しうることに変わりはな  

い。設計過程が単純であれば、建築家が意図した比例関係が、そのまま実現されている可能性が高いと  

考えられる。   

クールトンは「提案された方式（血1e）が実際使用されたという蓋然性を評価する為の基準」として、  

3つの項目を挙げており、その内の一つは、「提案された方式が、なるべくなら、おおよそ同じ時代、同  

じ地域の一群の多くの建築に、共通して適応する」ということであるユユ）。本研究の対象としている翼付  

ストアは、年代的にはゼウスのストアとフィリップのストアは、建設年代こそ1世紀ほど隔たりがある  

が、同じクラシック期のストアであり、また、地域的にもアッテイカとペロポネソスと言う、さほど離  

れてはいない地域に建設されている。タソスの翼付ストアが4世紀後半、デロスのアンチイゴノスのス  

トアとリンドスのストアは3世紀後半と、ヘレニズム期に建設されたストアであり、全て、エーゲ海の  

島に建てられたものである。従って、この5棟の建築は、建設年代と建設地から、クラシック期のギリ  

シア本土、ヘレニズム期のエーゲ海地方と、2グループに分類することができる。   

翼付ストア型建築は、クールトンの示す列柱廊建築262棟の内、僅かに8棟しかなく、ストアの中で  

は特異な建築と言える。従って、分析可能なストアの数も非常に少なくなるが、特殊な平面形式である  

からこそ、比較検討の対象となりうる。この形式の建築の設計の焦点は、翼部の神殿風ファサードにあ  

ることが予測される。また、翼部正面と葉部の突出長さとの関連、或いは、翼部正面の心々間柱間寸法  

（以下、柱間寸法と呼ぶ）と中央部の柱間寸法との関連などに、設計上の問題点が共通すると考えられ  

る。即ち、特異であるからこそ、設計上の類似性、また逆に、設計過程の相違点などを、見出しやすい  

サンプルであると考えられる。   

以上の様に、翼付ストアという建築を研究対象とするのは、数こそ少ないものの、設計法に閲し分析  

し、比較検討するに相応しい建築形式であると考えられるからである。  
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l．Introduction  

1－2－3．設計過程復元の方法  

（Ⅰ．比例関係の算出）   

最ヨ如こ成すべき事は、古代建築の設計に使用された比例関係を、個々の建築において探し出すことで  

ある。各部相互の比例関係は、計算により無数に求められる。その中から、設計に使用された可能性の  

ある比例関係を選出しなければならない。   

クールトンは、「提案された方式が実際使用されたという蓋然性を評価する為の基準」の二つ目とし  

て、「提案された方式が、単純に表現できる」ということを挙げている。これは比例の法則が単純であ  

るということと同時に、使用されている比も単純であると言うことを意味している。また、古代ギリシ  

アにおいて使用された分数は、分子が1である分数、分母が小さな分数、少なくとも分母が複雑な数で  

ないものが好まれたとも、指摘している。   

そこで、個々の建築において、各部寸法相互の比例関係を計算し、先ずその中から、単純と見なせる  

比例関係を選び出す。  

（ⅠⅠ．設計過程の検討）   

次に、単純な比例関係の中から、形態の決定に役立つと考えられる比例関係を選び出し、それらの比  

例関係を組み合わせ、設計されるプロセスを推測する。   

ヴイトゥルヴウスの示す比例の方式は、ドリス式とイオニア式で異なっており、クールトンは前者に  

見られる方式をモデュラー方式（ModularSystem）、後者で見られる方式を連鎖方式（SuccessiveSystem）  

と呼んでいる。モデュラー方式とは、一つの基準となる寸法との比例関係で、他の全ての寸法が決定さ  

れる方式である。また、連鎖方式とは、一つの寸法から他の寸法が比例関係により決定され、新しく決  

定された寸法から更に別の寸法が比例関係により決定され、この様な比例の関係が連鎖的に続いて、建  

築の各部寸法が決定される方式である。   

各部寸法の比例関係を分析した場合、一部材寸法と他の部材寸法との比例関係を計算すれば、単純で  

あるという範疇に分類できる比例関係は、複数見られることが多い。ある一つの寸法と他の多くの寸法  

が、単純な比例関係となっている場合は、基準寸法の存在が期待できる。基準寸法の存在が期待できな  

い場合、どの比例関係を実際使用された可能性のある寸法として選び出すか、些か困難である。ただ、  

「形態の決定」に役に立たない比例関係は、その対象から除外することは可能であろう。形態決定に役  

立つとは、その比例関係が、形態の視覚的効果を判断しうる材料と成りうることであると考える。   

例えば、円柱下部直径と円柱の高さの間に単純な比例関係が成立する場合、この比例関係が円柱の輪  

郭を思い描かせる。しかし、円柱下部直径とフリーズの高さが単純な比例関係と成っていたとしても、  

その比例関係からは何の形態もイメージできない。この様な比例関係は検討の対象から除外しても構わ  

ないであろう。   

連鎖方式で各部寸法が決定される場合、その順序が問題となる。ただ、少なくとも、基壇やスタイロ  

ベイト上での寸法が、その上に乗せられるオーダー各要素の各部寸法より、先行して決定されると考え  
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1．Introduction  

られる。   

（ⅠⅠⅠ．古代尺への換算）   

最後に、選出した各部の比例関係に則り、全ての寸法を古代尺に換算し、著者が算出した理論値と実  

測値の差を検討しながら、設計過程について再度検討する。   

クールトンは、設計が比例計算で行われる場合、古代の因習的な尺度により、答えが算出されると述  

べている。実際施工される場合、長さは当然当時の物差しで計測されるし、石材を石切場に発注する場  

合も、当時の尺度で明示されると考えられるからである。舌代ギリシアにおける尺度は、最小の単位が  

dactyl（指尺）、その4倍がpalm（掌尺）、さらにその4倍がfoot（尺）となっている。比例計算を行う場  

合、当然、fbotやdactylでは表記不能な数値が算出される場合がある。この場合、footの単純な分数、若  

しくは、血ctylに丸められたと、クールトンは述べている。   

古代において如何なる方法で計算が成されたか判然としないが、本研究においては、少なくともd肛tyl  

までは正確に算出できたものと仮定している。即ち、現代の計算方法で7．2dactylと算出される値は、丸  

めて、7dactyl若しくは8dactylという答えを得ることができると仮定した。また、fbotの単純な分数と  

は、1／2ft、1／4ft、1／8爪というdactylの倍数に、1／3ftを加えて考えた。ただ、細部においては、計算結  

果から、1／6ftとする場合もあり得ると仮定した。   

クールトンが「提案された方式（mle）が実際使用されたという蓋然性を評価する為の基準」として  

挙げた最後の項目は、「提案された方式が、容認できる範囲の正確さを持って、実際の遺構に合致する」  

ということである。従って、理論値が実測値と合致するか否かは、尺度に換算したこの段階の結果で判  

定される。  

（ⅠⅤ．実測精度及び施工精度の問題）   

理論値の蓋然性を判断する前に、判断の基準となる実測値に内在する様々な問題が浮上する。実測値  

には古代ギリシア時代における施工誤差、実測調査時に発生する実測誤差が含まれる。ただ、これらを  

区別し、その誤差を正しく判断することは不可能である乃）。また、筆者自ら実測した建築以外、発掘報  

告書の実測値や順当なプロセスを経て成された復元催しか、頼るべきものは無い。ただ、遺跡の状況は、  

実測値に影響を及ぼす最大の要因であると考えられ、それは、個々の建築で異なり、また同一建築にお  

いても部分により異なっている。従って、本研究では、基本的には、実測値封）の結果は正しいものとし  

て取り扱うが、特に、遺跡の状況で注意が必要となる遺跡や部分においては、その都度判断することに  

する。  

1－3 既往研究との関連   

これまで述べてきたように、クールトンは、設計法の研究方法に関する様々な提案を行っていおり、  

本研究は、基本的にはクールトンの指し示す研究方法に則り、行っている。   

また、古代ギリシアのストア建築に閲し、その設計過程を復元しながら設計法を論じた研究は無いが、  
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ドリス式周柱神殿を対象とし設計法を念頭においた研究は、幾つか成されている。   

先ず、クールトンは、ドリス式周柱神殿の幅や長さと柱間寸法との比例関係を分析し、その関係を3  

つのルールにまとめているZ5）。  

（1）R血kl（初期ギリシア本土式）   

紀元前6世紀のギリシア本土の神殿に見られるルールで、下記の比例関係となる。  

正面幅：側面長さ＝正面柱数：側面柱数  

正面幅や側面長さがスタイロベイト上での寸法の場合を本則とし、基壇を含んだ正面幅や側面長さの場  

合を、R山elのバリエーションとしている。尚、バリエーションは、4世紀後半まで使用されている。  

（2）R血k2（シシリー式）   

紀元前6世紀半ばから紀元前5世紀にかけて、シシリーの神殿に見られる比例関係で、  

正面幅：側面長さ＝正面柱数：側面柱数＋1  

となる。その′〈リエーションとして、下記の比例関係がある。尚、Rule2における正面幅と側面長さは  

スタイロベイト上での寸法である。  

正面幅：側面長さ＝正面柱数：側面柱数＋2  

正面幅：側面長さ＝正面柱数＋1：側面柱数＋1  

正面幅：側面長さ＝正面柱数：側面柱数＋1／2  

（3）R山e3（後期ギリシア本土式）   

ペルシア戦争後のギリシア本土において見られる比例関係であり、下記の比例関係となる。尚、正面  

幅と側面長さはスタイロベイト上での寸法であり、また、柱間寸法とは円柱の心々間距離を指す。  

正面幅 ＝（正面柱間教＋k）×正面柱間寸法  

側面長さ＝（側面柱間数＋k）×側面柱間寸法  

kは単純な分数であり、1／3の場合、本則となる。このバリエーションとして、kが3／10、1／4、1／5があ  

るが、この場合、隅柱間短縮量が大きくなる。また、kが3／8、7／16、1／2もある。この場合、隅柱間短  

縮量が小さいか、隅柱間短縮が施されないものとなるユ6）。また、kが3／16となるものがあるが、これは  

フリーズが3メトープ式ユ7）の場合である。   

クールトンのR山e3からは、この隅柱間短縮の量は算出されない。しかし、R山e3によりスタイロベ  

イト寸法と柱間寸法が決定しているので、隅柱間短縮量は円柱がその太さに応じ適当な位置に配置され  

たとき、結果的に決定することになる。クールトンは上記の比例関係のkを、この隅柱間短縮量を詞整  

するための比であると考えている。   

RdelとR山e2は神殿の正面幅と側面長さを、柱数に関連した整数比で決定するという方式である。し  

かし、ストアには側面には列柱は並べられない。柱数に関連した比という概念は、建築周囲に列柱が巡  

らされると言う周柱式神殿に特有の性質に起因する比例関係であり、ストアには適用し難い。   

また、ストアの柱廊部の奥行寸法は、内部列柱により区切られたアイルの数により大凡決まる。更に  

アイル数は、1列か2列、多くても3列に限定されるヱ8）。従って、ストアの奥行寸法は、正面長さと比  
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例関係で決定される意味が余り無い。それでも、ストアの正面長さと奥行寸法が整数比で決定された可  

能性を、皆無とは言えないだろう。   

堀内氏は、クールトンの論文を含め、過去に個々の建築において行われたドリス式周柱神殿の平面の  

設計プロセスに関する論文に検討を加えながら、神殿の設計過程を基本設計の段階、実施設計の段階、  

施工計画の段階の、3段階に分類した29）。堀内氏は、基本設計の段階では、主に全体の大きさと、ケラ  

部分とペリスタイル部分の配分が検討されると述べている。ケラ部分とペリスタイル部分の配分の検討  

は、周柱式神殿特有の問題である。   

堀内氏は基本的には最初に建築の全体規模が決められると考えている。ただ、その際、設計の最初に  

決められる寸法が、基壇寸法である場合と、基準となる寸法である場合を想定している。更に、最初に  

決められる寸法は、端数の付かない完尺であると仮定している。   

この段階で使用される手法には、尺取り虫法、Rulel、グリッド法、Rule2が挙げられている30）。尺  

取り虫法とは、具体的な寸法でケラやプテロンの寸法が決定されると言う方法である。Rulelは神殿の  

スタイロベイト上での正面幅と側面長さを単純な整数比で決定する方法である31）。グリッド法とは、ス  

タイロベイト上での正面幅と側面長さばかりでなく、ケラやプチロンにまで整数比が及ぶ場合を言う。  

また、Rule2とは、側面と正面との柱間寸法が同じで、スタイロベイトの長さが柱間寸法の1／2となり、  

その中央部に円柱が乗せられ隅柱間短縮が無いという模擬的神殿において見られる、下記のような比例  

関係である。  

正面幅：側面長さ＝（正面柱間数＋1／2）：（側面柱間数＋1．／2）   

実施設計の段階では、主に柱間寸法が決定され、円柱の太さやスタイロベイトの幅なども決定される。  

また、往々にして基本設計で決定された正面幅や側面長さ、或いはケラの寸法などの修正が実施される。  

この段階では、Rdel、R山e2、Rule3が使用される。   

R山el、Rule2が適用された場合、隅の円柱中JL、からスタイロベイト端までの距離が決められる。隅  

柱間短縮が考慮されなければ、正面及び側面の列柱の心々間距離が、柱間数により等分される。隅柱間  

短縮が考慮される場合は、短縮量を隅柱間から差し引かれ、短縮された量は他の柱間に再配分される。   

Me3は、Rdk2の欠点を補う方法であると堀内氏は位置づける。堀内氏は、隅の円柱中心からスタ  

イロベイト端までの距離をエンドスペースと呼んでいる3ヱ）。エンドスペースは円柱の太さによっては短  

縮されなければならない。そこで、予めRule2からエンドスペースの短縮量と隅柱間短縮量を差し引い  

て、スタイロベイト上での正面幅、側面長さを決定する方法をRule3としている。これは堀内氏も述べ  

るように、クールトンのRule3と同じ比例関係式で表記できる。但し、クールトンのRule3は、神殿の  

スタイロベイト上での幅や長さを柱間寸法との比例関係で決定し、結果的に隅柱間が短縮されるという  

ものであった。堀内氏のR山e3は、エンドスペースの短縮量や隅柱間短縮量が決定され、結果的にスタ  

イロベイト上での正面幅や側面長さ寸法が決められるという考え方である。   

さて、堀内氏の示す最後の段階は施工計画である。この段階は、神殿毎に異なった問題を解決すべく、  

各部寸法に微少な修正が加えられる段階である。  

－  10 －   



1．htroductiom  

クールトンや堀内氏の提案する具体的なルールは、周柱式神殿の平面形式に起因するものも多いが、  

ストアの設計法を検討する上で、参考にすべき点は多い。例えば、建築の規模を決定する際、基本的に  

はスタイロベイト上での寸法が重要となっていることや、それらの寸法と柱間寸法との間に比例関係が  

期待できること等を示している。また、隅柱間短縮に関しての考え方など、周柱式神殿以外の形式のド  

リス式建造物に共通する問題に対する考え方は、極めて貴重な示唆と言える。  

1－4 論文の構成と研究進める上での前提  

1ヰ1．論文の構成   

本論文は、6章により構成される。第1章は序論とし、古代ギリシア建築の設計法の研究に関するクー  

ルトンの提言を紹介し、研究の目的及び翼付ストアの研究対象としての意義を述べ、クールトンの提言  

に則って進める研究の具体的な方法に閲し論じる。更に本論文と既往研究の関連を述べ、最後に、研究  

を進める上での前提を示す。   

第2章から第5章までが本論である。本論では基本的に個々のストアの設計法に閲し、第1章で示し  

た研究方法に従い分析し考察する。第2章では、巽付ストアの最初の事例であるアテネのゼウスのスト  

アに閲し考察する。また、クラシック期に、初めて建設された翼付ストアの設計法と、箱型ストアの設  

計法との比較検討を行う為に、2棟の箱型ストアの設計法に閲し分析する。一つは、アルカイック期に  

建設されたものの、ゼウスのストアの直ぐ近くに建っているバシレイオスのストアで、他の一つは、ゼ  

ウスのストアとは建設年代も建設場所も比較的近い、アルゴスのヘラ神域に建設された南ストアである。   

第3章では、クラシック期末にべロボネソス半島のメガロポリスに建設された、当時としては最も長  

大なストアである、フィリップの翼付ストアの設計法に閲し考察する。また、フリップのストアにやや  

遅れて同じペロポネソス半島に建設されたコリントの南ストアは、箱型ストアではあるが、やはり建設  

当時としては最長のストアであった。このストアの設計法を分析し、フィリップのストアと比較検討す   

る。  

第4章では、ヘレニズム期に、エーゲ海の島々に建設された3棟の翼付ストアについて、その設計法  

を分析し、比較検討する。3棟のストアとは、エーゲ海北部のタソス島のアゴラに建設された翼付スト  

ア、エーゲ海中央部、デロス島に建設されたアンティゴノスのストア、最後は、エーゲ海西部に位置す  

るロードス島のリンドスのアクロポリスに建設された翼付ストアである。   

第5章では、ドリス式以外の単純な平面形式を持つ建造物の設計法に閲し分析し、ドリス式建築との  

設計法の相違点を明確にする。先ず、筆者自らが実測調査に参加し各部寸法を待ることができた、アル  

カイック期のデロスのマッシリア人の宝庫を分析対象とした。次に、ドリス式翼付ストアの設計法との  

相違点を、更に明確にするために、巽付ストアに類似した平面形式を有するイオニア式建造物2棟の、  

平面設計法に閲し考察する。2棟の建造物とは、サモトラケ島のテメノスの翼付プロピロンと、ペルガ  
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モンのゼウスの祭壇である。   

第6章では、5棟の巽付ストアと3棟の箱型ストア、及び3棟のイオニア式建造物の設計過程を比較  

検討する。更に、翼付ストアの平面設計の手順に共通する特徴を抽出し、巽付ストアの設計法に閲し結  

論を述べる。最後に、今後の設計法の研究の課題について考察する。  

1－4－2．研究進める上での前提   

研究の方法で示したように、本研究を進めるに為には、古代ギリシアに使用された尺度を復元しなけ  

ればならない。デインズムアは、古代ギリシア神殿において、オリンピアのゼウス神殿（ドリス式、亜0  

～460B．C．）ではドリス尺（1ft＝約0．326m）が、プリエネのアテナ神殿（イオニア式、C．340～156  

B．C．）やデイディマのアポロ神殿（イオニア式、313B．C．～A．D．41）ではイオニア尺（1ft＝約0．294m）  

が使用されたと述べている33）。また堀内氏は、ドリス式周柱神殿の平面設計法に関する研究論文の中で  

は、ドリス尺の1ftの長さを0．325m～0．33m、イオニア尺の1ftの長さを0．296m～0．3m程度の範囲  

としている瑚。しかし、クールトンは、2種の尺度の存在は認めつつも、「それだけしかないと決めてか  

かるのは誤りである」と指摘している。また、貨幣の重量、商業に用いられる重さや長さの基準が、実  

質的には統一されていなかった状況を示し、長さ等の「擦準化が、古代ギリシアでは重要なこととは考  

えられていなかった」と記している35）。本研究では、各建築毎に、1ねotの長さがイオニア尺とドリス  

尺を含む0．295m～0．33mの範囲内にあると仮定し、分析する。   

次に、建辛の設計を始めるに際し、最初に決定される寸法は基本的にはストアの長さであり、ストア  

長さは極めて単純な舌代尺で表現されると仮定した。建築の建設が民会等で提案される場合、その提案  

の申に、建築規模が含まれて当然のように思える。建築規模は、建設費等に大きく影響する要素だから  

である。紀元前4世紀に、ビレウスに建設された海軍用倉庫に関する碑文（設計仕様書）には、「壁厚  

を含み、400尺×55尺の倉庫を建てる」と、記されている36）。また、紀元前3世紀、シリアの王子アン  

チイオコスは、長さ600尺のストアの寄進をミレトスに申し出た37）。この様に、具体的な建築規模を示  

す寸法を含んで建設の提案がなされており、この様な場合、建辛家は、当然提案された寸法から設計を  

始めたと考えられる。   

勿論、提案された寸法がそのまま実現されるとは考えにくい。全体の長さから基準となる寸法が求め  

られ、その基準となる寸法から改めて比例関係で全体の長さが再計算により算出されるという、寸法決  

定の過程は十分考え得る。基準寸法を算出する際、計算結果が古代尺で表記不能な寸法と成った場合、  

古代尺で表記可能な寸法に丸められ38）、同じ比例関係を使用し全体の長さを再計算されれば、その答え  

は計算を始める前の寸法とは異なったものとなる。また、全体の大凡の寸法と同時に、基準寸法が提案  

される可能性も考えられる。この場合、堀内氏も指摘するように、最初に提案される基準寸法は古代尺  

の完尺であると考えることにする。  
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注1：   

1   

2   

3  

森田慶一訳註、ウイトルーウイウス建築書、東海大学出版、1974、ⅠⅠト1－1  

森田慶一、「西洋建築思潮史」、建築論、東海大学出版、1978、pP．1紘一167  

森田氏は、比例論者の代表的な研究成果として、ハンピッジのダイナミンク・シンメトリー（Dynamic  

Symmetry）に関する研究を挙げている（ibid．，p．166）。また、我が国における比例論者の一人である柳氏も、  

考古学的及び美学的研究の未、ハンピッジのダイナミンク・シンメトリーとモーゼルのクライス・ジオメト  

リー（K血sgeome扇e）が、有力な学説として登場したと、彼の著書（柳亮、黄金分割、美術出版、1965、P．14－  

15）の中で示している。また、柳氏は、「モジュル（hイdulus 基本尺）の存在を発見したのはヴイトスヴイ  

ウスであって、以上の説（ヴイトスヴイウスが建築十書で示している人体と建築の比例的アナロジー）は、古  

典建築に対して、当時伝承されていた素朴な比例概念をうかがわせる興味ある仮設であり、近世に至るまで、  

一般にもそのまま信じられていた。しかし、その後の実測や研究によって、ギリシャ時代には遠かに高度の  

比例法が存在していたことが明らかにされ、詳細を極めたヴイトルヴイウスの記述も、今日では学術的裏付  

けの足らない一個の伝説と化するに至った」と、ヴイトルヴイウスの古代ギリシア建築における比例の法則  

は、彼のギリシア建築に対する学習不足から導き出された、彼の思いこみであると片づけた。  

J．）．Coulton，‘70WardUnderstandingGreekTempleDesign：TheStylobate弧dIntercolumniadons”，BSA69，1974，  

p．6ト86  

J．）．Coulton，‘70WardUnderstandingGI℃ekTempleDesign：GeneralConsideradons’’，BSA70，1975，P．59－99  

5  Coulton（BSA70），ibid．，P．67  

6 海軍用倉庫に関する碑文（KristianJeppeSe．Para血なmaLa，AadluSUnivercityPress．1958，P．72－73）には、建築の  

主要寸法に舌代尺の完数が、また、石材寸法は舌代尺の完数と単純な分数で表示されており、更に、木部の  

寸法にはdactylで表示されている等、各部寸法が具体的なfbotやdacty1という寸法として与えられている。クー  

ルトンは、寸法の詳細な表記は、この碑文に記された寸法が、目録的な意味ではなく、実際に建築に与えら  

れた設計寸法である証拠としている。  

舌代ギリシアにおいては、建築家の感性により建築全体を創造するのに必要な手段を持っていなかったこと  

を、クールトンは指摘している。もし、建築家の感性で古代ギリシアのファサードを設計しようとすれば、設  

計図面として描くしかない。しかし、図面に描かれた建築のファサードを、実際のスケールに立ち上げよう  

とすれば、可成りの誤差が生じることは必然であり、建築家が求めるファサードに関する形態を、正確に具  

体化することは不可能である。もしこの様な手法で設計がなされるとすれば、それは建築の細部に限定され  

ると、クールトンは述べている。また、もし建築家の感性だけを頼りに神殿が設計されたのであれば、地域  

や時代に応じて見ることのできるドリス式建築の比例の共通性を、評価することはできないとも指摘してい  

る。また、古代ギリシアにおいて、平面図なるものが使用されていなかったことも、下記の著書により示し  

ている。   

J．）．Coulton，TneAncienEGreekArchiLectatWbrk，NewYork，1977．pp．51－59  

論理に基礎づけられた比例の法則は、主に、ピタゴラスやプラトンなど、哲学者の比例概念として示されて  

いる。クールトンは、哲学者が芸術家の考えに影響された証拠はあるものの、哲学者の数学理論が芸術家に  

影響を与えたという良い証拠は無いことを示している。また、哲学的理論が創り上げられる前に、ギリシア  

建築は、その特有の形態や比例原理が取り入れられていたとも、指摘している。  

9 J．Travlos，PicErialDicEionaTTqfAncientAthens，Ne、、′York，1980，P．505  
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10 T・LeslitShearJr・，＝TheAthenianAgora；Excavadonsof1970；TheStoaBasileios”，He3PeriaVbl・40，1971，Pp・254  

11 W・H・S・Jones（translated），PausaniasDe∫CゆtionqfGreece，Cambridge，1978，I－XV  

12 JJ・J・Coulton，T71eArchiLecturalDeveqpmen（qfTneGreekSLoa，Oxford，1976，PP・212－294  

13 同一建築で平面の形が大きく変化するような増築や改築があった場合、別の建築として集計した。  

14 ストアの長さには、正確な寸法が記載された物ばかりでなく、可成り大まかな長さとして示されている物も  

ある。表1－2、表1－3に示したストア長さの平均値は、曖昧な寸法も含めたものであるが、全体の傾向を見る  

のには、特に問題はないと思われる。  

15 クールトンが掲載した8棟の翼付ストア型建築の内、1棟はプロピロン（Lindos，Propylaia）であり、1棟はブー  

レウテリオン（Mantineia，Bouleuterion）である。  

16 図1－1には、翼付ストアだけではなく、本論文で分析する箱型ストア及びイオニア式建造物の存在する都市を  

示している。  

17 H．A．Thompson＆R．E．Wycherley，‘7heAgoraofAthens’’，T7ieAthenianAgoravol．14，AmericanSchoolofClas－  

SicalStudiesatAthens，1972，P・99   

18 Coulton（Stoa），Op．Cit．，P．51  

19 IbidリP．59  

20 Ibid．．p．231   

21Ibid．，P．252  

22 Coulton（BSA69），OP．Cit．，P．61  

この内容は、上に挙げたもう一つの論文（Cou】ton，OP．Cit．，BSA70，P．61－62）にも示される。  

23 一般に、世俗的建造物より神殿が、或いは、石灰岩で建造されたものより大理石で建造されたものが、その  

施工精度も高いように考えられている。しかし、大理石の入手が困難なオリンピアでは、ゼウスの神殿です  

ら建築本体は石灰岩で建設されている。また、デルフィのトロスは極めて施工精度が高いと考えられるなど、  

一概に、建築の種類や建材の種類によって、その施工精度を判定することはできない。結局、その施工精度  

は個々の建築からのみ判断するしかない。  

また、実測値の精度は、実測方法と遺跡の状況に影響される。実測方法に起因する実測誤差を検討するのは  

困難である。筆者も参加したデルフィのアテナ・プロナイア神域に建つ建築の調査では、設計法の分析を念  

頭に、その精度に十分な注意を払いながら実測した（地中海古代都市の研究（91）；デルフィのトロス調査1996   

（2）；オーダーの復元について、日本建築学会九州支部研究報告第36号，1997，pP．椚7－480）。そこで得られ  

た実測値は、1925年に出版された発掘報告書（J．Charbonnraux＆K．Gott）ob，Lesanquaired某thenaPronaia，Ln  

乃0れ拘〟肋∫血加帥即乃椚g〃4g飽∫C血k，1925）に掲載されているトロスの実測値と殆ど違っていなかっ  

た。即ち、例え今世紀の早い時代の調査といえども、近代的実測方法を用いて実施された実測から得られる  

結果を、信頼できないとする理由は無い。  

24 本論文では、実測値及び順当な手続きを経て割り出された復元値を、共に「実測値」と呼ぶことにする。ま  

た、比例関係により割り出される寸法や、舌代尺換算により算出される尺度を「理論値」と呼ぶ。  

25 Coulton（BSA70），OP．Ciし  

26 隅柱間短縮とは、ドリス式特有の問題から発生する現象である。ドリス式オーダーのフリーズは、トリグリ  

フとメトープという装飾的な部材が交互に配置され、トリグリフの中心線は円柱の中心線と揃えて置かれるり  

一方、フリーズの端はトリグリフが置かれるのが慣例である。アバクスの上部両端に僅かに隙間を置きアー  
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キトレイプが乗せられ、その外側の端にトリグリフの外面が合わせられる。アーキトレイブの中心は円柱の  

中心に一致するので、隅柱上部のトリグリフの中心はアーキトレイブの中心と（アーキトレイブの幅－トリ  

グリフの幅）÷2だけ、ズレることになる。もし、隅柱間上のトリグリフとメトープをその他のトリグリフ  

とメトープと同寸法として配置しようとすれば、上記のズレの分だけ、隅柱間を内側に寄せて置かなければ  

ならない。実際の神殿において、上式で示されるズレの分だけ正確に隅の杜が内側に寄せられている例は少  

ないものの、多くのドリス式神殿において、隅の柱間寸法は他の柱間寸法より小さくなっているのが一般で  

ある。これを隅柱間短縮（AngleConbTaCdon）と呼ぶ。  

27 ドリス式建築において、柱間の間にトリグリフとメトープのパターンが2つ分配置されるフリーズ形式を2メ   

トープ式、3つ配置されるフリーズ形式を3メトープ式と呼ぶ。神殿の多くは2メトープ式となってレー、る。  

28 クールトンのストアに関する著書に掲載された、柱廊形式の建築のアイル数は、アイル数が判明している249  

棟のストアの内、1列のものが157棟、2列のものが90棟、3列のものは僅か2棟に過ぎない。また、アイル  

の幅は、5m－7mが一般的であり、10m～13mは稀であると、クールトンは述べている。  

Coulton，Stoa，Op・Cit・．PP・212－294．p．24  

29 堀内清治、ドリス式周柱神殿平面設計法の研究；地中海建築の設計技法の研究一全体と部分の対応－、熊本  

工業大学、1992、pP．1－142  

堀内氏の周柱式ドリス式神殿の設計法に関する研究報告は多い。しかし、上の報告書には、同氏のそれまで  

の研究成果が網羅されていると考えられる。  

30 ここで堀内氏が名付けたRulelやRule2等のルール名は、基本的にクールトンのルール名が示す内容とは異な  

るものである。  

31 堀内氏は、この方式における整数比は、必ずしも柱数とは関連付けられなくもよいと考えている。（堀内，ibid，  

p．13）  

32 本論文では、堀内氏の言う「エンドスペース」を「杜位置寸法」と呼ぶ。  

33 W．B．Dinsmoor．TneArchiLectureqfAncienfGreece，rePrint3ded．陀V．，NewYo血，1975，p．152，222，229  

34 堀内，Op．Ciしp．16  

35 J．J．Coulton（BSA70），OP．Cit・，p・87  

36 KristianJeppeSe，OP・Cit・，P．72  

37 J．）．Coulton（GreekArchitect），Op．Cit．，p．18  

38 比例関係を古代の尺度に換算する際、古代の尺度で表記不能な場合、表記可能な寸法に丸めるという作業を  

行わねばならない。計算は計算式により示すが、計算式の中に「→」という記号を示す場合がある。この記  

号は、古代の尺度のda叫rlで表記出来ない端数が、丸められたことを示している。また、計算式の中の「⊂＞」  

という記号は、何らかの理由で1dactylを超える寸法を丸めた場合に使用している。  
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2－1．StoaofZeusatAthens  

第2章 翼付ストアの出現とその設計法  

2－1．古代ギリシア世矧こおいて最初に建設された翼付ストアの設計法  

－アテネのゼウスのストアの設計法に関する研究－  

2－1－1．はじめに   

ゼウスのストアは、アテネのアゴラに紀元前昭0～420年頃1）に建造された翼付ストアである（図2－  

1－1参照）。このストアは、巽付きストアの最も早い例として知られており、クールトンは、「ゼウスの  

ストアが建設された当時、翼付きストアの正確な形態を直接導き出せる前例はなく、このストアの建築  

家が、独自に、様々な要素を結合し、創造した」ユ）と述べている。   

ゼウスのストアの翼部正面には6本のドリス式円柱が配され、ドリス式のエンタブラチュア上部には  

ペディメントが乗せられると言う、神殿風のファサードが形作られている。翼部の柱間上部には、2組  

のトリグリフとメトープのパターンが配される、所謂、2メトープ式のフリーズが乗せられている。一  

方、中央部柱間上部には3組のトリグリフとメトープのパターンが配される、3メトープ式のフリーズ  

となっている。葉部と中央部には、同寸法のトリグリフとメトープが配されているので、葉部柱間寸法  

（IW）と中央部柱間寸法（Ⅰ）の比は、トリグリフ・メトープのパターン数の比と同じく、IW：Ⅰ＝2：3  

となる。   

葉部側面の壁上には正面と同寸法のトリグリフ、メトープを持つフリーズが巡らされている。また、  

翼部幅（10．559m）と中央部奥行（10．734m）は、その寸法は異なっているものの極めて小さな差しか  

ない。これは、全く異なった設計手順で寸法決定がなされたと考えるには小さすぎる差異であるように  

Fig．2－1－1．ThepL（】nOf†hes†oQOfZeuscけA†hens  

ー  16 －   



2－1．StoaofZeusatAthens  

思われる。   

本節では、上記のような特徴を有するゼウスのストアの各部寸法相互の比例関係を分析することによ  

り、このストアの設計手順を復元すると同時に、設計法に閲し考察する。  

2－1－2．各部の実測寸法   

分析に用いた各部寸法は、基本的には全てトンプソンの発掘報告書より待ている3）。遺跡の状況は、必  

ずしも良好とは言えないが、トンプソンは、基礎を置くために岩盤を削った跡、背面や南面に残る基礎  

や基壇の一部、内部柱の基礎、オーダー各部の石材や断片等から、現状の遺跡によく適合する復元を成  

し遂げている。   

トンプソンの発掘報告書は、ゼウスのストアの各部寸法に関する原典である。従って、この報告書の  

寸法データが正しいという前提で分析を行うが、1970年に新しくフリーズ部材が発見され4）、復元値を  

見直さなければならない箇所がでてきた。そこで、このフリーズ寸法が影響を及ぼす復元寸法について  

のみ、トンプソンの復元方法に沿って、計算し直した。  

トンプソンの平面寸法の復元は、トリグリフとメトープの長さから算出されている5）。すなわち、ト  

リグリフの幅（T）とメトープの幅（Met）の和の2倍を翼部円柱の心々間距離（IW、以下、翼部にお  

ける円柱の心々間距離を「翼部柱間寸法」と呼ぶ）とし、トリグリフの幅（T）とメトープの幅（Met）  

の和の3倍を中央部の柱間寸法（Ⅰ）としている。  

Fig．2－l－2．Theorderof†hes†0（コOfZeus（】†A†hens  
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2－1．StoaofZeusatAthens  

IW  ＝2×（T＋Met） ＝2×（0・402＋0・604）  ＝2・O12m  

I  ＝3×（T＋Met） ＝3×（0．402＋0・604）  ＝3．018m  

また、翼部の隅柱間寸法（IWA）については、1．837mという寸法を記している6）。この寸法の算出方  

法に関する明確な記述はないが、隅柱間短縮量（AC）を下記の式から0．175mと算出し、これを巽部柱  

間寸法から引いて求めたと思われる（式中、AⅥrはアーキトレイブの幅＝石材の厚さ、Tはトリグリフ  

の幅）。  

AC  ＝（AW－T）／2   ＝（0．75－0．40）／2   

IWA   ＝IW－AC  ＝2．O12－0．175  

＝0．175m   

＝1．837m  

しかし、アーキトレイブ石材の幅（AⅥr）は、0．75mと、復元図には記載されてはいるものの、その寸  

法に関する根拠は示されていない7）。  

1970年に発見されたフリーズの石材から、フリーズの高さ（0，612m）と幅（石材の厚さ＝0．789m）  

が判明したS）。また、フリーズの幅は、アーキトレイブの幅とほぼ同じであるのが一般であるから、アー  

キトレイブ幅は、トンプソンの復元図に示されている0．75mとするより、このフリーズ幅をアーキトレ  

イブ幅と見なして、0．789mとする方が妥当であると考えられる9）。   

この寸法を用いて、隅柱間短縮量を計算し直すと、  

AC  ＝（AW－T）／2  ＝（0．789－0．402）／2  ＝0．194mlO）  

となり、翼部隅の柱間寸法（IWA）は、下記のように算出される。  

m   ＝IW－AC  ＝2．012－0．1935  ＝1．819m  

トンプソンは、スタイロベイト上における各部寸法は提示していないが、彼の報告書の中には、それ  

を算出するに十分な寸法が示されている。これに、新たに算出した翼部の隅柱間短縮量を考慮し、スタ  

イロベイト上における平面各部寸法を算出する。   

トンプソンは、スタイロベイトの端から円柱までの距離を約0．05mll）としているので、柱位置寸法  

（SA）は、  

SA  ＝D／2＋0．05  ＝0．786／2＋0．05  ＝0．叫3m  

翼部における、隅から2番目の円柱中心からスタイロベイト端までの距離（IA、以下、「第二柱位置寸  

法」と呼ぶ）は、  

IA  ＝IWA＋SA  ＝1．819＋0．443  ＝2．262m   

従って、スタイロベイト上における巽部幅（W）は、  

W  ＝3ⅠⅥr＋21A  ＝（3×2．012）＋（2×2．2615）＝10．559m  

スタイロベイト上における中央部長さ（C）は、  

C  ＝8I－2SA  ＝（8×3．018）－（2×0．443） ＝23．258m  

スタイロベイト上におけるストア正面長さ（L）は、  

L  ＝2W＋C  ＝（2×10．559）＋刀．258  ＝叫．376m  

となる。このストア正面には、3段のクレビスが置かれたと考えられているが、各段のクレビス上での  
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2－1．StoaofZeusatAtbens  

Tqble2－l－l．Proportjonbe†weenelemen†s  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elements  

Symbol   meaSure．  P10pO血on   de良一ence  

（m）  （m）   

LengthofStoaon3rdCrepis   OLclepis3   46．476  

LengthatCentralParton3rdCrepis   OCcrepis3   21．158   

LengthofWingson3rdCrepis   OWcrepis3   12．659   

LengthofStoaon2ndCrepis   OLcIepis2   45．776  

LengthatCentralParton2ndCrepis   OCcrepis2   21．85S   

bngthorWimgson2ndCrepis   OWclepis2   11．959   

LengthofStoaonlstCrepis   OL crepisl1 45．076  ＝222ノ5IW   0．（）07   

LengthatCentralPartonlstCrepis   OCcrepisl   22．55＄  ＝OLcrepisl／2   0．020   

LengthofWingsonlstCrepis   OWcrepisl   11．259  ＝OLcrepisIJ∫4  －0．010  

＝53ノ5IW  －0．008   

LengthofStoaonStylobate   L   44．376  ＝Ca．22IW   0．112   

LengthofCentralPartonStylobate   C   23．258  ＝Ca．111／2IW   0．120   

LengthofWingsonStylobate   W   10．559  ＝51／4IW   ＿0．0（）4   

AxialLengthofCentralColonnade   CA   24．144  ＝12IW   0．000   

DepthofCentralPartonStylobate   DpC   10．734  ＝Ca．Ⅵ7   0．175   

DepthofWingsonStylobate   DpW   16．577  ＝81／4IW   －0．022   

P画ectionorWings   Prqj   5．843  ＝Ca．3IW   －0．193   

AxialIntercolumniationatCentralPart   3．01S  ＝11／2IW  0．0（X）  

AxialIntercolumniationatWings   IW   2．012   

Angle－AxialIntercolumniationatWings   IWA   ＝9／10IW  0．008  

DistancefromsecondColumnAxis  
IA   ヱ．ヱ62  ＝11侶IW   －0．002   

toedEモOrStYlobate  

AngleContraction   AC   0．194  ＝1ノ10IW   －0．008   

Dist且nCefromColumnAxistoedgeofStylobate  SA   0，443  ＝2／9IlⅣ   －0．004   

LowerDiameterofColumn   D   0．7＄6  ＝2／5IW   ＿0．019   

Wi血horSt叩S   CreW   0．350  

WidthofToichobate（0．74m－0．78m）   ToiW   0．760  ＝3侶IW   0．0（）6   

TbicknessorWall   WT   0．702   

UpperDiameterofColumn   d   0．599  ＝3／4D   0．009   

HeightofStylobate＆Crepis   SH   0．206  ＝1／10IW   0．005   

HeightorWallBlock   ⅥⅠ   0．351  ＝1／2WT   0．000   

ThicknessofArchitrave（Frieze）   AW   0．7g9  ＝2／5IW   －0．016   

WidthofTriglyph   T   0．402  ＝1ノ5IlⅣ   0．000   

Widthof入ノIetope   hIet   0．甜4  ＝3／10IW   0．000   

HeightorF血ze   F   0．612  ＝3／10IW   0．008   

Hci帥torComice   Cor   0．209  ＝1ノ10IW   0．008   

ストア正面長さ（OL）、ストア中央部長さ（OC）、翼部幅（OW）は、クレビスの幅（CreW＝0．35m）  

を加えて算出した。  

トンプソンは、ストア正面と同寸法のフリーズ・メトープが側面にも巡らされているとし、フリーズ・  

レベルにおけるストア翼部の奥行を、16．498m（＝17×T＋16×九Iet）と算出している。ストア背面に  

おいて、トイコベイト1ユ）の端は、フリーズ面から0．03m外側にある。また、ストア正面において、フ  
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2＿1．StoaofZeusatAthens  

リーズ面からスタイロベイト端までの水平距離（図2－1－2参照）を0．067mとしている。しかし、新し  

く発見されたフリーズ部材の寸法から計算すれば、フリーズ面からスタイロベイト端までの水平距離は  

0．049mとなる13）。従って、スタイロベイト上におけるストア巽部の奥行（DpW）は、  

DpW  ＝0．03＋16．498＋0．049  ＝16．577m  

となる。また、翼部の突出長さ（h可）は、以下の計算で求められる。  

Prqj  ＝2IW＋m  ＝2×2．012＋1．819 ＝5．843m   

以上が、新しく発見されたメトープ石材の寸法が影響する各部の寸法である。これ以外の寸法は、ト  

ンプソンの報告書の実測寸法を使用した。尚、各部の実測・復元寸法、及び、各部寸法を表す記号は、  

表2－1－1（A）佃）の欄に示す。また、各部を表す記号については図2－ト1、図2－1－2にも示している。  

2－1－3．各部相互の比例関係   

各部寸法相互の比例関係をつぶさに計算してみれば、スタイロベイト上における各部寸法の多くが、  

翼部柱間寸法（IW）との間に、比較的単純で正確な比例関係をなしていることが分かった（表2－ト1C  

参照）。   

先ず、中央部柱間寸法（Ⅰ）と翼部柱間寸法（Ⅳ）との間には、同寸法のトリグリフ・メトープのパ  

ターンが、中央部柱間上部に3つ、翼部柱間上部に2つ配せられることから、次の関係が成立する。  

Ⅰ  ＝11ノ2IW   

また、ストア中央部の両端にある円柱の心々間距離（CA、以下、「中央部の列柱長さ」と記す）も、当  

然、下記のようになる。  

CA  ＝8Ⅰ   ＝12IW   

次に、翼部柱間寸法（IW）と、翼部幅（W）・翼部奥行（DpW）の間には、以下の比例関係が見られ  

た。  

W  ＝51ノ4IW  （差0．∝蜂m）  

DpW  ＝81／4IW  （差0．022m）  

これらの式は、巽部幅と巽部奥行が、同一の原理で算出されたことを示している14）。クールトンは神殿  

の幅や長さと柱間寸法との比例関係を分析し、その関係を幾つかのルールにまとめているが、上記  

の比例関係は、クールトンが提唱するRule3（後期本土式）のヴァリエーションに相当する15）。クール  

トンのRde3とは、基準となる柱間寸法と、神殿の正面幅・側面長さが、共に単純な比例関係となって  

いるものをいう。計算式で表すと以下のようになる。  

神殿幅  ＝（正面柱間数＋k）×基準柱間寸法  

神殿長さ  ＝（側面柱間数＋k）×基準柱間寸法  

ペルシア戦争以降ギリシア本土で使用されたということで、後期本土式とクールトンは呼んでいる。こ  

れは、神殿の正面、側面に同一の柱間寸法を使用し、経験的に獲符したkの値により、適切な隅柱間短  

ー 20 －   



2－1．StoaofZeusatAthens  

鮨量を実現できるスタイロベイトの長さを求める方式である。kが1ノ3の場合を基本とし、1／3以外の場  

合を、そのバリエーションとしている16）。   

隅柱間短縮量は、円柱の下部直径や隅の円柱を置く位置により、結果的に決まる。元来、隅柱間短縮  

は、フリーズの設計を念頭においてなされるものである。クールトンの提案は、適切なフリーズ設計が  

可能なスタイロベイト寸法を、基準寸法から算出する方法で、円柱の太さや隅柱間短縮量は問題とされ  

ない。従って、この方式は、円柱は立てられないが、ドリス式のフリーズが配される箇所の設計法とし  

て、相応しいと考えることができる。   

次に、円柱下部直径（D）は、幾分誤差はあるのの、翼部柱間寸法（IW）と注目すべき比例関係が見  

られる。  

D  ＝2／5IW  ＝IW／（21／2）  （差0．019m）  

これは、ヴイトゥルヴイウスの言う、密柱式の比例関係である17）。また、柱位置寸法（SA）の2倍を、  

スタイロベイト石材の奥行き方向の幅（S、以下、「スタイロベイト石材幅」と呼ぶ）であると考えれば、  

翼部柱間寸法（IW）と以下の比例関係が成立する。  

S  （＝2SA）  ＝4／9IW  ＝IW／（21／4）  （差0．008m）  

こちらは、ヴイトゥルヴイウスが、円柱下部直径と柱間寸法との比例関係で、正柱式と呼んでいるもの  

に類似している1さ）。   

ヴィトゥルヴイウスが提示しているのは、円柱下部直径から柱間寸法を算出する方式である。しかし、  

同時に、柱間寸法から円柱下部直径を求める方式とも見なせる。また、スタイロベイト石材幅（S）が、  

円柱下部直径と同様に、柱間寸法との比例関係が成立しているので、寸法決定のプロセスとして、大変  

理解しやすい。即ち、スタイロベイト幅は、円柱が乗るに十分な寸法でなければならないが、大きすぎ  

れば、スタイロベイト端から円柱までの距離が開きすぎる。スタイロベイト石材幅は、円柱より若干大  

きければよい。上記の比例関係は、この「若干大きい」寸法を実現しうる関係であると考えられる。   

残念ながら、ゼウスのストアのスタイロベイト石材幅は判明していない。ただ、神殿においてスタイ  

ロベイト石材幅の中心と、円柱の中心が、正確に一致していない場合もある19）。この様な場合、上記の  

比例関係が、即、円柱を据え付ける位置を示す訳ではないことになる。また、スタイロベイト上には、  

円柱の中心を、明確に示すマークが刻まれていることが多くユ0）、このことは、設計上、円柱を据える位  

置は極めて重要であることを物語っている。従って、スタイロベイト石材幅（S）に比較すれば、柱位  

置寸法（SA）の方が、設計寸法としては、より重要で、正確さが要求される寸法であると言える叫。そ  

こで、柱位置寸法（SA）や円柱下部半径（D／2）を、巽部柱間寸法（IW）との比例で表せば、下記のよ  

うになる。  

SA   ＝2／9IW  ＝IW／（41／2）  （差0．004m）  

D／2   ＝IW／5  （差0．009m）  

この2つの比例関係は、円柱がスタイロベイト端からセットバックされる量を、即座に、具体的に示す  

ものである。  
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SA－D／2  ＝IW／（41i2）－IW／5  ＝IW・）［45   

スタイロベイト上における残りの主要な寸法は、翼部柱間寸法（IW）との比例関係で求められる平面  

上の各部寸法を、足したり引いたりするだけで、ほぼ全て、算出することが出来る。以下に、その計算  

式を示すが、これらは、翼部柱間寸法（IW）との比例関係を示すものではい。上記のような比例計算  

は、その時点で古代の尺度への換算がなされ、以下に示す計算は、その尺度を使用して、足し算や引き  

算で求められた、あるいは、結果的にその寸法となったと考えられる。   

先ず、第二柱位置寸法（1A）は、  

IA  ＝11／8IW  （差0．002m）  

となるから、翼部の隅柱間寸法（IWA）、及び、隅柱間短縮量（AC）は、以下のようになる。  

m   ＝1A－SA  ＝11／8IW－2′／9IW  

＝65／72IW   

AC  ＝IW－IVVA  ＝IW－65／72IW  

＝7／72IW  

（差0．003m）  

（差0．002m）  

次に、スタイロベイト上での中央部正面の長さ（C）、及び、ストア全体の正面長さ（L）は、下記の通  

り、計算できる。  

C  ＝CA－2SA  ＝12IW－2×（2／9）IW  

＝115／9IW  

L  ＝2W＋C  ＝2×51／4IW＋115／9IW  

＝221／18IW  

（差0．008m）  

（差0．002m）  

翼部の突出長さ（n両）は、翼部正面においての、隅の円柱から3番目の円柱までの心々間距離に等し  

い。  

Prqj  ＝2IW＋IWA   ＝2IW＋65／72IW  

＝265／72IW  （差0．003m）   

巽部幅と中央部奥行は、10．5mを越える長さで、その差は0．175mという微妙な違いになっている。こ  

の違いが予め意図されたとは考え難い2Z）。そこで、初期の段階では、翼部幅と中央部奥行は同寸法とし、  

中央部奥行は翼部幅と同じく、51／4IWとして計画されたと考えられる。これに、翼部の突出長さを3  

柱間分（Prqi＝3IW）とし加えて、翼部奥行（DpW）が決定された。  

坤C  ＝W  ＝51／4IW  

DpW  ＝DpC＋Prqi   ＝51／4IW＋3IW  ＝81／4IW  

ところが、翼部突出長さは、隅柱間短縮量の分だけ短くなる。そこで、改めて算出された翼部突出長さ  

を、翼部奥行から引いて、最終的な中央部奥行が決定された。  

DpC  ＝DpW－Pr可  ＝81／4IW－265！721W  

＝525／72IW  （差0．025m）  

即ち、中央部奥行は、翼部突出部分の隅柱間短縮量の分だけ、初期設計の段階より長くなり、翼部幅と  
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僅かな違いが生じたことになる。   

以上のように、スタイロベイト上における平面の主要な寸法は、翼部柱間寸法との比例関係と、その  

比例関係から導き出された寸法の加減算から、ほぼ全て求めることができる。  

2－1－4．各部寸法の古代尺への換算   

ゼウスのストアの建設敷地は、北側においては紀元前6世紀半ばに建設されたバシレイオスのストア  

が既に存在しておりユ3）、限られていた。南側では、ヘファイスティオンの建つ丘の斜面に設置された南  

北に長いベンチを視覚的に隠さないことが、条件とされたと考えられる24）。従って、ゼウスのストアは、  

その敷地から厳密ではないにしろ、全体の長さが設計条件として与えられたと考えられる。   

ここで、当時使用された古代尺が、イオニア尺とドリス尺を含む、約0．295m～0．330mの間にあると  

仮定し、ストアのスタイロベイト上での正面長さ（L）を、古代尺に換算してみれば、ストアの正面長  

さ（L）は、150．4ft～134．5爪の間となるユ5）。設計初期の段階での建築規模は、極めて単純な尺で表現  

できる長さで構想されたと推測できる。150．4丘～134．5rtの範囲内では、150ft、140rtという長さを挙  

げることができるが、150rtの方が1／4s払出omとも表記できるなど、より単純であり、設計の初期値と  

しては相応しいと考えられる。   

次に、スタイロベイト上におけるストアの翼部幅（W）と、ストア正面長さ（L）の間には、かな  

り大まかではあるが、1：4の比例関係があることが分かる。  

（差0．535m）  W  ＝Lノ4   

基壇は、通常の神殿と異なり、スタイロベイトの下に3段のクレビスが置かれている。スタイロベイト  

から下の方へ、Crepisl、Crepis2、Crepis3と名付けると、Crqpisl上における翼部幅（OWCrePisl＝11・259m）  

とストア正面長さ（OLC叩i81＝45．076m）の間には、比較的正確に1：4の比例関係が見られる。  

OWCrCPisl＝OLmPisl／4  （差0．010m）  

設計当初から、Crepisl上でのこの比を意図的に創り出そうとしたか否かはさておき、翼部幅とストア  

正面長さが1：4、即ち、翼部幅とストア中央部長さが1：2という比例で構想されたと考えられる。   

翼付きストアとしては、ゼウスのストアが初めての事例であり、翼部は神殿の設計法が参考とされ、  

スタイロベイト上で翼部幅（W）が51／4ⅠⅥJで決定されたと考えられる。ストア正面長さ（L）をその  

4倍とすれば21IW、中央部長さ（C）はC＝2W＝101／2IWとなり、中央部の列柱長さ（CA）は、CA  

＝C＋Ca．IW／2＝Ca．11IWということになる。この時、翼部柱間寸法（IW）は下記のように計算でき   

る。  

IW  ＝Ca．150ftノ21  ＝Ca．71ノ7rt   

ゼウスのストアの建築家は、この心々柱間寸法では円柱の内法寸法が狭いとし、中央部に、一つの柱間  

上に3つのトリグリフとメトープのパターンが配せられる3メトープ式を採用することにし、中央部列  

柱長さ（CA＝は．11IW）を、3j’2で割り切れるCA＝12IWとしたと想像できる。  
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Ⅰ（中央部柱間寸法）  ＝11／2IW  

CA  ＝Ca．11IW  ⊂＞12IW  ＝8Ⅰ   

これに伴い、ストアの中央部長さは、約1柱間（IW）分だけ多くなり、ストア正面長さ（L）も約1柱  

間分多くなる。  

C  ＝101！2IW  ⊂＞ca．111／2IW  

L  ＝2W＋C  ＝Ca．22IW   

この時、翼部柱間寸法は  

IW  ＝Ca．L／22  ＝Ca．150ft／22  ＝Ca69／11ft   

となる。前項で、スタイロベイト上における平面設計においては、翼部柱間寸法が基準寸法である可能  

性が高いことを示した。基準寸法であるなら、単純な古代尺で表示されたに違いない。この場合、巽部  

柱間寸法が6魚というような古代尺の完数とはならないが、端数が比較的単純な尺の分数として決定さ  

れたと考えられる。従って、1ftの長さが0．295m～0．330mの範囲にあり、69／11ftに近く、端数が比  

較的単純な尺の分数となる巽部柱間寸法（IW）としては、IW＝62／3rt、もしくは、IW＝63ノ4魚が考  

えられるヱ6）。この時、1rtの長さは、0．30179m、0．298αlmとなるユ7）。   

ところで、W＝51／4IW、L＝Ca．22IWとすればW：L＝1：4という比例関係は崩れる。そこで、基  

壇上の何処かでこの比を実現するために、クレビス幅を含んだ翼部幅（OW）及びストア長さ（OL）が  

計算されたとも考えられる。   

スタイロベイト上でのストア長さ（L）を正確に計算すれば、下記のようになる。  

L  ＝2W＋C  

＝2W＋CA－2SA  

＝2×（51／4IW）＋12IW－4／9IW   ＝221／18IW   （差0．（X氾）  

クレビス幅を含んだ翼部幅（OW）とストア長さ（OL）の比が1：4となる時のクレビス幅をⅩとすれ  

ば、下記の連立方程式が成立する。  

OL  ＝40W  

OW  ＝W＋2Ⅹ  

OL  ＝L＋2Ⅹ   

これをⅩについて解けば、下記のようになる。  

Ⅹ  ＝1／6×（11／18IW）  

従って、OW、OLは下記のように計算できる。  

OW  ＝51／4IW＋2×17ノ96Ⅳ  

＝529／48IW  

OL  ＝221ノ18IW＋2×17／●％Ⅳ  

＝2259／1糾IW  

＝51ノ4IW＋2Ⅹ   

＝221／18IW＋2Ⅹ  

＝17／96IW  

⇒53ノ5IW  （差0．（氾8m）  

⇒222ノ5IW   （差0．007m）  

翼部幅とストア長さに1：4という比例関係をクレビスを含んだ部分において創り出すことが意図された  
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としたら、1別nという長さも、同じ部分、即ちクレビスを含んだストア長さの寸法として設計を始め  

た可能性がある。従って、  

IW  ＝150ft／（222／5） ＝639／56ft  一＋62！3ft、611／16ft、63／4ft  

となる。巽部柱間寸法が611／16f【の場合、中央部柱間寸法は101／32ftとなり、血ctylの完数で表示で  

きない。従って、クレビスを含んだストア長さを150魚として設計を始めた場合も、翼部柱間寸法は6  

2／3ftか63／4rtと算出されると考えられる。ここでは先ず、IW＝62ノ3鉦、1魚＝0．3018mとして、平面各  

部寸法を古代尺に換算することにする。   

巽部柱間寸法が決定されれば、翼部柱間寸法（IW）との比例関係から平面上の各部寸法が下記の様に  

算出できる。  

OLq●¢pisl ＝222／5Ⅳ  

OW耶〆き1＝53／5IW  

W  ＝51／4IW  

DpW  ＝81／4IW  

I  ＝11／2IW  

CA  ＝12IW  

D  ＝2／5IW  

SA  ＝2／9IW  

（差0．009m）  

（差0．008m）  

（差0．004m）  

（差0．022m）  

（差0．㈱m）  

（差0．001m）   

→25／8ft  （差0．006m）  

＝1491／3ft   

＝371／3ft   

＝35rt   

＝55rl   

＝10rt   

＝80rt   

＝22／3ft  

＝113ノ27ft  →11／2rt  （差0．010m）  

巽部柱間寸法との比例関係で求められた各部寸法の加減算で、以下の寸法が算出できる。  

CreWCrCPisl  ＝（OWCrCPisl－ W）／2  ＝11／6ft  （差0．002m）28）  

OCCrCPisl  ＝OLCrePisl－20WC叩isl   ＝742／3ft  （差0．024m）  

＝77n  （差0．020m）   

＝147丘  （差0．013m）  

＝71／2魚  （差0．（氾2m）  

＝71／2良一11／2ft ＝6ft  （差0．008m）   

＝62／3fト6ft   ＝2／3ft  （差0．008m）  

C  ＝CA－2SA   

L  ＝2W＋C   

IA  ＝11侶IW   

IWA   ＝IA－SA   

AC  ＝IW－IWA  

ストアの奥行方向の各部寸法は、以下のようになる。  

Prqj  ＝2IW＋IWA   ＝191！3ft  （差0．008m）  

DpC  ＝DpW－Prqj   ＝352／3ft  （差0．030m）   

最後に、細部の寸法決定の過程に閲し考察する。細部については、様々な比例関係が成立する。そこ  

で、その部材と設計上関連があると考えられる部材の寸法との比に注目し、細部の部材寸法を古代尺に  

換算することにする。   

先ず、円柱上部直径（d）が、円柱下部直径（D）の3／利こなっているのが分かる。  

d  ＝3ノ4D ＝131／32ft  一ナ2爪  （差0．005m）  

壁部材（WT）の幅と高さ（WH）には、1：2の比例が見られる。ただ、どちらが先に決められた寸法  
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Tqb］e2－1－2．Ancien†f00†ofe（コChelemen†（lf00†＝0．30179m）  

（A）   （B）   

（C）  

1fbot＝0．30179m   
（D）  

（町   S），mbol  h・Ieasure．  An（：ientFoot   defもーence （m）   Process of Calculation 

OLcrepis3   46．476   154   0．000  ＝L＋6×CreW＝1与4魚   

OCcr叩is3   21．158   70   0．033  ＝C－6×CleW＝70允   

OWcrepis3   12．659   42   －0．016  ＝Ⅵr＋6×CreW＝42魚   

OLcrepis2   45．776  1512／3   0．005  ＝L＋4×CreW＝1512／3魚   

OCclepis2   21．858   721／3   0．029  ＝C－4XCreW＝721ノ3魚   

OWcrepis2   11．959   39 2／3   －0．012  ＝W＋4×CreW＝392／3托   

OLcrepisl   45．07（i   1491ノ3   0．009  ＝222ノ5IW＝1491ノ3魚   

OCcrepisl   22．558   74 2／3   0．024  ＝111／5IW＝742／3魚   

OWcrepisl   11．259   371／3   －0．008  ＝53／5IW＝371／3R   

L   4l．376   147   0．013  ＝C＋2W＝147魚   

C   23．258   77   0．020  ＝CA＿2SA＝77R   

W   10．559   35   －0．004  ＝51／4IW＝35魚   

CA   24．144   80   0．001  ＝12IW＝80R   

DpC   10．734   35 ユノ3   －0．030  ＝DpW－Pl可＝352／3R   

DpW   16．577   55   －0．022  ＝81／4IW＝55魚   

Prqi   5．843   19 1／3   0．008  ＝2IW＋ⅠⅥrA＝191／3托   

3．018   10   0．000  ＝11／2IW＝10魚   

IW   2．012   6 2／3   
0．（）00  OW＝150魚／4＝371ノ2魚  

IW＝OW／■53ノ5＝639／5る托一⇒62／3魚   

IWA   1．819   6   0．008  ＝IA－SA＝6允   

IA   2．262   71ノ2   －0．002  ＝11ノ8IW＝71／2R   

AC   0．194   2／3   －0．008  ＝IlⅣ－■IWA   

SA   0．443   11／2   －0．010  ＝2／9IW＝113／27R一◆11／2魚   

D   0．786   2 5／8   －0．0（姑  ＝2／5IW＝22／3氏→25侶R   

CleW   0．350   11ノ6   －0．002  ＝（OWcrepisl－W）／2＝11／6魚   

ToiW   0．760   21／2   0．006  ＝3侶IW＝21／2魚   

WT   0．702   21／3   －0．002  ＝ToiW－1／6魚   

d   0．599   2   －0．005  ＝3／4D＝131／32R→2魚   

SH   0．20る   2／3   0．005  ＝1ノ10IlⅣ＝2／3允   

WH   0．351   11／6   －0．001  ＝1／2WT＝11／6R   

AW   0．789   2 5／S   －0．003  ＝D＝2／5IW＝22／3魚一◆25溜魚   

T   0．402   11／3   0．0（旧  ＝1／5IW＝11／3R   

h′Iel   0．604   2   0．000  ＝3ノ10IW＝2魚   

F   0．612   2   0．008  ＝3／10IW＝2魚   

Col   0．209   2／3   0．008  ＝1／10IW＝2／3免   

∫〟用♪d伊rg乃Cg∫（α如oJ〟Jeγα血叫  0．jO6  

かは、判然としない29）。  

WT：WH  ＝2：1  ＝21！3ft：11／6ft   

また、トリグリフの幅（T）とメトープの幅仏Iet）の間には、正確に2：3の比例関係が成り立ってい  

る。同時に、フリーズの高さ（F）は、メトープの幅とほぼ同寸法となっている。正にヴイトゥルヴイ  
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T（】ble2－l－3．Ancien†f00†ofeQChelemen†（lf00†＝0．29804m）  

（A）   
（B）   （C）  

1bot＝0．29804m   
（D）  

Svmbol   
（托）   hIeasure．  AmcientFoot   de托rence 四   ProceぉorCalculation   

OLcrepis3   46．476  15515∫／16   0．000  ＝L＋6×CrelⅣ＝15515ブ16氏   

OCcrepis3   21．158   70 7侶   0．034  ＝C－6×CreW＝707侶氏   

OWcrepis3   12．659   42 針16   －0．026  ＝W＋6×C托W＝429／16魚   

OLcrepis2   45．776  153 9ノ16   0．008  ＝L＋4×CleW＝153餅16R   

OCcrepis2   21．858   731ノ4   0．027  ＝C－4×C托W＝731／4托   

OWcrepis2   11．959   40 3／16   －0．018  ＝W＋4×CIeW＝403ノ16魚   

OLcrepisl   45．076  1513／16   0．016  ＝22ユノ5IW＝1511／5R→1513／16魚   

OCcrepisl   22．558   75 5溜   0．019  ＝111／5IW＝753／5丘→755／＄R   

0Ⅵアcrepisl   11．259   3713／16   －0．011  ＝53／5IW＝374ノ5良一◆3713／16丘   

L   44．376  14＄13／16   0．024  ＝C＋2W＝1487鳩R   

C   23．258   78   0．011  ＝CA－2SA＝78氏   

W   10．559   35 7ノ16   －0．003  ＝51／4IlⅣ＝357／16丘   

CA   24．144   ＄1   0．003  ＝12IW＝81R   

DpC   10．734   36 1ノ8   －0．033  ＝DpW－PI句＝361／＄丘   

－0．0ヱ1  ＝gl／4IW＝5511／16魚   

DpW   16．577   0．012  ＝2IW＋IWA＝199／16氏   
3．018   

5511／16  
101侶   0．000  ＝11／2IW＝101相良   

IW   2．012   6 3／4   0．000  ＝150丘／22＝69／11R→63ノ4氏   

IWA   1．819   61ノ16   0．012  ＝IA－SA＝61／16R   

IA   2．262   7 9ノ16   0．00g  ＝11侶IW＝719／32氏一◆79／16氏   

AC   0．194   11り6   －0．011  ＝IW－IWA＝11／1（iR   

SA   0．443   11／2   －0．（氾4  ＝2ノウIW＝11／2魚   

D   0．786   2 2／3   －0．009  ＝2／5IW＝27ノ10丘→22／3丘   

CreW   0．350   13．／16   ＿0．α）4  ＝（OWcrepisl－W）／2＝13／16氏   

ToiW   0．760   2 9／16   －0．004  ＝3／SIW＝ユ17／32氏→29／16氏   

WT   0，702   2 3侶   －0，006  ＝ToiW＿3／16R   

d   0．599   2   0．003  ＝3／4D＝2氏   

SH   0．206   11／16   0．（）01  ＝1／10IW＝17／40魚一◆11／16氏   

WH   0．351   13ノ16   ＿0．003  ＝1ノ2WT＝13／16氏   

AW   0．789   2 2／3  －0．00（i  ＝D＝2／5IW＝27／10托→22ノ3氏   

T   0．402   11／3   0．005  ＝1ノ5IW＝17／20氏→11／3氏   

hIet   0．604   ヱ1／24   ＿0．004  ＝3／10IW＝IW／2－T＝21／24魚   

F   0．612   21／16   －0．003  ＝3／10IW＝21／40丘→2允   

Cor   0．209   11ノ16   0．掴  ＝l／10IW＝27ノ40fl→2ノ3氏   

∫〟∽．わd排rg乃Cg∫（α如0血おVα血e∫ノ  0．j52  

ウスの示している比例関係である30）。これらは全て、巽部柱間寸法との比で、算出することができる。  

（差0．008m）   

（差0．000m）   

（差0．00Om）   

F  ＝hIet  ＝3′／10ⅠⅥ’  ＝2rt   

T  ＝1．′5ⅠⅥr  ＝11／3丘   

れIet  ＝3ノ∫10ⅠⅥr  ＝2rt  
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アーキトレイブの幅（AW、アーキトレイブの石材幅）は、円柱下部直径とほぼ同寸法となっている。  

従って、円柱下部直径と同じように、翼部柱間寸法から算出されたとすると、下記のようになる。  

AW＝D ＝2／5IW  ＝22／3ft  →25／8ft  （差0．003m）  

コーニスの高さ（Cor）は、直ぐ下の部材であるフリーズの高さ（F）の1ノ′3となっている。また、同時  

に、翼部柱間寸法の1ノ10となっており、スタイロベイトやクレビスの高さ（SH）も同じ寸法と見なす  

ことができる。  

Cor  ＝1／3F  ＝1∫′10IW  ＝2／3ft  

SH  ＝1／10IW  ＝2ノ3ft  

（差0．008m）   

（差0．005m）   

上記のように、オーダー各部の寸法は、結果的に翼部柱間寸法の単純な比で表すことができる（表2－  

1－1参照）。これで即座にオーダー各部の寸法は翼部柱間を基準寸法として、その比例関係で決定された  

と判断はできない。   

例えば、フリーズの高さが翼部柱間寸法との比例関係で決定され、コーニスの高さがフリーズの高さ  

の比例関係で決定されたとも考えられる。また、巽部柱間寸法から割り出される何らかの寸法を基準寸  

法とし、その比例関係からオーダー各部の寸法が算出された可能性も示している。例えば、円柱下部直  

径の理論値（D＝2／5IW＝22／3ft）を基準寸法（M）と考えれば、SH＝Cor＝1／4M、F＝3／4M、T＝1／2  

M、Met＝3i4Mという比例関係が成立する。そして、実際の円柱下部直径は、微調整としてdactylで  

表示できる長さとされたとも考えられる。   

しかし何れにしろ、結果として翼部柱間寸法との単純な比例関係が成立しており、翼部柱間寸法から  

直接、或いは、翼部柱間寸法との単純な比例関係で算出された寸法から、オーダー各部寸法が比例計算  

によって求められたことを物語っている。更に、それらの比例関係が極めて単純であり、比例関係から  

算出される寸法が実寸法として、正確に実現されたことを示すものである。   

ここまで、翼部柱間寸法（IW）が62ノ3ft（1ft＝0．30179m）として、分析を試みてきたが（表2－1－  

2）、スタイロベイト上のストア正面長さを150ftから始める設計過程としては、翼部柱間寸法が63／4  

ft（1ft＝0．29804m）である可能性があることも、先に記した。この場合もIW＝62／3ftの場合と全く同  

じ計算過程で、各部寸法の古代尺における長さを求めることが出来る（表2－ト3）。どちらの古代尺換算  

結果も、実測値や復元値との差はあまり変わらない。ただ、巽部柱間寸法を62／3rtとした場合の方が  

換算値に尺の完数が多く見られる。また端数も、1／2nや1／3魚など、尺の単純な分数が多い。   

ゼウスのストアにおいては、多くの各部寸法が、翼部柱間寸法を基準寸法として、単純な比例関係か  

ら導き出されることが判明した。また、柱間寸法が62／3ftと63／4れの何れであっても、設計上の効果  

は大して違わないと考えられる。このような場合、単純な比例関係を実現するために、敢えて、複雑な  

端数の付いた寸法が多く算出される寸法を、基準寸法として採用する理由は無いように思える。従って、  

設計の基準となる葉部柱間寸法は、単純な尺の倍数、あるいは、端数においても極めて単純な尺の分数  

として各部寸法を導き出すことのできる、62／3ftが選ばれたと考えられる。  
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2－1－5．ゼウスのストアの設計過程と設計法に関するまとめ   

ゼウスのストアの各部寸法相互の比例関係を分析し、設計過程を復元することにより、以下の結論を  

得た。  

（1）ゼウスのストアは、スタイロベイト上で、その正面長さが150rt、翼部幅とストア正面長さの比が   

1：4という基本構想から、設計が始められた。ただ、設計の途中でスタイロベイト上では翼部幅と  

ストア長さの比を正確に1：4とすることが実現不能となったとき、クレビス1段を含んだ翼部幅、  

ストア長さで、初期の構想を実現するよう意図された。この時、基準寸法となった翼部柱間寸法は、  

62／3rtであり、1rtの長さは0．30179Ⅱlとなる。  

（2）ゼウスのストアは、翼部柱間寸法を基準寸法として、その単純な比例関係で、平面上の各部寸法が  

決定された。また、オーダー各部寸法も、翼部柱間を基準寸法として、或いは、翼部柱間寸法との  

単純な比例関係から求められる何らかの寸法を基準寸法として、その単純な比例関係で算出された。   

また、このストアの巽部幅と中央部奥行の微妙な寸法の差に閲し、以下のことが判明した。  

（3）ストア中央部奥行と翼部幅は、設計初期の段階では同寸法として構想されたと考えられる。しかし、  

実際に寸法を決定していく過程の中で、中央部奥行が隅柱間短縮量の分だけ長くなった。   

上記の事柄は、巽付きストアという、それまでに見られなかった新しい形式のストアの設計が、単純  

な比例関係を使用し、淡々と設計されていく過程を示している様に思われる。復元寸法そのものに、幾  

らかの誤差の存在を考慮しておかなければならないが、実測寸法や復元寸法と、理論値との誤差も、さ  

して大きいものではなく、容認できる範囲内にあると考えられる。   

尚、ゼウスのストアの設計過程を纏めると、下記のようになる。  

（1）基本構想（1ft＝0．30179m）  

ストア長さ  

ストア長さ：翼部幅  

翼部正面  

柱間数  

（2）柱間寸法の決定  

翼部柱間寸法  

中央部柱間寸法  

（3）長さ方向の設計   

①スタイロベイト上  

翼部幅  

中央部列柱長さ  

柱位置寸法  

＝150ft   

＝4：1   

＝6柱式（5柱間分）  

＝22柱間分（試行錯誤の上求められた柱間数）  

＝150ft／柱間数  【2メトープ式】 ⇒62ノ■3ft  

＝11／2×翼部柱間寸法   【3メトープ式】 ＝10ft  

＝51／4×翼部柱間寸法  

＝12×翼部柱間寸法  

＝2／9×翼部柱間寸法  

＝35ft   

＝80ft   

一→11／2rt   
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＝中央部列柱長さ－2×柱位置寸法  ＝77ft  

＝2×翼部幅＋中央部長さ  ＝147fl  

中央部長さ  

ストア長さ   

③上から1段目のクレビスを含む  

翼部幅：ストア長さ  

翼部幅  

ストア長さ  

（4）奥行方向の設計  

巽部奥行  

巽部突出長さ  

中央部奥行  

＝1：4   

＝53／5×巽部柱間寸法  

＝222／5×翼部柱間寸法  

＝371ノ73ft   

＝1491／3ft  

＝81／4×翼部柱間寸法  ＝55rt  

＝3×翼部柱間寸法一隅柱間短縮量  ＝191ノ3ft  

＝51／4×巽部柱間寸法＋隅柱間短縮量  ＝352／3rt  

（5）エンタブラチュアの設計（翼部柱間寸法以外の寸法が翼部柱間寸法となる可能性もある）  

＝1／5×翼部柱間寸法  

＝3／10×翼部柱間寸法  

＝3／10×巽部柱間寸法  

＝1／3×フリーズ高さ  

トリグリフ幅  

メトープ幅  

フリーズ高さ  

コーニス高さ  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  

円柱上部直径  

＝11／3ft   

＝2rt   

＝2ft   

＝2ノ3f■t  

＝2／5×葉部柱間寸法  

＝3／4×円柱下部直径  

→25／■8ft   

→2fl   
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注：   

1  H，A．Thompson＆R．E．Wycherley，‘7heAgoraofAthens”，TneAthenianAgoravol．14，AmericanSchoolofClas－  

sicalStudiesatAthens，1972，P．99  

2 J．J．Coulton、TJzeArchitecLuraLDeveLopmen（qfEheGreekSEoa．Oxford，1976、P．83  

3 H・A・Thompson，“ExcavadonontheAthenianAgora：BuildingontheWestSideoftheAgora：StoaofZeusEleutherios’’  

肋甲erねVbJ．6，1937，pP・21－55  

4 T．LeslieShear．Jr．，‘7heAthenianAgora：Excavationsof1970：ArchitecturalFragments”，HejPeriaVbl．40，1971，  

Pp・278－279，Fig・5  

5  Thompson（Hesperia6），OP・Cit．，PP．31－36  

6 Ibid．，p．34  

7 トンプソンは復元図（Ib札Fig．22）を描く際に、アーキトレイブの高さは、フリーズの高さから同時代の一  

般的な比例関係を用いて復元し、フリーズの高さは、メトープの幅より僅かに広いと考え復元したと記して  

いる（復元図に寸法は示されていない。Ibid．p．28）。また、柱頭についてはアバクスとユキヌスの断片と、ア  

ニェレットの断片を組み合わせて復元したと記しているが（Ibid．p．26，Rg．14）、断片部は僅かであり、これだ  

けからは到底アバクスの幅（0．864m，Ibid．，Fig．22）を復元することは不可能に思われる。従ってトンプソンは、  

アバクス幅や、何の根拠も記されていないアーキトレイブの幅も、「同時代の一般的な比例関係」を参照して  

復元したと推測できる。そこで、ゼウスのストアの直ぐ近くに建設されたヘファイスティオン（419一瑚B．C．  

建設）における各部寸法相互の比例関係を見てみると、円柱上部直径（d）とアバクス幅（AbW）との比は、  

AbW／d＝1．14m／0．790m＝1．443となり、円柱上部直径とアーキトレイブ幅（AW）との比は、AW／d＝1．00m／  

0．790m＝1．266となっている（H．Koch，ShLdienヱumTnesetLf－te〝甲lein＾Ehen，Bedin，1955．Taf．46，48．49）。同部分  

の比をゼウスのストアで計算すれば、AbW／d＝0．864m／0．599m＝1．442、AW／d＝0．75m／0．599m＝1．253となっ  

ている。従って、ゼウスのストアのアバクス幅は、ヘファイスティオンと全く同じ比で計算され、アーキト  

レイブ幅はヘファイスティオンの比に近いAW／d＝11／4で計算されたと推測できる。  

シェアは発見されたフリーズ石材が壁の上部に置かれた石材であると述べている。その根拠は、石材内側部  

分の仕上げが、壁材の内側部分の仕上げと同じであり、同様の仕上げがヘファイスティオンでも内壁上部で  

見られることを挙げている（Shear，OP．CiL，p．278）。しかし、壁（0．702m）より、その上に乗るフリpズが厚  

いとは考え難い。また、もし、現在発見されている壁材の厚さより厚い壁が在ったとしても（例えば、背壁  

厚さが約0．70mで、側壁がそれより厚い壁である場合など）、壁上のフリーズ石材が、正面列柱上のフリーズ  

石材より厚いとは考えられず、この場合は、壁上のフリーズと列柱上のフリーズには、同寸法の石材が使用  

されたと考えられる。従って、何れの場合も、ここで発見されたフリーズの石材寸法を、正面列柱上のフリー  

ズ寸法と見なしても、差し支えないように思える。  

建設年代及び建設場所が極めて近いヘファイスティオンは、壁面の内側の仕上げ方や、フリーズ石材（トリ  

グリフ部分）がトリグリフ面から内側の面まで一石で作られているなど、ゼウスのストアと類似している。こ  

のヘファイスティオンの、列柱上のアーキトレイブ幅とフリーズ幅は、同寸法の1．00mである（Koch，Op．CiL  

Taf．48，99）。また、コリントの南ストア（3C．B．C．）は、フリーズ幅の寸法を直接示す石材は残存していない  

ものの、「（フリーズ石材の幅は）残存するフリーズ部材よりアーキトレイブ幅と一致することを示している」  

と記されてる（0．Broneer，Corinth抽l．1，Part5th，TheSouihSioaandILfRo］nanSuccessors，1954，P．35）。その他、  

アテネのパルテノン神殿（447－432B．C）、オリンピアのゼウス神殿（468－460B．C．）、パエストウムのポセイ  
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ドン神殿（c．亜OB．C．）など、アーキトレイブ幅とフリーズ幅は、ほぼ同じ厚さとして、復元断面図に記され  

ている。  

10 トンプソンは、実測寸法ばかりでなく、計算して得られる復元寸法もミリメートル以下を四捨五入した値で  

記載している。そこで、本稿でもミリメートル以下を四捨五入して復元寸法を算出した。  

11 Thompson，Op・Cit，（Hesperia6），P．34  

本文中には0．05mと記されているが、その根拠については記述が無い。しかし、円柱のスタイロベイト端か  

らのセットバック量は小さく、建築によって、さして大きく違うものではない。ゼウスのストアと建設年代  

が近く、ゼウスのストアの直ぐ近くに建設されたヘファイスティオン（円柱下部直径は1．018m）における円  

柱のセットバック量は、0．帖mである（K∝h，Op．CitJa上側）。従って、このストアの場合の0．05mというのは、  

妥当な長さに思える。  

12 トイコベイト（Toichobak）とは、基壇最上部の石材であり、トイコベイトの上には壁が配置される。  

13 このストアには、ティルト（円柱の内傾）は施されていないので、フリーズ面からスタイロベイト捕までの  

水平距離は、円柱の中心からスタイロベイト捕までの距離（SA）から、フリーズの幅（AW）の1／2を引いた  

値となる。  

SA－AW／2  ＝0．443－0．789／2  ＝0．049m  

14 翼部幅と翼部深さには、W：DpW＝7：11という比例関係も成立している。これは、基準寸法をM（＝1／2l  

＝1．509m）とした場合、W＝7M（差＋0．004m）、DpW＝11M（差＋0．022m）として、翼部幅と翼部深さが  

決定された様にも見える。即ち、中央部柱間寸法の1／2、もしくは、中央部柱間寸法を基準として、翼部の幅  

や深さが決定されたことになる。この時、中央部柱間寸法は約3mと言うことになるが、この柱間寸法は、ヘ  

ファイスティオンの柱間寸法（約2．5m）より長くなる。即ち、この柱間上部には、3つのトリグリフ・メトー  

プのパターンを配する、3メトープ式の採用が前提となる寸法である。しかし、この様な形式のフリーズが希  

であったこの時代に、設計の初めの段階で3メトープ式が想定されたとは考えにくい。もし、単に翼部の幅  

や深さを決定する時にのみ、これが基準寸法として使用されたとしても、他の部材寸法を決定する基準寸法  

とは成り得ず、基準寸法（hi）の存在は証明できない。  

また、翼部正面の列柱長さ（WA＝9．673m）と、ストア中央部の列柱長さ（CA＝24．114m）は、2：5とい  

う比例関係になっている（WA＝（2／5）CA、、差－0，028m）。この時の基準寸法をMとすれば、  

WA  ＝2M  ＝51W－2AC  

CA  ＝5M  ＝12IW  

と言うことになる（IWは翼部柱間寸法、ACは隅柱間短縮量）。これをACについて解けば、AC＝IW／10とな  

る。即ち、WA：CA＝2：5と言う比は、柱間数で5：12、且つ、翼部と中央部の柱間寸法が同寸法となった  

場合、巽部において適当な隅柱間短縮量が確保できることを、予め予測していることになる。しかし、WA：  

CA＝2：5と言う比から、直ちに、これらのことを導き出すのは困難である。これは、翼部の隅柱間短縮量が   

IW／10に近いことから偶然、WA：CA＝2：5という比が成立したと考えるべきであろう。  

15 クールトンのRule3は、堀内氏が科研黄報告書で述べるRule3（堀内清治、「ドリス式周柱神殿平面設計法の  

研究」、地中海建築の設計技法の研究一全体と部分の対応－、熊本工業大学、1992年、pp．20－21、また、「堀内  

清治、「柱間寸法と基壇長さの分析方法－ドリス式神殿の設計法に関する研究（1）一」、日本建集学会計画系論  

文報告集第349号、1985年、pp．1払－107」では、Rule4）と見なすことも出来る。堀内氏のRule3は、柱間寸  

法の1／2を基準寸法（M）とした場合、隅の円柱の中心からスタイロベイト端までの距離を適当な長さ（SA）  
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に縮め（短縮量はM－SA）、さらに、隅柱間短縮量（AC）を差し引いたとする考え方である。この考え方を、  

ゼウスのストアの正面に当てはめ、式で表すと以下のようになる。  

W  ＝7M＋2（M－AC）＋2（M－（M－SA））  

＝11M－2（M－SA＋AC）  

＝（51／2）IW－2（1／2IW－SA＋AC）  

つまり、2（（1／2）IW－SA＋AC）が短縮量の稔計でり、2（（1／2）IW－SA＋AC）＝（51／2）IW－（51／4）IW＝（1！4）IW  

であることになる。しかし、背面も側面も壁であり、円柱は存在していない。従って、側面において、柱位  

置寸法を適当な長さに縮めるという概念も、隅の柱間を短縮するという概念も、適応し難い。勿論、正面で  

決定された短縮量の総計を、単純に側面にも適応させたとも考えられるが、この場合はクールトンのRule3  

と、考え方の相違点がなくなる。  

クールトンは、kが1／4や1／5等の場合、強い隅柱間短縮となると、述べている。1／5は、パルチノン神殿に採  

用された数値である（Coulton，OP．Cit．，BSA69，pP．83－84）。  

16  

17 森田慶一訳注、ウイトルーウイス建築書、東海大学出版会、1974、ⅠⅠⅠ．3．2  

18 Ibid，III．3．6、正柱式は式で表せばD＝Ⅰ／（31／4）となる。  

19 ヘファイスティオンは、スタイロベイト石材幅が1．165m、円柱中心からスタイロベイト端までの距離は0．57m  

となっている。即ち円柱の中心とスタイロベイト石材幅の中心は、0．O12．m（＝l．165m／2－0．57m）ずれている  

ことになる（K∝れop．ciし，Taf七141）。  

20 1994年から1996年にかけて、デルフィのアテナ・プロナイア神域に建つ建築の実測蘭査を行った。マツシリ  

ア人の宝庫（イオニア式、Ca恥500B．C．）のスタイロベイト上には、据え付けられる円柱の中心を示す点  

と、柱礎の輪郭を示す線が刻まれていた。また、トロス（ドリス式、380－370B．C，）のスタイロベイトには、  

円柱の中心を示す刻線が十文字に刻まれ、その中心にはエンポリオンを埋め込むための正方形の穴が彫り込  

まれていた。  

21 堀内氏も、その論文（堀内、OP．CiL）の中で、実際のスタイロベイト石材幅は問題とせず、円柱中心からス  

タイロベイト端までの距離（堀内氏の言う「エンドスペース」）のみについて、分析している。  

22 ストアの中央部深さ（DpC）と翼部柱間寸法（IW）の間には、計算上、以下の比例関係が成立している。  

DpC  ＝51／3IW  （差＋0．005）  

翼部暗がW＝51／4IWで、フリーズの設計を考慮した、即ち、両端2柱間における隅柱間短縮を考慮したス  

タイロベイト寸法を導き出す比例関係であるとすれば、中央部深さのDpC＝51／3IWは、隅柱間短縮を考慮  

しないスタイロベイト寸法を導き出す比例関係であると考えることができる。この時、翼部深さのDpW＝8   

1／4IWは、翼部幅と同じく両端2柱間における隅柱間短縮を考慮したスタイロベイト寸法を導き出す比例関  

係である。翼部突き出し長さ（Pr句）は、  

（差－0．025m）  Pr両  ＝DpW－DpC  ＝211／12IW  

となる。従って、翼部の突き出し部における隅柱間短縮量（AC）は、  

AC  ＝1／12IW   （差＋0．026m）  

ということになるが、この隅柱間短縮量は1柱間における短縮量に相当する。従って、中央部深さは、残り  

の1柱間分の隅柱間短縮量を吸収していることになり、Dp＝51／3IWという比例関係が、隅柱間短縮量を考  

慮しないスタイロベイト寸法を導き出す比例関係であるという仮定に矛盾することになる。  

23 Thompson（AthenianAgora14），OP・Cit・，p・84  
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24 ゼウスのストアの背後に、ヘファイストス神殿の建つ丘（KolonosAgoraios）がある。その丘の前の斜面に、  

南北に長い階段状のベンチが、神殿とほぼ同時期に、神殿正面と平行に造られた（Thompson，HesperiavoI・6，  

op．ciL，P．220）。ベンチの前には何もなく、その空地の南側には旧ブーレウテリオン（5C．B．C．初め、Ibid・，p・135）  

が建っており、空地の北側にゼウスのストアが建設された。旧ブーレウテリオンとゼウスのストアの間は約  

州mあり、紀元前4世紀半ばまでは、この状態が保たれていたと考えられる。以上のことから、旧ブーレウ  

テリオンとゼウスのストアの聞から、ベンチと丘の上に立つヘファイスティオンが見えるという、アゴラか  

らの景観が、意図的に創り出されたものであると想像できる。従って、ストアの敷地は、南部において、限  

界が設けられたに違いない。ただ、ベンチの北隅の一部が、ゼウスのストアの背面に隠れている（Ibは，P．220，  

Fig．126）ことから、ストア敷地の境界は、極めて厳密と言うわけでは無かったであろう。  

25 ストアの長さについて分析する場合、スタイロベイト上での寸法以外に、クレビス上での基壇長さも検討に  

値する。しかし、このストアの正面には、スタイロベイトの下に3段のクレビスがあるものの、南側側面に  

は2段のクレビス、背面にはクレビスは敷設されず、基礎の上に直ぐトイコベイトが置かれたと考えられて  

いる（Thompson，Hesperiavol．6，Op．Cit．，P．34）。また、このストアは南から北へ下る、かなり傾斜のある敷地  

に建設され、ストア南東部では、最上段のクレビス以外は、地中に隠れていた（Ibid．，P．22）。以上のことから、  

ストア正面長さがクレビス上で設計されたとは考え難くい。  

26IW＝69／11ft＝6rt131／11dactylであるので、IW＝67／8ft若しくはIW＝613／16ftとなる。IW＝67／8ftの場  

合、1ftの長さが0．29243mと、0．295mより小さな寸法となる。一方、IW＝613l’16ftの場合、Ⅰ＝11／2IW＝   

107／32ftとなり、中央柱間寸法がdacty1の1／2という端数が付く。従って、69／11ftのdactyl以下を丸めるだ  

けでは、適当な翼部柱間寸法を求めることができない。従って、613／16rtよりやや小さな寸法である、63／  

4托や62／3托が巽部柱間寸法として検討されたと考えられる。  

27 IW＝62／3ftの場合、3段のクレビスを含んだストア長さが154ftとなる。従って、1ft＝46．476m／154ft＝  

0．30179mとして1rtの長さを算出した。また、IW＝63／4ftの場合、3段のクレビスを含んだストア長さが   

15515／16托となる。従って、前者と同様に、1rt＝46．椚6m／（15515／16）丘＝0．29804mとして1rtの長さを算  

出した。  

28 ストア中央部分の柱間数を、当初の計画より1柱間分増やしたら、翼部幅とストア正面長さの比がスタイロ  

ベイト上では1：4とならなくなる。建築家は、せめて基壇上でその比を実現しよとしたが、何段目のクレビ  

ス上かは、明確には意図していなかったと思われる。計算の結果、11／6rtという寸法が1段のクレビス幅に  

相当する寸法であることを確認し、クレビス幅をこの寸法として決定した。それで、翼部正面幅とストア長  

さの1：4という比を、上から1段目のクレビス上という中途半端な箇所で実現させたと推測される。  

29 壁材の幅は、トイコベイトの幅（ToiW）の寸法から1／6ft減じて、求められたのかもしれない。  

WT  ＝ToiW＿1／6ft  ＝21／2ft－1／6rt  ＝21／3ft  （差－0．002m）  

ただ、トイコベイト幅の寸法は、0．74m～0．78mの間で、様々である。しかし、施工寸法は様々でも、何ら  

かの寸法値をその暗に与えない訳にはいかない。トイコベイト幅も、他のスタイロベイト上の各部寸法と同  

様に、翼部柱間寸法との比で算出されたと考えると、下記のようになる。  

ToiW  ：3／8IW ＝21／2ft（＝0．755m）  

30 森田、OP．CiりⅤ．3．¢5  
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2－2．翼付ストアの出現する前時代の箱型ストアの設計法  

－アテネのバシレイオスのストアの設計法－  

2－2－1．はじめに   

前節で分析したゼウスのストアは、翼付ストアとしては最初の事例であり、その平面上の各部寸法は  

翼部柱間寸法との比例関係により決定されていることが判明した。また、クールトンの提唱する後期本  

土型の神殿の設計法が、神殿風の翼部正面に採用されており、更に、設計の初期の段階では、ストア中  

央部奥行は翼部幅と同寸法として計画されていると考えられた。即ち、ストア奥行の寸法決定の過程も、  

基本的には神殿と変わらないということである。この設計法が翼付ストアという特異な平面形式に起因  

するものか、或いは、ストアそのものの設計法が、そもそも神殿と変わりのないものかに閲し検討する  

為に、ストアの中で最も単純な箱型の平面形式を持つストアの設計法と、比較検討することにする。   

ゼウスのストアはアテネのアゴラの北西部に建設されたストアであるが、その直ぐ隣にバシレイオス  

のストアと呼ばれている遺跡が存在している。バシレイオスのストアは箱型の単純なストアで、2列の  

柱廊からなる。正面には8本のドリス式円柱が並べられ、端には側壁の先端のアンタが置かれている。  

また、内部柱もドリス式で、建設当時は2本のみ立てられていた。   

バシレイオスのストアは、ゼウスのストアが建設されるおよそ1世紀前の紀元前6世紀半ば1）、アル  

カイック期に建設されたストアであるが、ゼウスのストアが建設された時も、まだ現役の建築としてそ  

の機能を果たしていた。このストアはアルコーンのオフィスとして使用されたストアであるがユ）、ゼウ  

スのストアはその機能の一部を引き継ぐ物という意味を含めて、バシレイオスのストアに隣接して建設  

されたと考えられている3）。   

本節では、建設時期は異なっているが、ゼウスのストアに隣接し、その機能にも関わり合いを持って  

一
二
二
 
二
■
 
 

Fig．2－2．ThepIqnof†hes†oqofBqsjleiosq†A†hens  
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存在していたバシレイオスのストアの設計法に閲し考察し、ゼウスのストアの設計法と比較検討する。  

尚、分析に用いた各部寸法は、基本的にはシェアの発掘報告書から得るか、それらの寸法を使用し、単  

純に四則算で求めた4）。尚各部寸法及び各部を表す記号は、表2－2－1の（A）（B）欄に記した。主要な平  

面上の各部を表す記号は、図2－2にも示している。  

2－2－2．各部寸法相互の比例関係   

バシレイオスのストアのストア長さとストアの奥行の間には、おおよそ、下記の比例関係が見られた。  

pp（スタイロベイト上ストア奥行）＝2／5L  （差0．096m）  

DpW亜（側壁外法の長さ）  ＝2ノ5LWdl  （差0．091m）  

しかし、ストア奥行方向の長さを、ストア長さの2／5として直接算出された結果は、実測値との誤差が  

大きい。もし、この比例関係が使用されたとすれば、計算結果を古代尺の完数に可成り大きく丸めたこ  

とが推測される5）。   

また、側壁外法でのストア長さと柱間寸法（Ⅰ）との間には、下記の比例関係も見られる。  

LW山1 ＝91／5Ⅰ  （差0．053m）  

トリグリフ幅（T）は柱間寸法（Ⅰ）の1／5という単純な比例関係が成立している。側壁外法におけるス  

トア長さの91／5Ⅰという比例関係は、柱間寸法の9倍にトリグリフ幅を加えることにより求められる。  

即ち、ストア正面の列柱上部において、同寸法のトリグリフとメトープを配置することが意図された比  

例関係である。その寸法に、壁面からスタイロベイトが若干突き出すと考え、若干の寸法を加えて、ス  

タイロベイト上でのストア長さが決定された可能性が考えられる。また、柱間寸法の91／5倍で計算し  

た値より実測値が5cmほど長くなっている。これは、側壁の傾きを考慮した結果かもしれない。   

このように、ストア長さが側壁外法寸法として求められたとしたら、奥行方向の長さも同様に、側壁  

の長さが柱間寸法との比例関係で求められ、それにアンタ正面からスタイロベイトが突き出す長さを加  

えて、スタイロベイト上でのストア奥行が求められたと考えられる。ところが、側壁長さは柱間との単  

純な比例関係を見出すことができない。   

一方、スタイロベイト上におけるストア長さ（L）とストア奥行（坤）は、共に柱間寸法（Ⅰ）との単  

純な比例関係が成立している。  

L  ＝91／4Ⅰ  （差0．005m）  

Dp   ＝33／4Ⅰ  （差0．002m）  

スタイロベイト上でのストア長さは、クールトンの言う後期ギリシア本土型の柱間寸法と全体の長さの  

比例関係となっている。この長さが91／4Ⅰ＝（整数＋1ノ4）×（柱間寸法）となっているのに対し、ス  

トアの奥行はスタイロベイト上では33／4Ⅰ＝（整数＋1／2＋1伺）×（柱間寸法）と、基本的には極めて類  

似した比例関係となっている。ただ、奥行においては柱間寸法の1／2倍が付け加えられているのが異なっ  

ている。柱間寸法の1／2倍とは、一対のトリグリフ・メトープの寸法である。バシレイオスのストアの  
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T（コble2－2－l．Proportionbe†weenelemen†s  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elemen短  

野mbol   
mea5ule．  

PlOpO山on   
defiIenCe  

（m）   

レngtho皿也eStylobate L   17．76  ＝91／4Ⅰ   －0．005   

DepthonlheSwlob瓜eofSba   Dp   7．20  ＝33／4Ⅰ  －0．002  

＝2ノ5L  0．096   

bngtborRearWall   LlVall   17．722  ＝C乱91／5Ⅰ   0．053   

LengthofSideWal1   DpⅥ▼dl   7．18  ＝2／5Lwall   0．091   

AxialIntercolumniationatCentralPaIt  1．9205   

Distance丘omsecondColumnAxis  
m  ＝11侶Ⅰ   0．（X旧  

to edpe of Stylobate 
DistancefromColumnAxis  

SA   0．348  ＝3／5D＝1／2D＋1／10D   0．（X旧   
toedgeorSけlobate  

SサlobateWi血h   S   0．679  ＝11／6D   0．002   

bⅥ，erDiaⅡlete10fColumm   D   0．58  ＝1／（31／3）Ⅰ＝3ノ10Ⅰ   0．004   

AnbWi血h   AnW   0．59  ＝Ca．3／10Ⅰ   0．014   

Wi血horCrepis   CIeW   0．34  ＝1／2S   0．001   

TbicknessorRearWall   Ⅵrear   0．535  ＝7侶AnW   0．019   

ThicknessofSideWal1   WTside   0．50  ＝7／＄AnW  －0．016  

＝7／＄D  ●0．007   

TIiglyphWidth   T   0．383  ＝1／5Ⅰ   －0．001   

FriezモHeigbt   F   0．627  ＝1／3Ⅰ   －0．013   

UpperDiameterofColumn   d   0．368  ＝3／gD   0．0（）6   

AbacⅦSWidth   AbW’   0．702  ＝11／5D   0．006   

側面にトリグリフ・メトープのパターンが巡らされていたかは定かでないが、もし、トリグリフ・メトー  

プのパターンが巡らされていたとしたら、柱間寸法の1／2倍を加えることにより、側面中央にはメトー  

プが配置されることになる。従って、ストアの奥行が、柱間寸法との比例関係で求められたとしたら、  

その寸法を求める比例関係式「（整数＋1／4）×（柱間寸法）」に、柱間寸法の1ノ2倍が加えられたのは、側  

壁中央にメトープを配置するのが目的であったと考えられる。   

比例関係だけを見れば、スタイロベイト上におけるストアの長さや奥行が、柱間寸法との比例関係に  

より決定された可能性が、最も高いと思われるが、詳細な分析は、古代尺に換算しながら検討すること  

にする。   

次に、スタイロベイト上の細部寸法に閲し考察する。円柱下部直径（D）及びアンタ幅（AnW）は、  

ほぼ同寸法と見なすことができ、共に、柱間寸法との比例関係が成立している。  

（差0．004m）   

（差0．014m）  

D  ＝3／10I   

AhW  ＝3／10Ⅰ  

壁の厚さは、側面と背面とで、異なった寸法となっている。ただ壁の厚さは、アンタ幅より若干小さな  

寸法となるので、アンタ幅との比例関係で求められた可能性が考えられる6）。  

WTSidc ＝7／8AnW  

ⅥTrear  ＝7侶AnW  

（差0．016m）   

（差0．018m）7）   
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これらの比例関係は若干誤差が大きいように思えるが、この他に、壁厚を決定するのに、有効で単純な  

比例関係を見出すことができない。壁厚に関しては古代の尺度に閲し考察する折り、改めて検討するこ  

とにする。   

スタイロベイト石材幅（S）は、円柱下部直径（D）との間に、比較的単純な比例関係が成立している。  

S  ＝11／6D  （差0．（氾2m）  

柱位置寸法（SA）とクレビス幅（CreW）は、ほぼ同寸法であり、スタイロベイト石材幅（S）の1／2、若  

しくは、円柱の3ノ5として算出できる。  

（差0．009m）   

（差0．001m）   

（差0．000m）   

（差0．（X侶m）   

SA  ＝1／2S   

CreW  ＝1／2S   

SA  ＝3／5D   

Ce扉W  ＝3／5D  

最後に立面上の寸法に関して考察する。先ず、トリグリフ幅（T）は、前記したように柱間寸法との  

間に単純で正確な比例関係がみられる。また、フリーズの高さも、若干誤差はあるものの、柱間寸法の  

1／3という単純な比例関係が成立している。  

T  ＝1／5Ⅰ  （差0．001m）写）  

F  ＝1／3Ⅰ  （差0．013m）  

円柱上部直径（d）及びアバクス幅は、円柱下部直径（D）との比例関係を見ることができる。  

（差0．006m）   

（差0．006m）  

d  ＝3／8D   

AbW  ＝11／5D  

以上が、バシレイオスのストアにおいて、設計上関連すると考えられる、各部寸法相互に見られる比例  

関係である。ただ、不明な寸法もあることから、上記の比例関係により決定されたと断言することはで  

きないが、判明している寸法相互の比例関係の中では、最も可能性の高いものであると、考えることが  

できる。  
●  

2－2－3．各部寸法の古代尺への換算   

さて、舌代尺の1f00tが0．295m～0．330mの範囲内にあると仮定すれば、ストア長さはスタイロベ  

イト上において53．82n～00．20ft、側壁外法において53．70ft～60．07ftの範囲内となる。従って、ス  

トア長さとして60魚という寸法が、設計の初期値として与えられた可能性が考えられる。また、柱間  

寸法は5．82rt～6．51nとなり、柱間寸法に6nという初期値が与えられ、設計が始められた可能性も  

考えられる。従って、本節では、設計の初期値としてストア長さとして60ftが与えられた場合と、柱  

間寸法に㍍tという設計の初期値が与えられた場合について考察する。   

先ず、設計の初期値として60rt（l爪＝0．29537m）9）というストア長さが与えられた場合について考  

察する。ストアの長さとストアの奥行が5：2という比例関係で算出された可能性があることを、前項に  
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おいて記した。ストア長さの初期値である60rtを2′′5倍して、ストア奥行を計算すれば24丘となる。と  

ころがストア奥行は、スタイロベイト上において243ノ8ft、側壁の長さで245／∫16rtとなり、1′′4rt以上  

異なる。また、24鉦は古代尺の完数であり、実際の寸法は舌代尺の端数の付いた寸法となっているので、  

計算結果を丸めて求められる寸法でもない。従って、ストアの長さとストアの奥行の比が5：2として構  

想されたとは考え難い。   

そこで、前項において検討した様に、このストアの平面上の主要な寸法が、柱間寸法との比例関係で  

設計されているとすれば、先ず、設計の初期値として与えられた60丘から、基準寸法となる柱間寸法  

（Ⅰ）が下記のようにして求められたと考えられる。  

Ⅰ  ＝60ft÷（91ノ4） ＝618／37rt  →61／2札  （差0．001m）  

柱間寸法が決定されれば、スタイロベイト上のストア長さ（L）、スタイロベイト上でのストア奥行（Dp）  

は、柱間寸法との比例関係から下記のように計算できる。この場合、アンタの隣にある円柱中心からス  

タイロベイト端までの距離（IA、端に円柱が立てられる場合と同じく、これも「第二柱位置寸法」と呼  

ぶ）も、柱間寸法との比例関係から求められる。  

（差0．（氾1m）  

（差0．（X氾m）   

（差0．001m）   

L  ＝91／4Ⅰ  ＝601ノ8ft   

Dp  ＝33ノ4Ⅰ  ＝243／8rt  

m  ＝11／8Ⅰ  ＝75ノ16f■t  

また、前項で述べたように、ストア長さに関しては、フリーズ・レベルでのストア長さ（L最¢Ze）か  

ら設計が始められたと考えることもできる。先ず、正面のフリーズ・レベルでのストア長さは、「柱間  

寸法×9＋トリグリフ幅」となる。トリグリフ幅（T）は柱間寸法の1／5であり、柱間寸法の9倍にその  

半分の長さをストアの左右に加えたことになる。  

＝13／20ft  →11／16ft   

＝597ノ8rt  

T／2  ＝1／10I   

Lfdeヱe  ＝T／2＋9Ⅰ＋Tノ2  

これに、1dactylづづ加え、側壁外法（L血k）のストア長さが求められた。1d拡tylが加えられた理由は、  

側壁の内部傾斜を考慮したものと考えられる。  

LSide  ＝L損亡zモ＋1ノ16ftX2  ＝60ft  

さらに、壁とスタイロベイト端までの距離を1dactylとして、スタイロベイト上におけるストア長さは、  

L  ＝LSidc＋1／16ft X2  ＝601／8ft  

となる。この設計過程の場合、初期値として与えられた寸法はストア長さの60rtではなく、柱間寸法  

の61／2rtということになる。   

また、ストア長さが側壁外法の長さとして決定され、それに適当な寸法が加えられ、スタイロベイト  

上のストア長さが決定されたならば、ストア奥行においても同様の設計手順が取られるはずである。即  

ち、フリーズ・レベルおけるストア奥行（Dp最¢Zりが、柱間寸法の31ノ2倍の長さに、トリグリフ幅が  

加えられて求められたとすれば、  

Dpfdezc ＝31／2I＋T  ＝T／2＋31i2I＋T／2  ＝241！8ft  
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となる。この前後に1dactyl加えて、側壁長さ（DpWall）が241／4ftとなる。更にこの前後にIdactyl加  

えてスタイロベイト上でのストア長さ（Dp）が、243／8rtと決定された。ただ、この場合、施工される  

時、背壁はトイコベイトからセットバックされず、側壁長さは241／4rtではなく、245メ′16ftとなった。   

上記の設計は、ストア全体に渡って、正確なトリグリフとメトープ寸法を実現すべく、フリーズレベ  

ルのストア長さ、ストア奥行から設計を始めたものと、考えることができる。ところが、奥行において  

は、背壁をトイコベイトからセットバックせずに配置することにより、フリーズ長さが1dacrtyl長くな  

り、設計の最初の目的が崩れてしまう。このストアは、側面にトリグリフ・メトープのパターンが巡ら  

されたか否かは不明であるが、フリーズレベルの寸法から設計を始め、施工上もそれを実現することが  

極めて容易であるはずなのに、敢えて、設計通り施工しなかったことに対し、合理的な理由を見出すこ  

とができない。   

以上のことから、バシレイオスのストアにおいてストアの長さや奥行は、厳密には、フリーズ・レベ  

ルから設計が始められたのでは無いと考えられる。即ち、設計手順としては、スタイロベイト上でのス  

トアの長さ（L＝91／4Ⅰ＝601／8rt）から1dactylの後退量を差し引き、側壁外法でのストア長さである  

60ftが求められたと考えられる。  

（差0．000m）  LW血l ＝L－1／16ftX2  ＝60ft   

スタイロベイト上でのストア奥行も、ストア長さと同様に、柱間寸法との比例関係から243／8ft（坤＝  

33／4Ⅰ＝243／8れ）が算出された後、正面においてのみスタイロベイトから壁（アンタ）が1血ctylだけ  

後退させられ、側壁の長さが245／16ftとなったと考えられる。  

DpWa11＝Dp－1／16ft  ＝245／16ft  （差0．001m）  

円柱下部直径（D）とアンタ幅（AnⅥr）は、円柱下部直径の3／10として求めることができる。  

D  ＝3／10Ⅰ  ＝119／20ft  →2魚  （差0．011m）  

AnW  ＝3／10I  ＝119／20ft  →2ft  （差0．001m）  

側壁の厚さは、アンタ幅（AnW）の7／8という比例関係で求められる寸法から1dactyl引いて、背壁の  

厚さは、アンタ幅（AnW）の7／8に1dactyl加えて、求められたように思える。側壁と背壁の厚さの差  

はさほど大きいものではなく、また、同種の部材である。側壁と背壁の厚さが何故異なっているかは不  

明であるが、壁厚の部材寸法が、アンタ幅との比例関係から求められた寸法に、1dactylを加えたり引  

いたりして若干の寸法の違いを具現化するということは、有り得るように思える。  

WTSide ＝7／8AnW＋1／16ft＝13／4ft＋1／16ft ＝113／16ft  （差0．000m）  

WTrCar ＝7／8AnW－1／16ft＝13i4ft－1！16ft ＝111i16ft  （差0．002m）  

スタイロベイト石材幅（S）、柱位置寸法（SA）、円柱上部直径（d）、アバクス幅（AbW）は、共に円柱  

下部直径（D）との比例関係により求められると考えられる。  

S  ＝11／6D  ＝21i3ft  －＋25i16ft  （差0．∝粗m）  

SA  ＝3／5D  ＝11i5ft  →13！16ft  （差0．003m）  

（差0．001m）   d  ＝5／8D  ＝11／4ft  
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TqbIe2－2－2・Ancien†foo†ofe（】CheIemen†（1foo†＝0．29537m）  

（A）   
（B）   （C）  

1fbot＝0．29537m   
（D）  

Symbol  Measu∫e．  AncientFoot （呵  de托rence （m）   PIOCeおOrCalculation   

L   17．76   601／＄   0．001  ＝91／4Ⅰ＝601／＄R   

Dp   7．20   之4 3侶   0．0（X）  ＝33／4Ⅰ＝243侶R   

L utall 17．722   60   0．000  ＝91／5Ⅰ＝594ノ5氏一◆60R   

Dpwall   7．18   24 5／16   －0．001  ＝Dp－1／16魚＝245／16氏   

1．9205   61／2   0．001  ＝60R／（91／4）＝618ノ37氏→61／2R   

IA   2．161   7 5／16   0．001  ＝11侶Ⅰ＝75／16氏   
SA   0．348   13／16   －0．0（B  ＝3／5D＝11／5R→13／16氏   

S   0，679   2 5ノ16   －0．004  ＝11ノ6D＝21／3允一◆25ノ16允   

D   0．58   2   －0．011  ＝3／10Ⅰ＝119／20良一◆2R   

AnW   0．59   2   －0．001  ニ3／10Ⅰ＝119／20良一◆2氏   

Cre「Ⅳ   0．34   11／8   0．008  ＝S／2＝15／3Z氏→11／8R   

WTI℃ar   0．535   113／16   0．000  ＝7／8AnW＋1／16R＝113／16氏   

WTside   0．50   111／16   0．002  ＝7侶AmW－1／16氏＝111／16氏   

T   －0．005  ＝1／5Ⅰ＝13／10R→15／16R   

F   0．383   15／16  
d   0．36＄   11／4   ＿0．001  ＝5侶D＝11／4R   

AblⅣ   0．702   2 3／S   0．000  ＝11／5D＝213／40R→23／宮代   

′ 巳〃′ ノ  ′ J′ ′  ′ ′  ′  0．αブタ  

AbW  ＝11／5D  ＝213／40ft  →23／8ft  （差0．（X氾m）  

エンタブラチュアの寸法の内、判明しているトリグリフ幅汀）とフリーズ高さ（F）は、共に、柱間寸  

法（Ⅰ）との単純な比例関係で算出されている。  

T  ＝1／5Ⅰ  ＝13／10ft  →15／16ft  （差0．005m）  

F  ＝1／3Ⅰ  ＝21／6ft  一→21／8ft  （差0．001m）   

以上が設計の初期値として60ftが与えられた場合の、各部寸法が決定される過程について考察した  

ものである。これらの計算結果は、表2－2－2に示した。   

また、設計の初期値として柱間寸法に6ftという長さが与えられた場合も、初期値として60ftが与え  

られれ、柱間寸法が61／2丘と決定されて以降の設計過程とほぼ同様の手順で、各部寸法を算出するこ  

とができる。この時の1botの長さは0．32004mとなる11）。この場合の古代尺換算の結果は、表2－2－3に  

示している。また、初期値として55ftが与えられれば、柱間寸法の6ftを算出することができる。  

Ⅰ  ＝55ft／（91／4） ＝535／37ft  →6rt  

lfbot＝0．29557mと1払ot＝0．320糾mという2種類の古代尺による換算結果を比較すれば、後者は  

オーダーの重要な要素の一つであるフリーズの高さ寸法において、実測値と比較的大きな誤差が生ずる。  

従って、本節では1footの長さは0．29557mである可能性が高いと考えた。  
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TQble2－2－3・Ancien†foo†ofe（】Chelemen†（lf00†＝0．32004m）  

（A）   
（B）   （C）  

1fbot＝0．32004m   
（D）  

（魚）   S）▼mbol  hleasure．  AncientFoot   de托rence （m）   mocess of Calculation 

L   17．76   551ノ2   －0．002  ＝91／4Ⅰ＝551／2魚   

Dp   7．20   221ノ2   －0．001  ＝33／4Ⅰ＝2ヱ1／2魚   

Lwall   17．722   0．000  ＝91．′5Ⅰ＝551ノ5魚→553ノ16魚→553／8魚   

Dpwall   7．1＄   －0．001  ＝Dp－1一／16托＝227ノ′16魚   

1．9205   6   0．000  ＝55魚ノ（91／4）＝535／37fl一⇒6魚   

IA   2．161   6 3／4   0．001  ＝11娼Ⅰ＝6封4魚   
SA   0．3∠は   11ノ16   0，008  ＝3／5D＝17／80ft→11／16魚   

S   0．679   21侶   －0．001  ＝11′J6D＝ヱ11／96魚一⇒21／8R   

D   0．58   113り6   0．000  ＝3／10Ⅰ＝14ノ5氏→113／16丘   

AnW   0．59   113ノ16   0．010  ＝3／10Ⅰ＝14／5R－◆113り6魚   

CreW   0．34   11ノ16   0．000  ＝S／2＝11／16魚   

Ⅵrea∫   0．535   
＝7侶AnW＋1／16魚＝158／99r＋1／16魚  

111／16   －0．005  
→15／8R＋1／16魚＝111／16魚   

n7T Side 0．50   19ノ16   0．000  ＝7侶AnW＝15S／99魚→19り6魚   

T   0．3記   13／16   0．003  ＝1／5Ⅰ＝11ノ5氏→13／16魚   

F   0．627   2   －0．013  ＝1／3Ⅰ＝2魚   

d   0．3（i8   11／8   0．008  ＝5溜D＝12／15魚→11溜魚   

AbW   0．702   2 3／16   0．002  ＝11ノ5D＝27／40R→23／16魚   

∫〟仇♪伸rg〝Ce∫（α如0血おγα血叫  0，0∫∫  

2－2－4．バシレイオスのストアの設計過程と設計法に関するまとめ  

及びゼウスのストアの設計法との比較   

バシレイオスのストアの各部寸法相互の比例関係を分析し、設計過程を復元することにより、以下の  

結論を待た。  

（1）バシレイオスのストアは、スタイロベイト上におけるストア長さを60rtとし、設計が始められた。  

（2）このストアは柱間寸法を基準寸法として、その単純な比例関係で平面上の主要な寸法及びトリグリ   

フ幅やフリーズ高さが決定された。尚、柱間寸法である基準寸法は61／2rt、この時1rootの長さは  

0．29537mとなる。  

（3）円柱上部直径やアバクス幅、それにスタイロベイト石材幅等は、円柱下部直径から、壁厚はアンタ   

幅から、若しくはアンタ幅と同寸法である円柱下部直径から求められているように思える。  

（4）ストアの正面長さと奥行寸法は、柱間寸法との単純な比例関係として算出される。ただ、その関係   

式は類似しているが全く同一ではない。バシレイオスのストアの場合、もし、ストア側面にトリグ   

リフとメトープが巡らされていたのなら、側面のフリーズの中央部にはメトープが配置されるよう   

設計されている。また、このストアの奥行を算出する比例関係は、前節で検討したゼウスのストア  

の設計法と、異なっていることが判明した。   

ストアの側壁外法長さが00軋柱間寸法が61．∫′2rt、円柱下部直径が2ft、円柱上部直径が11′・√4ft等  
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の寸法を見れば、それらが比例関係ではなく、直接その具体的な寸法値により決定されたという可能性  

を否定することができない。バシレイオスのストアでは、部材寸法を比例関係から求める設計法と、具  

体的な実寸法で決定する設計法が混在している様に思える。   

また、スタイトベイト上におけるストア長さが91ノ4Ⅰという様に、柱間寸法との単純な比例関係で決  

定する設計法は、クールトンが後期ギリシア本土型と呼んでいる設計法と同一のものであり、ペルシア  

戦争後のギリシア本土の神殿に用いられた設計法である。もし、ストアの側壁外法での長さが60ftと  

いう具体的な長さで決定されているなら、スタイロベイト上のストア長さが91／4Ⅰとなるのは、単なる  

偶然であろうか。残念なことに、スタイロベイト上におけるストア長さの実測値は示されていないので、  

明確にストア長さが91′′4Ⅰとして設計されたとは言い難いが、奥行方向の寸法決定の手順から、ストア  

長さもスタイロベイト上での寸法が、柱間寸法との比例関係により決定された可能性は高いように思え  

る。この設計法が、神殿においてはペルシア戦争後に採用されたのが真実であるならば、柱間寸法の単  

純な比例関係でスタイロベイト長さを決定する設計手順は、ストアの設計から始められたものかもしれ  

ない。   

尚、バシレイオスのストの主要な寸法が決定される設計過程を纏めると、下記のようになる。  

（1）基本構想（1rt＝0．29537m）  

ストア長さ  

柱間数  

（2）柱間寸法の決定  

柱間寸法  

（3）長さ方向の設計  

ストア長さ  

側壁外法ストア長さ  

（4）奥行方向の設計  

ストア深さ  

側壁長さ  

（5）エンタブラチュアの設計  

トリグリフ幅  

フリーズ高さ  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  

円柱上部直径  

アバクス幅  

＝60ft   

＝9柱間  

＝60rt／（柱間数＋1ノ4）  【2メトープ式】 →61／′2rt  

＝91′′4×柱間寸法  

＝ストア長さ一1侶魚  

＝601侶丘   

＝60rt  

＝33ノ4×柱間寸法  

＝ストア探さ－1／16ft  

＝243侶ft   

＝245／16丘  

＝1．／5×柱間寸法  

＝1／3×柱間寸法  

→15／16良   

一＋21／8rt  

＝3ノ・’10×柱間寸法  

＝5／8×円柱下部直径  

＝11／5×円柱下部直径  

→2rt   

→11／4魚   

→23ノ8rt   
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T．LeslitShearJr・，‘7heAthenianAgora；Excavationsof1973－1974；TheStoaBasileios’’，He3Peria侮l．44，1975，  

P．370  

T．LeslitShearJr．，‘7heAthenianAgora；Excavationsof1970；TheStoaBasileios’’，肋3PeriaVbl．40，1971，PP．254  

H．A．Thompson＆R．E．Wychedey，‘7heAgoraofAthens”，TheAthenianAgoravol．）4，AmericanSch∞lofClas－  

SicalStudiesatAthens，1972，P．102  

T・LeslitShearJr・（HesperiaVol．40），OP．Cit．，Pp．243－255  

T・Les）itShearJr・（HesperiaVol・44），OP．Cit．，PP．365－370  

殆どの各部寸法は、Hesperia40より得ている。ただ、アンタの幅及びフリーズの高さについては、Hesperia44  

より得た。また、円柱中心からクレビス幅、スタイロベイト端までの距離、及びスタイロベイト石材幅につ  

いては、筆者の実測による。  

クレビス幅（CreW）及びスタイロベイト石材幅（S）は、4箇所で実測し、その平均値を算出した。また、柱  

位置寸法（SA）は、スタイロベイト上に残存する北から2番目の円柱の両側においてフルート中心からスタ  

イロベイト捕までを実測し、その平均値として求めた。尚、実測はアテネのアゴラ博物館の許可を得て、1988  

年夏に実施した。  

CreW  ＝（0．340m＋0．342m＋0．338m＋0．339m）／4  ＝0．340m  

S  ＝（0．674m＋0．644m＋0．696m＋0．700m）／4  ＝0．679m  

SA  ＝（0．349m＋0．347m）／2  ＝0．348m  

報告書には壁の外面でのストア長さ（LWau）の実測値が記されているが、スタイロベイト上におけるストア  

の長さ（L）については記されていない。また同様に、ストアの探さについても側壁の長さ（Dp≠’劇）は記さ  

れているが、スタイロベイト上でのストア深さ（Dp）に関する記述はない。しかし、ストア南側アンタの下  

に置かれたスタイロベイトは、明らかにアンタ表面より若干突き出している。側壁の外面とスタイロベイト  

の喘が一致するとは考えにくく、スタイロベイト上の壁材は、スタイロベイトから若干後退して置かれたも  

のと考えられる。また、シェアの復元図にもその状況が描かれている。  

著者は、スタイトベイトからアンタまでの後退量の実測は行っていない。ただ、著者の撮影した写真から、こ  

の後退量は、円柱の後退量の1／2以下しかないように思われる。円柱のスタイロベイト端からの後退量は、計  

算上5．8cmとなる。そこで、本節では、この後退量を約2cm（約1dacty1）と仮定した。従って、スタイロ  

ベイト上におけるストア長さを、壁の外面でのストア長さ（LWall）に2cmX2加えた長さ（L＝17．722m＋  

0．02mX2＝17．76m）とした。また、背壁はトイコベイトの外面からセットバックしているようには見えな  

い。従って、スタイロベイト上におけるストア深さは側壁の長さ（DpWdl）に2cmを加えた長さ（Dp＝17．18  

m＋0．02m＝17．20m）とした。  

ストア長さとストア奥行を5：2という比例関係で構想し、ストア長さを柱間寸法との比例関係として求め、  

その長さの2／5として深さを求めたという設計過程も考えられる。尚、ストア長さと柱間寸法の比例関係につ  

いては、後に記している。  

Dp  ＝2／5×91／4Ⅰ   ＝37ノ10Ⅰ  →33／4Ⅰ  （差0．002m）  

DpWdl ＝2／5×91／5Ⅰ   ＝317／25Ⅰ  →32／3Ⅰ  （差0．138m）  

スタイロベイト上でのストア奥行は、計算結果を33ノ4Ⅰに丸めれば、誤差は非常に小さくなる。しかし、側、  

壁外法でのストア長さは、32／3Ⅰにしか丸めることができず、誤差は大きくなる。従って、5：2という比例  
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関係は、スタイロベイト上でのストア長さとストア奥行において構想され、ストア長さを表す柱間寸法との  

比例関係式から、ストア奥行寸法を柱間寸法との比例関係式として求めたと考えることもできる。しかし、ス  

トア長さとストア奥行の比例関係を5：2と構想した後、何故それを柱間寸法との比例関係に置き換えようと  

したのか、些か理解に苦しむ。この場合、ストア長さとストアの奥行が、単純に柱間寸法との比例関係で求  

められたと考える方が、理解し易い。  

アンタ幅は円柱下部直径とほぼ同寸法として決定されているので、下記のように円柱下部直径（D）との比例  

関係から求められたとも考えられる。この場合、側壁と背壁の厚さの差が、何故、異なる比例関係から算出  

されたのか説明し難い。  

WT8ide  ＝7侶D  

WTrear  ＝ll／12D  

（差0．007m）   

（差0．003m）  

この他、側面の壁厚（WT5ide）は、スタイロベイト石材幅の3／4倍という比例関係が見出せる。しかし、スタ  

イロベイト石材幅は、側壁の厚さと、設計上、何の関連性もなく、その比例関係を合理的に説明することは  

できない。  

WTSide  ＝3／4S  （差0．009m）  

7  背面の壁厚（WTrear）は、第二柱間寸法（IA）の1／4倍となっている。しかし、背面の壁厚と端の第二柱間寸  

法との間にも、設計上何の関連性も見出せない。  

（差0．005m）  WTr飽r  ＝1／4IA   

トリグリフの幅（T）は円柱下部直径（D）の2／3倍という比例関係も成立している。  

T  ＝2／3D  （差－0．004m）  

トリグリフ幅はメトープ幅との比例関係が重要な設計要因であると考えられる。柱間寸法の1／5倍と言うこと  

は、トリグリフ幅とメトープ幅の比が2：3ということになる。トリグリフ暗が円柱下部直径の2／3倍と成っ  

たのは、円柱下部直径が柱間寸法の3／10倍（Ⅰ＝10／3D）として決定された結果であると考えられる。  

T  ＝1ノ5Ⅰ  ＝1／5×10／3D  ＝2／3Ⅰ  

9  ストア長さが60rtとして設計が始められた場合、最終的に側壁外法でのストア長さが60托となる。従って、   

1托の長さは実測寸法の17．722mを60rtで除し、1rt＝0．29537mを算出した。  

101da叫1の後退量がどの様にして決定されたかは判然としない。ただ、フリーズレベルの設計を考慮した、側  

壁外法でのストア正面長さの寸法決定が、スタイロベイト上におけるストア正面長さと別途計算され、その  

差として後退量が求められた可能性は考えられる。  

ストア正面のフリーズの長さを91／51という比例関係から594／5rtと算出し、側壁外法での長さを餓rtとす  

れば、ほぼ均等なトリグリフ・メトープのパターンを創り出すことができることは、意識されていたに速い  

ない。あるいは、ストア正面のフリーズ長さが計算上は594／5rtとなることから、側壁外法でのストア長さ  

を、594／5丘に近似し、古代尺の完数でもあり、また、設計の初期値でもあるふD托と決定し、ふ）打となるよ  

う、後退量を決定したのかもしれない。  

11 柱間寸法が6rtとして設計が始められた場合、最終的に側壁外法でのストア長さが553侶托となる。従って、   

1rtの長さは実測寸法の17．722mを553侶rtで除し、1托＝0．32004mを算出した。  
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2－3．ゼウスのストアと同時代の箱型ストアの設計法  

－アルギブ・へライオンの南ストアの設計法－  

2－3－1．はじめに   

前節では、ゼウスのストアと比較検討するために、ゼウスのストアが建設された当時、その敷地に隣  

接して建っていたバシレイオスのストアについて考察した。ただ、バシレイオスのストアは、ゼウスの  

ストアが建設されるほぼ1世紀前に建建設されたものである。そこで、ゼウスのストアと同地域、同時  

代に建設された、箱型のストアの設計法との比較が必要と考える。ただ、アテネには、設計法の分析に  

必要な各部寸法が判明しているストアが存在していない。   

アルゴスのヘラ神域（アルギブ・ヘライオン）に、南ストアと呼ばれるストアがある。このストアは、  

紀元前460～450年ごろに建設されたと考えられている1）。ゼウスのストアは紀元前亜0～420年頃の建  

設であるから、南ストアの建設時期はゼウスのストアの建設の20年ほど前と言うことになる。またア  

ルゴスは、ペロポネソス半島北西部に位置し、アテネとは比較的近い位置にある都市である。また、5  

世紀にべロボネソス半島において建設されたストアの中で、最も良い保存状態のストアであると考えら  

れてもいる2）。従って本節では、アテネのゼウスのストアの設計法と比較検討する為に、地域的にも、建  

設年代も比較的近く、また、設計法の分析に必要な各部寸法が、比較的多く判明しているアルギブ・ヘ  

ライオンの南ストアの設計法に閲し分析し、考察する。   

アルギブ・へライオンの南ストアは、箱型の単純な平面で、2列の柱廊から構成されている。正面に  

はドリス式の列柱が配され、側面にもドリス式のフリーズが巡らされていた。また、内部列柱もドリス  

式であり、内部円柱の下部直径や上部直径は、正面円柱のそれらと同寸法であり、棟木を直接支えるた  

めに、正面円柱の約1．5倍の高さになっていた。内部円柱は、直接棟木を支える場合、正面の円柱より  

高くなるので、内部円柱直径が正面列柱の円柱より太くなるのを避けるために、ドリス式の円柱より細  

身のイオニア式円柱とする方式が一般的であり、紀元前5世紀半ばのアテネにおいては、既に始められ  
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ていた3）。従って、アテネのストアの設計法とは若干の違いがあることも予測しうるが、ゼウスのスト  

アが建設される直前の時代のストアの、設計法に関する貴重な資料であることには変わりがない。尚、  

分析に用いた各部寸法は、基本的にはティルトンの発掘報告書から得るか、それらの寸法を使用し、単  

純に四則算で求めた4）。また、ティルトンの発掘報告書が発行された後に新しく発見された石材の各部  

寸法、及び、それらに基づき復元された各部寸法については、これを採用した5）。各部寸法及び各部を  

表す記号は、表ユー3－1の（A）（B）欄に記した。また、主要な平面上の各部を表す記号は、図2－3にも示  

している。  

2－3－2．各部寸法相互の比例関係   

各部相互の比例関係を検討した結果、ストアの長さやエンタブラチュアの各部寸法は、柱間寸法との  

比例関係を基に算出された寸法である可能性が高いことが判明した。先ず、スタイロベイト上における  

ストア長さ（L）や、側壁外法でのストア長さ（LW山l）は、柱間寸法（Ⅰ）と下記のような比例関係が見  

られた。  

L  ＝201／4Ⅰ  （差0．010m）  

LW劇  ＝201／5Ⅰ  （差0．014m）  

従って、第二柱位置寸法（IA）、アンタ隣の円柱中心から側壁外面までの距離（Iaw）は、下記のような  

比例関係となる。  

IA  ＝11／8Ⅰ  

Iaw  ＝11ノ10Ⅰ  

（差0．003m）   

（差0．011m）  

側壁外法でのストア長さ（LW劇）のLWdl＝201／5Ⅰという比例関係は、正面において20柱間分の長さ  

の左右にトリグリフ幅の半分の寸法を、それぞれ加えるとい意味であり、正面フリーズの設計が意図さ  

れた比例関係である。これはまた、バシレイオスのストアで見られた比例関係でもある。また、スタイ  

ロベイト上におけるストア長さ（L）のL＝201／4Ⅰという比例関係は、スタイロベイト上での神殿の幅  

や長さと柱間寸法との比例関係に見られる、クールトンの言う後期ギリシア本土型と同一であり、また、  

1／4Ⅰという端数は、ゼウスのストアの翼部幅と柱間寸法との比例関係の中で見られる比例関係の端数と  

同じである。   

前節において、この「スタイロベイト上におけるストア長さ＝（柱間数＋1／4）×（柱間寸法）」とい  

う比例関係が、バシレイオスのストアにおいても採用されていた可能性があることを述べた。ストアの  

正面においてフリーズの長さは、（柱間数×柱間寸法＋トリグリフ幅）となり、トリグリフ幅は柱間寸  

法の1／5倍が一般的である6）。従って、フリーズレベルにおけるストア長さは下記のように表記できる。  

尚、式中のNは柱間数である。  

L鮎¢Ze ＝（N＋1／5）Ⅰ  

この関係が明確に認識され、フリーズの長さの設計をその通りに実現しようとすれば、スタイロベイト  
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Tc）ble2－3－1．ProporTionsbe†weene［emen†s  

（A）   （B）   （q   （D）  

elements  
町mbol   

meaSuIe．  de托托nCe  
hopo血on  

（m）  （m）   

bngthomtbeSサlobateorStoa   L   46．1＄  ＝201／4Ⅰ   －0．010   

DepthofStoa丘omedgeofstylobate  
Dp   12．82  ＝55ノSI   －0．011   

tooubideorreaIWall  
LengtborStoa  

LlVall   46．09  ＝201／5Ⅰ   0．014   
btweenouteIねceorsidewall  

DepthorStoaonthcsi血walI   Dpwall   12．70  ＝54／7Ⅰ   －0．00＄   

AxialInterc0lumniation   2．281   

Distance打omsecondColumnAxis  
IA   ＝11侶Ⅰ   －0．0（B  

loedgeorStylobate  

Distance丘om爪rstColumnAxis  
Iaw   2．52  ＝11／10Ⅰ   

toouteTねceorsidモWall  
0．011   

Distance丘omCoIumJIAxis  
SA   0二546  ＝5／8D＝1／2D＋1侶D   －0．0桐   

toedgeofSけlobate  

StylobateWi血h   S   1．035  ＝11／6D   0．（X椙   

Lower Diameter Column D   0．S客  ＝5／13Ⅰ   0．（）03   

Amtawidth   AnW   0．g7  ＝5り3Ⅰ   －0．007   

ThicknessofSideWal1   WTside   0．＄2  ＝15／16AnW   0．（X）4   

Wi血horTdglyph  T  0．475  0．019  

＝5／24Ⅰ  0．000  

Wi血ho一九tetope  M如  0，669   －0．015  

＝7ノ24Ⅰ  0．004   

Height of Frieze A   0．706  ＝14／15F   －0．008   

Height ofFrieze F   0．765  ＝1／3Ⅰ   0．005   

HeigbtofComice   CorH   0．295  ＝2／15Ⅰ（＝2／5F）   －0．0（）9   

HeigbtorEntablatⅧ陀   EntH   1．766  ＝7／9l   ＿0．00g   

HeigbtorSサlobate（0．31～0．33m）   StyH   0．32  ＝1／7Ⅰ   －0．006   

Colu皿Height   H   4．141  ＝43／4D   ＿0．039   

Heig加orColuⅡmSha允（H－CapH）   Sh正H   3．腫  ＝＄／9H   0．002   

CapitalHcight   CapH   0．458  ＝1／9H   ＿0．002   

Abac鮎Heig加（0．168m－0．17m）   AbH   0．18  ＝2／5CapH   －0．0（B   

UppeIDiamete10rColm   d   0．663  ＝3／4D   0．003   

AbacusWidth   AbW   1．03  ＝11ノ6D   0．003   

ThicbessofAIC鮎はave   AlⅣ   0．＄52  ＝5／6AbW   －0．∝帖   

上の長さは、（N＋1／5）Ⅰと言う長さに、フリーズがスタイロベイトから後退する量を加えた寸法となる。  

この後退量が1／40Ⅰ、1／20Ⅰ、1／15Ⅰの場合、それぞれのスタイロベイト上でのストア長さ（L）は、下  

記のようになる。  

L  ＝（N＋1／5）Ⅰ＋2×1／40Ⅰ ＝（N＋1／4）I  

L  ＝（N＋1ノ5）Ⅰ＋2×1ノ20Ⅰ ＝（N＋3／10）I  

L  ＝（N＋1／5）Ⅰ＋2×1／15Ⅰ ＝（N＋1／3）Ⅰ  

ストアのように建物正面の両端に、円柱ではなく壁が置かれる場合、フリーズがスタイロベイトから後  

退する量は、大凡、壁が後退する量として、スタイロベイト上に具体的に現れる。従って、建物両端に  

壁が置かれるのが一般であるストアでは、建築の幅や長さを柱間寸法との比例関係から算出するという  
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設計法が確立するのは、極めて自然な帰結であると考えられる。   

一方、周柱式神殿のように、建物の両端に円柱が立てられる場合は、スタイロベイト端から円柱中心  

までの距離、所謂、柱位置寸法から、アーキトレイブ幅の1ノ2を引いた値が、上記の後退量となる。即  

ち、この様な建築では、円柱の下部直径や円柱のスタイロベイト端からの後退量、それにアーキトレイ  

ブの幅を介して、フリーズがスタイロベイトから後退する量が決定することにななる。この様な建築で  

は、スタイロベイト上での建築の長さや幅を、柱間寸法との比例関係だけで求めるという設計法が発想  

され形式化されるには、長い時間と多くの経験が必要とされるであろう。従って、神殿でこの設計法が  

発明されたと考えるより、この設計法が既に、ストアなどのように両端に壁が立てられる建築の設計法  

として存在しており、それを応用し、神殿の設計に適用できるよう、比例関係を工夫したと考える方が、  

納待できる。   

また、ゼウスのストアでは、翼部正面には円柱が並べられ、その両端には円柱が置かれ、両端の円柱  

の直ぐ後ろには、側壁が立てられている。側面上部に、エンタブラチュア各要素が配せられる場合、通  

常、側壁外面とアーキトレイブやフリーズの外面とは同じ面に揃えられる。更に、隅の円柱上部から壁  

の先端のアンタには、エンタブラチェアが渡され、エンタブラチュアの各要素はそのまま、壁のエンタ  

ブラチュア各要素に、外面が揃えられた状態で繋げられるのが一般的な方法であると考えられる。従っ  

て、アーキトレイブやフリーズが、スタイロベイト端から後退する量は、正面の円柱上部でも、両端の  

円柱の後方に立てられた側壁上部でも、同寸法となる。即ち、ストアにおいて、両端に円柱が立てられ  

る場合と、壁が置かれる場合とで、スタイロベイト上での正面長さ（幅）を決定する設計法を変更せね  

ばならぬ問題は発生しない。従って、側面に壁だけが立てられるバシレイオスのストアやアルギブ  

へライオンの南ストアのスタイロベイト上におけるストア長さと、両端に円柱が立てられるゼウスのス  

トアのスタイロベイト上での葉部幅が、同じ手法で設計されるのは、極めて当然であると考えられる。   

スタイロベイト上でのストアの奥行（Dp）、或いは、側壁の長さ（DpW濾）は、柱間寸法（Ⅰ）と下記  

のような比例関係が見られる。  

Dp   ＝55ノ8Ⅰ  （差0．010m）  

DpW劇 ＝54／7Ⅰ  （差0．008m）  

しかし、ストアの奥行方向の寸法が、柱間寸法との比例関係で求められたと断言するには、その比例関  

係が複雑すぎる様に思える。ただ、奥行は51／2Ⅰより大きくなっており、ストア正面と同寸法のトリグ  

リフとメトープが配された場合、側壁中央部にはメトープが置かれることになる7）。即ち、バシレイオ  

スのストア同様、側壁中央にメトープが置かれるよう、ストアの奥行は設計されたと考えられる。   

さて、柱間寸法との比例関係で設計されたと考えられる部分は、上記で示したストアの正面長さや奥  

行方向の寸法以外には、エンタブラチュアの各部寸法が考えられる。トリグリフの幅（T）とメトープ  

の幅（Met）は、誤差は幾分大きいものの、柱間寸法（Ⅰ）と下記のような比例関係があるように思える。  

（差0．019m）   

（差0．015m）   

T  ＝1／5I   

Met  ＝3ノ10Ⅰ  
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誤差は共に1da叫rl程度である。従って、この比例関係で設計されたとすれば、古代尺に換算する時、  

da叫rl以下の寸法が丸められ古代尺での寸法が決定されたと考えられる。また、トリグリフ幅とメトー  

プ幅が、比例関係通りの寸法として正確に具現化しているとすれば、それぞれの寸法は柱間寸法と下記  

のような比例関係があったと考えられる。  

（差0．000m）   

（差0．α粗m）  

T  ＝5／24I   

h4et  ＝7′‘24Ⅰ  

前者は、トリグリフ幅とメトープ幅の比が2：3となり、後者は5：7＝21ノ2：31′／2という比例関係とな   

る。  

次に、エンタブラチュア立面の各部寸法について検討する。先ず、フリーズ高さ（F）は柱間寸法（Ⅰ）  

の1／3となっており、エンタブラチュアの高さ（htH）は柱間寸法（Ⅰ）の7／9となっているのが分かっ   

た。  

（差0．005m）  F  ＝1／3Ⅰ  

BltH  ＝7／9I ＝1／3Ⅰ＋1／3Ⅰ＋1／9Ⅰ  （差0．008m）  

また、アーキトレイブの高さ（A）とコーニスの高さ（CorH）は、フリーズの高さ（F）との間に比例  

関係が見受けられる。  

（差0．008m）   

（差0．009m）  

A  ＝14ノ15fT   

CorH  ＝2／5F  

以上の比例関係と、フリーズ高さよりアーキトレイブ高さが小さい寸法となるのが通常であることを鑑  

みて、次のような設計過程が考えられる。アーキトレイブ、フリーズ、コーニスそれぞれの高さは、柱  

間寸法（Ⅰ）との比例関係と、アーキトレイブ高さやコーニス高さを調整する寸法（α）を念頭に置き、  

エンタブラチュア各部寸法は下記のように構想されたと思われる。  

A（アーキトレイブ高さ） ＝1／3トα  ＝F－α  

F（フリーズ高さ）  ＝1ノ3Ⅰ  （差0．005m）8）  

CorH（コーニス高さ）   ＝1ノ9Ⅰ＋α  ＝1／3F＋α  

ここで、フリーズ高さとコーニス高さの比が5：2と考えられ、αが1／15Fと決定された。  

（差0．009m）  CorH  ＝2／5F  ＝1ノ3F＋d  

α  ＝2／5F－1／3F  ＝1／15F   

従って、アーキトレイブ高さ（A）も、最終的にはフリーズ高さ（F）との比例関係が成立した。  

A  ＝F－1ノ15F  ＝14／15F  （差0．008m）  

また、エンタブラチェアの高さは柱間寸法の7／9倍となっているが、7／9という分数は必ずしも単純であ  

るとは青い難く、この比例関係でエンタブラチュアの高さ寸法が決定されたとは考えにくい。各要素が  

上記のようにそれぞれ別に検討され、各要素の高さの合計としてエンタブラチュアの高さ寸法が、柱間  

寸法の7／9倍となったように思える。   

円柱の下部直径（D）とアンタ幅（AnW）は、0．01mの差しか無く、同じ手順で設計されたように思  
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える。ただ、共に、単純な比例関係となる部分寸法を見出すことができない。敢えて言えば、柱間寸法  

（Ⅰ）との間に、下記の様な比例関係が見られた9）。  

D  ＝5／13Ⅰ＝1ノ（23／5）Ⅰ  （差0．003m）  

A皿W  ＝5ノ13Ⅰ＝1ノ（23′／5）Ⅰ  （差0．007m）  

しかし、この様な複雑な比例関係で、円柱下部直径が柱間寸法から求められたか、些か疑問ではある10）。   

次に、円柱下部直径との比例関係により決定されたと考えられる、複数の部分寸法が存在しているこ  

とが分かった。先ず、柱位置寸法（SA）や、スタイロベイト石材幅（S）は、円柱下部直径（D）と下  

記のような比例関係が見られた。  

SA  ＝5／8D  ＝1！2D＋1／8D  

S  ＝11／6D  

（差0．003m）   

（差0．003m）  

即ち、1侶Dが円柱のスタイロベイト端からの後退量であり、1／6Dが円柱がスタイロベイト上に乗せら  

れた時の、スタイロベイト上に残る余地部の合計となる。また、円柱の高さ（H）、円柱上部直径（d）、  

アバクス幅（AbW）という円柱各部寸法も、円柱下部直径との比例関係で決定されているように思える。  

H  ＝43／4D  （差0．039m）  

d  ＝3ノ4D  （差0．003m）  

AbW  ＝11／6D  （差0．006m）   

細部の寸法に関しては、全体の寸法を分割しその一部として求められたり、隣接する別の部分寸法と  

の比例関係から求められているように思われる。  

CapH（柱頭の高さ）  ＝1iI9H  

AbH（アバクスの高さ） ＝2／5CapH  

AW（アーキトレイブ幅） ＝5／6AbW  

（差0．002m）   

（差0．003m）   

（差0．006m）  

尚、壁厚（ⅥT）は、アンタ幅の15／16倍、即ち、アンタ幅からアンタ幅の1ノ16を減じて算出されたと  

考えられる。  

ⅥT  ＝15／16AnW  （差0，004m）   

以上、各部相互寸法の比例関係に関する分析から、概ね、スタイロベイト上の長さやエンタブラチュ  

アの各部寸法は柱間寸法との比例関係で、円柱の主要寸法は円柱下部直径との比例関係で求められてい  

ることが判明した。  

2－3－3．各部寸法の古代尺への換算   

アルギブ・ヘライオンの南ストアで使用された古代尺の1footの長さが、0．295m～0．330mの間にあ  

ると仮定すれば、スタイロベイト上におけるストアの長さは139．94rt～156．封丘の間に、また、柱間寸  

法は6．92rt～7．73ftの間にあることになる。ストアの全長が設計の初期値として与えられた寸法である  

としたら、上記の範囲内で最も単純な古代尺として表記できる150ftが、その寸法として最も相応しい  
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ように思える。この場合、柱間数が20であるので、150ftノ20＝71／2ftが柱間寸法となると考えられ  

る。また、柱間寸法が7爪から設計が始められた可能性も伺われる。柱間寸法が7爪、柱間数が20であ  

るので、ストアの長さは20×7ft＝140丘とし、凡そ140rtのストアとしてが構想された可能性もある。  

従ってここでは、ストアの長さが150ft、柱間寸法が71／2爪として設計された場合と、ストア長さが140  

れ 柱間寸法が7ftとして設計された場合について検討する。尚、柱間寸法が71／2ftの場合、1hotの  

長さは0．30411mとなり、柱間寸法が7ftの場合、1botの長さは0．32572mとなる11）。   

ここでは先ず、柱間寸法（Ⅰ）が7ft、ストアの長さが140ftの場合について考察する。柱間寸法との  

比例関係で求められる各部寸法、即ち、スタイロベイト上でのストア長さ（L）、ストアの側壁外法長さ  

（LW劇）、第二柱位置寸接（IA）、アンタ隣の円柱中心から側壁外面までの距離（Iwa）は、下記のように  

計算できる。  

（差0．001m）   

（差0．009m）  

Ⅰ  ＝7rt   

L  ＝201／4Ⅰ  ＝1413／4rt  

LWdl ＝201ノ5Ⅰ  ＝1412／5rt  ⊂＞1411／2n  （差0．（泊1m）1ヱ）  

IA  ＝11／8Ⅰ  ＝77／′8rt  （差0．002m）  

Iwa  ＝11ノ10Ⅰ  ＝77／10n  一→73／4ft  （差0．∝粗m）   

スタイロベイト上におけるストア奥行（Dp）や側壁長さ（DpWall）が、柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で  

求められたとすれば、下記のようになる。  

Dp   ＝55侶Ⅰ  ＝393／8ft  （差0．005m）  

DpWan ＝54／7I  ＝39ft  （差0．003m）  

上記の計算結果からは、ストアの奥行方向の寸法が柱間寸法との比例関係から求められたとも、或いは、  

直接古代尺の寸法として決定されたとも判断しがたい。背壁はストア背後の丘を支える擁壁に組み込ま  

れているが、もしかしたら、設計上はトイコベイト上に背壁が乗り、その背壁はトイコベイト端から後  

退して積み上げられるものと想定されていたのかもしれない。そして、設計寸法としては、背面のトイ  

コベイト端から正面のスタイトベイト端までの長さが、ストアの奥行寸法として設計されたのかもしれ  

ない。ただ、ストア奥行の復元には、不確定な要素があるので、これ以上の言及は避けることにする13）。   

次に、円柱下部直径（D）とアンタ幅（A血W）が、柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で求められたとすれば、  

下記のようになる。  

D  ＝5／13Ⅰ  ＝29／13ft  →211／16ft  （差0．（氾5m）  

AnW  ＝5／13Ⅰ  ＝29／13ft  →22／3ft  （差0．001m）  

円柱下部直径やアンタ幅もまた、柱間寸法との単純な比例関係では算出できない。アンタ幅には、別の  

何らかの方法で22／3nという寸法が割り出されたと思われる。その場合、円柱下部直径は、アンタ幅  

と同じく22／3ftという寸法として割り出された後、血ctylで表記可能な寸法に丸められたのかもしれな  

い。  

トリグリフ幅（T）とメトープ幅（Met）は、基本的には2：3という比例関係を目指し、柱間寸法（Ⅰ）  
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との比例関係から、下記のようにして求められたと考えられる。  

T  ＝1／5Ⅰ  ＝12／5rt  →17ノ′16ft  （差0．007m）  

h/iet ＝3／10Ⅰ  ＝21／10ft  →11／16ft  （差0．003m）  

フリーズ高さ（F）は柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で、アーキトレイブ高さ（A）とコーニス高さ（CorH）  

は最終的にはフリーズ高さ（F）との比例関係で決定されたと考えられるから、下記のようにして各部  

の寸法が計算できる。  

（差0．005m）  ＝21／3n  F  ＝1／3Ⅰ  

A  ＝14／15fT  ＝28ノ45ft  →21ノ6ft  （差0．000m）  

CorH  ＝2／5F  ＝14／15ft  →15／16ft  （差0．O10m）   

壁厚（WT）はアンタ幅（AnW）との比例関係から、スタイロベイト石材幅（S）や柱位置寸法（SA）  

は円柱下部直径（D）との比例関係で算出される。  

WT  ＝15／16AnW  ＝21／2ft  （差0．Oum）  

S  ＝11／6D  ＝313ノ96丘  →33／16n  （差0．003m）  

SA  ＝5／8D  ＝187／128ft  一→111／16ft  （差0．湘m）  

円柱の高さ（H）、円柱上部直径（d）、アバクスの幅（AbW）も円柱下部直径（D）との比例関係で求め  

ることができる。  

H  ＝43ノ4D  ＝1249／ふIn  →123／4ft  （差0．012m）  

d  ＝3i4D  ＝21／64ft  →21／16ft  （差0．009m）  

AbW  ＝11／6D  ＝313／96ft  一→33／16ft  （差0．008m）   

細部寸法は、その部分に関連ある部材寸法との比例関係から求められる。即ち、柱頭の高さ（CapH）  

は円柱の高さ（H）の1／9倍、柱身の高さ（Sbam）は、円柱の高さから柱頭の高さを引いた寸法として、  

或いは、円柱の高さ（H）の8／9倍として求められる。アバクス高さ（AbH）は柱頭の高さ（CapH）の  

2／5倍、また、アーキトレイブの幅（AW）は、アバクス幅（AbW）の5／6倍という比例関係により求め  

られる。  

CapH ＝1／9H  ＝15／12ft  →17／16ft  （差0．010m）  

Sba托i ＝8ノ9H  ＝111／3ft  →115／16ft  （差0．002m）  

AbH  ＝2／5CapH  ＝23／40ft  →9！16ft  （差0．003m）  

AW   ＝5］6AbW  ＝221／32ft  →25／8ft  （差0．003m）   

以上の様に、ストア長さが140ft、柱間寸法が7rtとして始められた設計過程において、各部の最終  

的な寸法を算出し、その結果を表2－3－2に纏めた。   

ストア長さが150ft、柱間寸法（Ⅰ）が71／2ftを初期値とする場合の各部寸法も、ほぼ、上記の場合  

と同様の設計過程により算出することができる（表2－3－3参照）。異なる箇所は、円柱下部直径（D）と  

アンタ幅（AnW）が、同寸法の27／8ftとして算出されることと、トリグリフ幅（T）とメトープ幅（Met）  

の比が、2：3ではなく、21／2：31／2＝5：7という比で算出されていることである14）。  
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TQb［e2－3－2．Ancien†f00†ofeqcheIemen†（lf00†＝0．32572m）  

（A）   
（B）   （C）  

（D）  

1fbot＝0．32572m   

（R）   Symbol  hIeasure．  AncientFoot   de托rence （m）   ProcessorCalc111ation   

L   46．18   1413／4   0．009  ＝201／4Ⅰ＝1413ノ4魚   

Dp   12．82   39 3侶   －0．005  ＝55侶Ⅰ＝393溜魚   

LⅥ7all   46．09   1411ノ2   0．001  ＝201／5Ⅰ＝1412ノ5魚→1417／16魚→1411／2ft   

Dp w;all 12．70   39   －0．003  ＝54／7Ⅰ＝39ft   

2．2gl   7   0．001  ＝140fl／20＝7魚   

m   2．563   7 7／8   －0．002  ＝11／8Ⅰ＝77／8魚   

Iaw   2．52   7 3／4   －0．0銅  ＝11／10Ⅰ＝77／10氏→73／4魚   

SA   0．タ掩   111／16   －0．佃  ＝5／＄D＝187ノ128R→111／16R   

S   1．035   3 3／16   －0．（）03  ＝11／6D＝313／96魚→33／16魚   

D   0．8§   211／16   0．005  ＝5／13Ⅰ＝29／13魚一◆211／16氏   

AnW   0．87   2 2．／3   0．001  ＝5／13Ⅰ＝29／13魚→22．／3氏   

WTside   0．82   21／2   0．006  ＝15／16AnW＝21ノ2氏   

T   0．475   17／16   0．007  ＝1／5Ⅰ＝12／5魚→17．716魚   

hfel   0，669   21／16   －0．003  ＝3／10Ⅰ三21ノ10魚→21／16R   

A   0．706   21伯   0．000  ＝F－1ノ15F＝14／15F＝28／45魚 →21／6魚   

F   0．765   21ノ3   0．005  ＝1ノ3Ⅰ＝21／3允   

Co止i   0．295   15ノ16   －0．010  ＝1／3F＋1／15F＝2／5F＝14／15托 一◆15ノ16爪   

En仕‡   1．766   5 7ノ16   －0．005  ＝7／9Ⅰ＝54／9氏→57／16魚   

SサH   0．32   －0．006  ＝1／7Ⅰ＝1魚   

H   4．141   12 3／4   －0．012  ＝43／4D＝1249／6∠lR→123／4R   

Sba托1   3．683   115／16   －0．002  ＝8／9H＝111／3魚一◆115／16魚   

CapH   0．458   17／16   －0．010  ＝1／9H＝15／12丘→17／16允   

AbH   0．18   9／16   －0．003  ＝2／5CapH＝乃／40魚→9／16魚   

d   0．663   21／1（；   －0．009  ＝3／4D＝21／64魚→21／16氏   

AblⅣ   1．03   3 3／16   －0．008  ＝11／6D＝313／96R→33／16R   

AW   0．g52   2 5／S   －0．003  ＝5／6AbW＝221／32魚→25／8允   

′ ′  ′ ′  ′  ′′ ′ コ ′ l  ′  0．J27  

D  ＝5ノ13Ⅰ  ＝223／26ft  一→27侶爪  （差0．005m）  

AnW  ＝5ノ13Ⅰ  ＝223／26爪  →27侶n  （差0．005m）  

T  ＝Ⅰ×5／2×（5＋7）＝5／24Ⅰ  ＝1ウノ16ft  （差0．000m）  

nilet ＝Ⅰ×7／2×（丸7）＝7／24Ⅰ  ＝23／16爪  （差0．004m）   

柱間寸法を7れ 即ち1fbotの長さを0．32572mとして各部寸法を古代尺に換算した結果と、柱間寸  

法を71／2rt、1f00tの長さが0．3似22mとして各部寸法を古代尺に換算した結果を比較した場合、これ  

ら2種の古代尺で換算した結果と実測値との間に見られる差には、それほど大きな違いは見られない。  

ただ、後者はトリグリフ幅とメトープ幅の比例関係が、南ストアが建設された当時一般的であったと考  

えられる2：3という単純な比ではなく、5：7という比として設計されたことにるが、この比の理由は  

説明し難い。従って、1fbotの長さが0．32572mで、柱間寸法が7rtとして設計された可能性の方が、よ  

り高いと考えられる。  

－ 5∠l －   
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T（コbIe2－3－3．Ancien†f00†ofe（コChelemen†（lf00†＝0．30411m）  

（A）   
（B）   （C）  

（D）  

1bot＝0．30422m   

Symbol   hieasure．  AncientFoot   de良一ence  
（托）  

Process of Calculation 
（m）  

L   46．18   1517溜   －0．023  ＝201～／4Ⅰ＝1517侶允   

Dp   12．82   42 3／16   －0．014  ＝55／8Ⅰ＝423／16R   

Lwa11   46．09   1511／2   0．001  ＝201／5Ⅰ＝1511／2氏   

Dpwall   12．70   413ノ74   ＿0．001  ＝54／7Ⅰ＝4111／14ft→413／4氏   

2．ユ81   71／2   ＿0．001  ＝150魚／20＝71／2R   

m   2．5（i3   g 7／16   ＿0．0掴  ＝11侶Ⅰ＝87／16魚   

IalV   2．52   81／4   0．010  ＝11／10Ⅰ＝＄1／4托   

SA   0．与16   113一さ16   －0．005  ＝5ノ8D＝151絹4氏＝113／16丘   

S   1．035   3 3凋   0．（）0＄  ＝11／6D＝317／48托→33侶R   

D   0．88   2 7ノ8   0．005  ＝5／’13Ⅰ＝223／26托→27／8氏   

AmW   0．＄7   2 7／8   ＿0．005  ＝5／13Ⅰ＝223／26R一◆27／＄氏   

WTside   0．82   211ノ1（；   0．002  ＝15ノ1（iAnlⅣ＝289／12舌代→211／16R   

T   0．475   19一／16   0．000  ＝5／241＝19／16魚   

hIet   0．669   2 3／16   0．004  ＝7／24Ⅰ＝23／16魚   

A   0．706   2 5／16   0．002  ＝F－1／15F＝14／15F＝21／3R →25／16R   

F   0．765   2 1ノ2   0．004  ＝1ノ3Ⅰ＝21／2氏   

CorH   0．295   －0．009  ＝1／3F＋1ノ15F＝2／5F＝1R   

E山H   1．766   513／16   －0．002  ＝7／9Ⅰ＝55J6R→513月6氏   

St）▼H   0．32   11／16   －0．003  ＝1ノ7Ⅰ＝11ノ14氏→11／16R   

H   4．141   13 5ノ8   －0．004  ＝43／4D＝1321沼2良一◆135／＄氏   

ShafH   3．6＄3   1ヱ1／8   ●0．006  ＝S／9H＝121／9魚一◆121／8R   

CapH   0．458   11ノ2   0．002  ＝1ノ9H＝123／48R→11／2R   

AbH   0．18   9／16   0．009  ＝2ノ5CapH＝3／5氏→9ノ16R   

d   0．663   2 3／■16   －0．002  ＝3／4D＝25／32魚→23／16丘   

AbW   1．03   3 3／8   0．003  ＝11／6D＝317／∠は魚一◆33侶氏   

AW   0．＄5Z   ヱ13／16   －0．004  ＝5．／6AbW＝213／16魚   

∫〟用♪d伊re〝Cg∫（αみ∫0加e用血叫  0．Jj∫  

2－3－4．アルギブ・ヘライオンの南ストアの設計過程と設計法に関するまとめ  

及びゼウスのストアとの設計法との比較   

アルゴスのへラ神域にある南ストアの各部寸法相互の比例関係を分析し、設計過程を復元することに  

より、以下の結論を得た。  

（1）南ストアは、柱間寸法が7rt、ストア長さが140ftとして、設計が始められた。この時、1botの長  

さは、0．32572mとなる。  

（2）このストアは柱間寸法を基準寸法とし、その比例関係でストアの長さ方向の寸法が決定された。奥   

行寸法も、柱間寸法を基準寸法としているように思われるが、判然としない。ただ、側壁上部には、   

トリグリフとメトープのパターンが巡らされ、ストアの探さは柱間寸法の51／2倍を超え、側面の  

中央部にメトープを配置する設計となっている。  

‾  ）⊃ ■   
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（3）エンタブラチュアの各部寸法は、基本的には柱間寸法を基準寸法とした比例関係を用いて構想され  

ている。  

（4）円柱の主要な各部寸法は、円柱下部直径との比例関係で算出されてるように考えられる。   

甫ストアの設計法は、設計の初期値にストアの全体規模だけではなく、柱間寸法が与えられていると  

考えられる。また、ストアの奥行は、メトープを中央部に配置するよう、その寸法が決定されている。  

即ち、アルギブへライオンのストアの設計法は、これらの点で、アテネのバシレイオスのストアの設計  

法と類似している。また、奥行方向の寸法決定の設計過程は、巽付ストアであるゼウスのストアとは異  

なっており、これが箱型ストアと翼付ストアの設計上の相違点であると考えられる。   

尚、アルギブ・へライオンの南ストアの主要な各部寸法が決定される設計過程を纏めると、下記のよ  

うになる。  

（1）基本構想（1rt＝0．32572m）  

ストア長さ  

柱間数  

（2）柱間寸法の決定  

柱間寸法  

（3）長さ方向の設計  

ストア長さ  

＝140丘   

＝20柱間  

＝140魚／柱間数  【2メトープ式】 －す7ft  

＝201／4×柱間寸法  ＝1403／4ft   

亡＞1401／2魚  壁外面間ストア長さ  ＝201／5×柱間寸法  

（4）奥行方向の設計（実測寸法が不明確）  

（5）エンタブラチュアの設計  

トリグリフ幅  

メトープ幅  

フリーズ高さ  

アーキトレイブ高さ  

コーニス高さ  

＝1／5×柱間寸法  

＝3／10×柱間寸法  

＝1／3×柱間寸法  

＝14／15×フリーズ高さ  

＝2／5×フリーズ高さ  

→17／16ft   

→11／16ft   

→21／3ft   

→21／6ft   

→5／16魚  

＊エンタブラチュア高さを、「（1／3＋1／3＋1／9）×柱間寸法」として設計  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  

円柱上部直径  

円柱の高さ  

柱頭の高さ  

アバクス幅  

アーキトレイブ幅  

＝5／13×柱間寸法（？）  

＝3／4×円柱下部直径  

＝43／4×円柱下部直径  

＝l／9×円柱の高さ  

＝11／6×円柱下部直径  

＝5／6×アバクス幅  

→211ノ16rt   

－→11日6n   

→123／4ft   

→17／16ft   

一ケ33ノ16ft   

→25／8魚   
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注：   

1 JtJ．Coulton，TneAncienEGreekArchiLectatWbrk，NewYo血，1977，P．92  

2 J．J．Coulton，‘7heColumnsandRoofoftheSouthStoaattheArgiveHeraion’’，BSA68，1973，P．65  

3 J．）．Coulton（GreekArchitect），OP．Cit，PP．126  

紀元前465－460年噴にアテネに建設されたストア・ポイキレ（StoaPoikile）には、ドリス式とイオニア式が  

共に採用されていた。  

4 EdwardLippincottTilton，“SouthStoa”，T7ieArgiveHeraeumvoL・）；ArchitecLureqfEheA′苫iveHeraetun，1902，PP．  

127－130  

ティルトンの発掘報告書には、スタイロベイト上におけるストア長さに関する寸法の記述は無い。ストアの  

西側面にはオルソスタットの石材がそのまま残存しており、その下に、高さ、0．26mの石材が、更にその下  

にトイコベイトと考えられる0．326mの石材が敷設されている。また、それらの石材は、上部石材が内側に僅  

かに後退して敷設されている。従って側壁は、正面においても、スタイロベイトの側面端から後退して積み  

上げられていたと考えられる。ただ、その後退量についての記述は無い。ただ、ストア背面の内側において、  

壁の最下部に敷設されている3段の石材が、僅かに背後方向に後退しながら積み上げられており、外側の石  

材の後退量も、これと近い寸法となっている。内部背面の壁石材の後退量は、3段で0．鵬5mである。そこで、  

側壁面において、オルソスタットがトイコベイト端から後退する量を2／3×0．価5m＝0．鋸3mとし、これを  

ストアの側壁外法の実測値（46．09m）に加えて、スタイロベイト上におけるストア長さ（46．09m＋2×0．04∋  

m＝46．18m）を算出した。  

ティルトンによれば、柱間寸法は2．288mとなっている。これは、フリーズ石材から復元した寸法である。ま  

た、アンタ隣の円柱中心から側壁外面までの距離は2．52mと記されている。そこで、柱間寸法は、下記のよ  

うにして平均値を算出し、その値を使用した。  

柱間寸法 ＝（ストアの側壁外法長さ一2×アンタ隣の円柱中心から側壁外面までの距離）／柱間数  

＝（46．09m－2×2．25m）／18  

＝2，281m   

5 J．）．Coulton．op．cit．（BSA68），pP・65－85  

クールトンは、新しく発見されたクレビス石材、スタイロベイト石材、オルソスタット石材、フリーズ石材  

等について検討し、正面の円柱の高さ、ストアの奥行、背壁の厚さについて復元を試みている。また、スタ  

イロベイト上に残る刻線から、正面の円柱の下部直径が明らかとなった。  

クールトンは、フリーズレベルでの側壁長さを復元し、約12．70mとした。また、スタイロベイト端からフ  

リーズ正面の後退量は0．12mであるとしている。そこで、クールトンは、スタイロベイト上でのアンタの後  

退畳も0．12mと考え、側壁長さにこの寸法を加えて、スタイロベイト上でのストアの奥行寸法とした。尚、背  

壁は、ストア背後の丘を支える擁壁に組み込まれているので、背壁からトイコベイトが後部へ突き出る部分  

が、実際の寸法としては現れない。クールトシの背壁の厚さは、擁壁上部に乗せられ、ゲイソンを支える壁  

の厚さを復元したものである。  

6  アルギブへライオンの甫ストアや、アテネのゼウスのストアと同時代のドリス式神殿において、トリグリフ  

幅と柱間寸法との比は、下記のようになっている。これらは何れもトリグリフ幅÷柱間寸法＝1／5と見なす  

ことができる。即ち、トリグリフ幅とメトープ幅の比は2：3となっていることになる。尚、トリグリフ幅は  

クールトンの論文に、その他はデインズムアの著書に示されているデータを使用した。  
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J・J・Coulton，山TowardUnderstandingDoricDesign：TheStylobateandIntercolumniations”，BSA69，1974，Tablel  

W．B．Dinsmoor，77ieArchitectureqfAncientGreece，Nell′York，1975，P，338，p・344  

トリグリフ幅÷柱間寸法  

0．2028  

0．1975  

0．1994  

0．1957  

0．2022  

0．2059  

0．1980  

0，1990  

都市  神殿名   

Olympia Temple ofZeus 

Bassae TempleofApo1lo   

Athens Hephaesteum   

Athens Parthenon   

Sunium TempleofPoseidon  

Athens Temple of Ares 

Rhamnus Temple of Nemesis 

Argos Heraeum  

（建設年代）  

（468－460B．C．）   

（c．450－425B．C．）   

（449－捕B．C．）   

（傘17－432B．C．）   

（鳩ト440B．C．）   

（440－436B．C．）   

（436－432B．C．）   

（423－416B，C，）  

7 クールトンは、側壁上のフリーズは、幅0．445mのトリグリフが12個、幅0．槌8mのメトープが11個で構成  

されていると考え、12×0．445m＋11×0．668m＝12．688m＝Ca．12．70mの長さを復元した（Coulton，Ibid．  

p．69）。即ち、側壁中央部にはメトープが配置されることになる。  

8  バシレイオスのストアでも、フリーズの高さが柱間寸法の1／3となっていることは、注目に値する。  

9  円柱下部直径はスタイロベイト石材幅の6／7となっている（差0．007m）。しかし、スタイロベイト石材幅は、  

他の平面上の寸法との単純な比例関係が見出せない。また、スタイロベイト石材幅は、円柱が十分乗りうる  

寸法でること以外、何の制約も受けない寸法である。従って、上記の円柱下部直径とスタイロベイト石材幅  

の比例関係は、スタイロベイト石材幅を円柱下部直径から求める時に使用された比例関係であるとも考えら  

れる。  

10 この他、柱間寸法との比例関係により決定されたと考えられる要素に、スタイロベイトの高さがある。スタ  

イロベイトの高さは柱間寸法の1／7．（差－0．006m）となっている。しかし、円柱下部直径の3′′8（差0．010m）、  

或いは円柱中心からスタイロベイト端までの距離の3／5（差0．008m）など、比較的単純な比例関係が複数見  

られ、判然としない。  

11 実測値として最長の長さは側壁外法寸法の46．09mである。柱間寸法が71／2rtの場合、この長さが最終的に   

1511／2ftとなる。従って、1ft＝46．09m／（1511／2ft）＝0．30422mとなる。また、柱間寸法が7ftである場合、  

ストアの側壁外法寸法は1411／2ftとなり、1ft＝46．09m）’（1411／2ft）＝0．32572mが求まる。  

12 ストアの側壁外法寸法（LWall）は、直接、柱間寸法の201／5倍として計算されるのではなく、柱間寸法（Ⅰ）  

の18倍に、アンタ隣の円柱中心から側壁外面聞での寸法（ⅠⅥ′a）の2倍を加えて求められたと考えられる。  

LWau   ＝18Ⅰ＋2ⅠⅥ・a  ＝126rt＋2×73／4rt＝  1411／2rt  

13 クールトンは、ストア深さを側面のトリグリフとメトープの幅から算出し、復元ている。側面のトリグリフ  

幅は0．415mで、実存するトリグリフ部材の実測寸法である。ただ、メトープ幅はトリグリフ幅の1．5倍とし  

て0．槌8mを算出した。これは、トリグリフとメトープの幅の比が2：3という仮定の基に算出されたもので  

ある。ストア深さは、ストア側面にトリグリフが12個、メトープ11個並べられると考え、深さ方向の寸法を  

算出した。この計算により導き出されたメトープ幅は、奇しくもストア正面のメトープ幅（0．669m）と同寸  

法となっている。  

DpWall ＝12×0・445m＋11×0・668m ＝12・688m  →ca・12・70m  

ここで、スタイロベイト上におけるストアの深さ（391ノ’2rt）を53／4で除せば、620／●23rt→67′～8rtとなる。  
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これは側面のトリグリフ幅（13侶n）とメトープ幅（21ノ1甜）を加えて2倍した長さと等しい（67／8rt＝（1  

3侶rt＋21／16rt）×2）。また、この寸法の1ノ5倍は側面のトリグリフ幅となる（1ノ5×67侶rt＝13侶rt）。  

以上のことから、次のような設計手順が考えられる。スタイロベイト上におけるストア奥行を51／■2Ⅰ＋1rt＝  

51／2×7rt＋1托（若しくは、51／2Ⅰ＋1／7Ⅰ）として算出したが、側面に正面と同寸法のトリグリフを12個、  

メトープを11個配列するには短すぎるので、改めて53ノ4で除し、側面での基準寸法、67侶nを求めた。そ  

の後、トリグリフとメトープの幅の比を2：3とし、67侶丘を1／5倍し、トリグリフ幅を算出した。  

これは、バシレイオスのストアのスタイロベイト上での深さが、33ノ4×柱間寸法として求められたという設  

計手順を、逆に辿ったものである。しかし、側面の設計法として、ストア深さ＝（整数＋1／2＋1ノ4）×基準  

寸法という設計概念に、基本的な違いは無いと考えることができる。  

14 もし、トリグリフ幅（T）とメトープ幅（Met）の比が2：3で設計されたとすれば、トリグリフ幅（T）は柱  

間寸法（Ⅰ）の1／5倍となる。柱間寸法（Ⅰ）は71／2rtであるから、トリグリフ幅（T）は11′′2rtとして算出  

される。  

T  ＝1／5Ⅰ  （差＋0．019m）  ＝11／2rt   

トリグリフ幅の11／2rtはdactylで表記できる寸法であり、単純な古代尺となっている。従って、もしトリグ  

リフ幅とメトープ幅が2：3として計画されたのであれば、トリグリフ幅は計算結果通り、11／2rtで施工され  

るはずである。ところがこの場合、実測値との誤差が0．019mと大きく、トリグリフ幅は11／2rtである可能  

性は低い。即ち、トリグリフ幅とメトープ幅は2：3として設計されたのではないことになる。  
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第3章 ペロポネソス半島における翼付ストアの設計法  

3－1．クラシック末期に建設された巨大翼付ストアの設計法  

－メガロポリスのフィリップのストアの設計法－  

3－1－1．はじめに   

ペロポネソス半島中央部、アルカディア地方の南部に、メガロポリスという古代都市が存在している。  

この都市のアゴラにフィリップのストアと呼ばれる翼付ストアがある。パウザニアスは、「フィツリッ  

ペウムと呼ばれる商業が行われるポルティコは、アミンタスの息子フィリップにより建設されたもので  

はく、メガロポリス市民がフィリップに敬意を表しその建物に彼の名を与えた」と伝えており1）、その  

建設年代は紀元前338年～330年の間頃と考えられているヱ）。   

フィリップのストアはその長さが150mを超えており、紀元前4世紀のストアの中では最大の規模を  

誇るものであったと、クールトンは述べている3）。また、巽付ストアのほとんどは、翼部幅とストア中  

央部奥行が異なった寸法となってはいるものの、その差は僅かであるのに対し、フィリップのストアで  

は、翼部幅の1．4倍となっている4）。更に、ストア翼部正面は、偶数の円柱が置かれるのが通常である  

が、フィリップのストアの巽部正面には9本の円柱が配置されているため、正面中央に円柱が立つとい  

う、特異なファサードを形成している。   

本節では、上記のような特徴を有するフィリップのストアの各部寸法相互の比例関係を分析すること  

により、このストアの設計過程を復元すると同時に、設計法に閲し考察する。  

3－1－2．各部寸法とその実測精度   

シュルツツの発掘報告書5）によれば、遺跡の状況はあまり良好とは言えないが、ストアの背壁及び側  

壁は残存しており、東の巽部東側には5個のドラムがスタイロベイト上に現存しているのが分かる。実  

測結果は英国尺で表示してあり、背壁部におけるストアの長さは510－0●－、翼部幅はスタイロベイト上で  

55－6－－などと表記してある。これは、1incbまで実測したのか1／2f七etまで実測したのか判然としない。  
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アーキトレイブの高さや、クレビスの幅などには1／4in血までの表記が、基礎石材の高さやクレビスや  

スタイロベイトに施された溝の幅など詳細部においては、1ノ8in血という表記が見られる。詳細部にお  

けるこの精度や、1／2丘etではなく6inchesという表記がなされていることを鑑みれば、ストアの長さや  

翼部幅などは、1inchの精度で実測された可能性がある。従って、ストア長さなどの平面上の長さや幅  

の実測精度は±1inchの半分（±l／2inch＝±0．013m）、詳細部の実測精度は±1／8inchの半分（±l／  

16inche＝±0．002m）であると推察する。  

ストアの長さは背壁の長さで表示してあるが、スタイロベイト上の長さは側壁外面からトイコベイト  

端までの長さを加えて算出した。側壁外面からトイコベイト端までの距離は、スタイロベイト幅とアン  

タ幅の差として算出し、1ノ6indl（0．051m）とした。一方、奥行方向の長さは背壁外面から正面スタイ  

ロベイト端までの距離として表記してある。しかし、背壁の下にはトイコベイトが存在しており、本論  

文では奥行寸法を背部のトイコベイト端からの寸法として取り扱っているので、背壁外面からトイコベ  

イト端までの距離を加えて、各部奥行方向の寸法を算出した。ただ、この背壁外面からトイコベイト端  

までの距離は不明であるので、側面における壁外面からトイコベイト端までの距離（0．051m）と同寸  

法であると仮定し、計算した。   

円柱下部直径はアリスではなくフルート間で実測されている。また、復元図によればアリス上での円  

柱下部直径（D）とフルート上での下部直径（Df）の比は、D／Df＝Ca．l．0625と計算できる。従って、  

本節ではフルート上での円柱下部直径（0．別3m）に1．0625を掛けた0．86mを円柱下部直下とした6）。   

円柱中心からスタイロベイト端までの距離、即ち柱位置寸法（SA）も示されていない。復元図7）を見  

れば、円柱はスタイロベイト中央に乗せられているように描いてあるので、SA＝S／2＝0．470mとした。  

ただし、Sはスタイロベイト石材幅である。また、翼部柱間寸法（IW）の実測値は2．070m、翼部隅柱  

間寸法（m）は1．867mとなる。翼部正面は8柱間と復元されているので、これらの寸法を用いて巽  

部幅を計算すれば17．094mとなり、翼部幅の実測値、W＝16．92mと0．174mの差となる。巽部正面の  

柱間寸法はそれぞれ1箇所の柱間寸法の実測値であるので、巽部柱間寸法（IW）は、下記のようにして、  

その平均値として算出した。  

IW  ＝（W－2IWA－2SA）／6  

＝（16．92m－2×l．867m－0．940m）／6  ＝2．041m   

シュルツツは、中央部及び巽部における柱間上部には2メトープ式のフリーズが乗せられ、その3倍  

が内部柱間寸法であると復元している。即ち、「内部柱間寸法＝3×中央部柱間寸法＝3×翼部柱間寸  

法」となる。ところが、クールトンは、翼付ストアでは翼部正面の柱間上部には2メトープ式のフリー  

ズが乗せられ、中央部柱間上部には3メトープ式のフリーズが乗せられていることが通常であること、  

シュルツツの示す柱間の内法が狭すぎること、メガロポリスのフィリップのストアは翼付ストアでは初  

めて報告書が書かれたストアであり、シュルツツが他の翼付ストアに関して知識が無かったことを上げ、  

シュルツツの復元を否定した。クールトンの提案は、通常の翼付ストアと同様、「内部柱間寸法＝2×  

中央部柱間寸法＝3×翼部柱間寸法」という柱間寸法の関係があり、中央部柱間上部には3メトープの  
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フリーズが乗るというものである8）。即ち、中央部列柱長さ（CA）は、内部柱間寸法の20倍に相当す  

るので、CA＝20×内部柱間寸法＝00×中央部柱間寸法＝60×翼部柱間寸法が成立することになる。本  

節ではクールトンの復元を採用し、中央部柱間寸法（Ⅰ）を、下式よりその平均値として算出した。尚、  

Lはスタイロベイト上におけるストア長さ、Ⅵ・▼はスタイロベイト上における巽部幅、SAは柱位置寸法  

である。  

Ⅰ  ＝（L－2W＋2SA）／40  

＝（155．55m－2×16．92m＋0．940m）j40  ＝3．066m   

また、「内部柱間寸法＝2×中央部柱間寸法＝3×翼部柱間寸法」という関係から、翼部柱間寸法（IW）  

は下記のようにも計算できる。  

IW  ＝（L－2W＋2SA）／60  

＝（155．55m－2×16．92m＋0．940m）／60  ＝2．044m  

翼部幅から求めた翼部柱間寸法（2．似1m）は、6柱間の平均値であり、上記の計算式から求められる翼  

部柱間寸法（0．2陳m）は、60柱間寸法の平均値であるので、IW＝2．刷mが設計上の翼部柱間寸法に  

近い寸法であると考えられる。従って、本節では、比例関係を計算する場合、翼部柱間寸法はIW＝2．瞞  

mを使用した。   

このストアにおける上記以外の各部寸法は、シュルツツの発掘報告書より待るか、それらの寸法を使  

用し加減算で求めた。また、発掘報告書の実測値は英国尺で表記してあるが、これをメートル法に換算  

した。各部寸法及び各部を表す記号は、表3－1－1（A）（B）欄に記す。また、主要な各部を表す記号は図  

3－ト1～図3－ト2にも示した9）。  

3－1－3．各部寸法闇に見られる比例関係  

クールトンの復元は、各柱間寸法（Ii＝内部柱間寸法、Ⅰ＝中央部柱間寸法、IW＝翼部柱間寸法）と  

中央部列柱長さ（CA）との間に、下記の比例関係が成立することを示すものである。  

Ii  ＝2Ⅰ   ＝3IW  

CA  ＝20Ii ＝40I  ＝60IW  

また、このストアの基壇を含んだ巽部幅（OW）と基壇を含んだストア長さ（OL）の間に、1：9という  

単純な比例関係が見られた。  

OW   ＝1／90L  （差0．0封m）  

更に、基壇を含んだストア長さ（OL）と翼部柱間寸法（IW）との間には、下記の比例関係が見られる。  

OL   ＝761／3IW  （差0．005m）  

従って、基壇を含んだ翼部幅（OW）と翼部柱間寸法（IW）との関係は、  

OW   ＝1！90L  ＝813／27IW  （差0．054m）  

となる。一方、翼部幅（OW）翼部柱間寸法（IW）との関係は、下記の様に見ることもできる。  
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Tqb［e3－トl．Proportionbe†weene］emen†s  

IW＝2．044mで計算  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elememts  

Symbol   
mea5ule．  de托rence  
（m）   Propo血om  （m）   

Overall Length OL  156．OZ  －0．490  

＝761／3IW  －0．005  

0veIdlWidtborWimgs  OW  17．39  0，054  

＝81ノ2IW  0．0封   

0verallWidtborCentralPa止  OC  121．25   

bmgtbontbeStylobateorStoa   L   155．55  ＝Ca．7t；IW   0．206   

WidthontheStylobateofWings   W   16．92  ＝82／7IW  －0．016  

LengthontheStylobateofCentralPart   C   121．7ヱ   

D叩tbofWimgs  
DplⅣ   ＝113／4IW  －0．037  

（withToichobate：＝23．98m＝23．93＋0．05）  

DepthorCentralPa止  
19．86  ＝93／4IW   －0．069   （WithToichobate：＝19．86m＝19．81＋0．05）  DpC  

AxialDistancebetlVeenangleColumnoftheStoa  LA   154．61   

AxialDistancebetweenangleColumnatWings  WA   ＝75／6IW   －0．031  

AxialDistancebetweenangleColumn  
CA   122．66  ＝60IW＝40Ⅰ   

atCentralPa正  
0．020   

PI可ectionofWings   m句   4．11  ＝2IW   0．0ヱ8   

AxialIntercolumniationatCentralPart   3．0（応  ＝11／ZIW   0．000   

AxialIntercolumniationatWings   IW   乙肘1  ＝2．／3Ⅰ  －0．003  

AngleAxialIntercolumniationatWings   lWA   1．867   

DistancefbrmsecondColumnAxis  
m   ＝11ノ7IW  0．001  

toed亡eOrS丹lobate  

AngleContractionatWings   AC   0．174  

Distance丘omColumnAxistoedgeofStylobate  SA   0．470  ＝2／9IW   0．016   

StylobateWidth   S   0．940  ＝4ノ9IW   0．032   

LowerDiameterColumn（nute：0．813）   D   0．86  ＝3／7IW   －0．016   

WidthofCrepis   CreW   0．235  ＝1／9IW  0．008  

AntalⅣidth   AnlⅣ   0．g∋g   

Wi血borE血by血eda   ToiW   0．889   

TbicknessorO止血ostate   0正W   ＝7侶0正H  0．000  

Thickness of Wall WT   0．775  ＝3侶IW   0．009   

HeightofUpper＆LowerCrepis   CIeH   0．210  ＝1／10IlⅣ   0．006   

HeigbtorSサlobate   SりH   0．216   

HeightofCrepidoma（＝CreH＋StyH）   CSH   0．426   

Height of Olthostate 0正H   0．813  ＝2／5IW   ＿0．（）05   

HeightofO血ostate   ⅥⅠ   0．159  ＝1／5WT   0．004   

Width of Excedra ExW   15．85  ＝73ノ4IW   0．009   

Depth of Excedra ExDp   3．05  ＝11ノ2IW＝Ⅰ   －0．016   

（差0．016m）  OW  ＝81ノ2IW   

OW＝l／90L、OL＝761／3IW、OW＝81i2IWという3つの式は、同時に成立するものではない。非常に  

長大なストアであることを鑑みれば、先ず最初に決定される設計条件は、基壇を含んだストアの全長と、  

その長さと基壇を含んだ翼部幅との比例関係であるように思われる10）。従って、ストア長さから翼部幅  

が算出されたと考えられる。  
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基壇を含んだ翼部幅が算出される時点においては、巽部柱間寸法（IW）は設計に何の関わりもなく、  

決定されていないと考えられる。即ち、翼部柱間寸法（IW）は基壇を含んだ巽部幅（OW）が算出され  

た後、計算により求められたことになる。基壇を含んだ翼部幅（0Ⅵr）と翼部柱間寸法（IW）との間に  

はOW＝81／2IWという比例関係が成立している。しかし、翼部正面が偶数の柱間を持つのは些か奇妙  

である。翼付ストアの葉部正面は、他の事例から見ても、神殿の正面に類似した設計がなされ、柱間数  

は奇数とされるのが通常である11）。このストアの建築家も、最初は、神殿正面と類似したファサードの  

設計を目指したのかもしれない。即ち、ストア巽部正面を5柱間、或いは7柱間として柱間寸法を計算  

したと思える。   

5柱間の場合、基壇を含んだ巽部幅（OW）はOW＝51／2IWとして計算され、7柱間の場合はOW＝  

71ノ2IWとして計算されたと考えられる。  

5柱間の場合   IW   ＝OW／（51／2） ＝3．162m  

I  ＝11ノ2IW  ＝4．743m  

h  ＝3IW  ＝9．485m  

7柱間の場合   IW   ＝OW／（71／2） ＝2．319m  

I  ＝11／2IW  ＝3．478m  

b  ＝3IW  ＝6．956m  

クールトンのストアに関する資料には、3メトープ式の柱間を含めて正面柱間寸法の記載のある建物が  

180例、掲載されている。それらの正面柱間寸法の平均値は2．409m、その内、正面柱間寸法が3mを超  

えるものは僅かに11例（6．1％）しかない。また、内部柱間寸法が掲載されている91個の建物において、  

内部柱間寸法の平均値は4．866mである。その内、内部柱間寸法が6mを超えるものは9例（9．9％）し  

かない12）。この様な状況を鑑みれば、葉部正面の柱間数を5とし翼部柱間寸法が3．162m、内部柱間寸  

法が9．485mとする設計は論外となる。翼部正面に7柱間を配置する設計は必ずしも考えられないもの  

ではないが、内部柱間寸法が約7mと例外的に長いスパンとなり、構造的に不安であったのかもしれな  

い13）。兎も角、何らかの理由で軍部正面に7柱間配置する設計を放棄し、極めて異例な翼部正面8柱間  

が最終的に選択されたように思える。そして、巽部幅が決定された後に柱間寸法が決定されると言う設  

計手順が取られたので、柱間数が通常の巽部正面とは異なった偶数となったと考えられる。   

基壇上における中央部長さ（OC）は、基壇を含んだ巽部幅（OW）の7倍となるから、下記のように  

計算される。  

OC  ＝OL－20W  ＝90W－20W  ＝70W  ＝591／2IW  

この寸法に、クレビス端から円柱中心までの距離の2倍を加えた長さが、中央部列柱長さ（CA）とな  

る。また、h＝2Ⅰ＝3IWという関係を創り出すためには、中央部列柱長さ（CA）は巽部柱間寸法の3倍  

の整数倍でなければならない。以上のことから、CA＝00IWと決定されたと考えられる。   

スタイロベイト上における翼部幅（W）は巽部柱間寸法（IW）との間に下記の比例関係があると考え  

られる。  
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（差0．016m）  W  ＝82／7IW   

従って、第二柱間寸法（IA）は、下記のようになる。  

IA  ＝11／7IW   （差0．001m）  

また、柱位置寸法（SA）、クレビス幅（CreW）と、巽部柱間寸法（IW）との比例関係は下記のように  

なる。  

（差0．016m）   

（差0．008m）  

SA  ＝2／9IW   

CreW  ＝1／9IW  

クレビス幅（CreW）は、基壇を含んだ翼部幅（OW）とスタイロベイト上の翼部幅（W）から、下記の  

ようにも計算することが出来る。  

CreW  ＝（OW－W）／2  

＝（81／2IW－82／7IW）．／2  

＝3／28IW  →1／9IW  

従って、翼部正面の隅柱間寸法（IWA）は、下記のようになる。  

IWA   ＝1A－SA  ＝58／63rW  （差0．015m）   

一方、クレビス端から円柱中心までの距離（SX＝SA＋CreW）は、  

SX  ＝SA＋Cr♂Ⅳ  ＝1／3IW   

となる。従って、SX＝1／3IW、SA＝2／9IW、CreW＝1／9IWとして、スタイロベイト上の翼部幅（W）  

が決定された可能性も考えられる。  

（差0．（X氾m）  W  ＝OW－2CreW  ＝85／18IW   

この場合、翼部正面の第二柱位置寸法（IA）は、下式で算出するされると考えられる。  

IA  ＝（W－6IW）／2 ＝15／36IW  （差0．009m）  

更に、翼部正面の隅の柱間（IWA）は、次のようになる。  

（差0．（犯7m）  IWA   ＝IA－SA  ＝11／12IW   

隅柱間寸法の計算値と実測値の差が、IA＝11ノ7ⅠⅥrとして計算した値と実測値との差より小さく、ま  

た、隅柱間短縮量が1／12IWという、柱間寸法の単純な分数で表示できることから、クレビス端から円  

柱中心までの距離が1／3IWとして設計された可能性は高いように思える。   

フィリップのストアにおいて、クレビス端から円柱中心までの距離が設計上重要な寸法として位置づ  

けられるとしたら、次のような設計過程が考えられる。先に記したように、基壇を含んだストア長さと  

翼部幅の比が9：1、基壇を含んだ翼部幅が81佗rⅣとして考えられ、中央部長さは翼部幅の7倍の59  

1／2IWとなり、中央部の列柱長さは60IWと構想されたと考えられる。この場合、クレビス端から円柱  

中心までの距離は1／4IWと考えられていることになる。即ち、この段階までが基本設計である。   

実設計において、クレビス幅が1／9IW、柱位置寸法が2／9IW、従ってクレビス端から円柱中心までの  

距離が1／3IWと決定される。従って、巽部の列柱長さは81／2IW－2／3IW＝75／6IWとなる。中央部列  

柱長さは60IWと基本設計通りの長さとなるから、ストア正面の列柱長さは2×75／6IW＋00IW＝75  
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2ノ・’3ⅠⅥr、従って、クレビス（基壇）を含んだストア長さ（OL）は下記のようになる。  

OL  ＝752／3IW＋2×1／3IW  ＝761／3IW  （差0．005m）  

以上のことから、フィリップのストアにおいては、翼部幅をW＝82／7IWとして決定したと考えるよ  

り、基壇を含んだ巽都府を0Ⅵ′＝gl′ノ2rlキ∴クレビス幅（C托W）をj／′夕JWとし、棄却宿（W）は、  

（差0．000m）  W  ＝0Ⅵr－2CreW  ＝85／‘18IW  

と設計されたものと考えられる。   

翼部の突出長さ（叫）は、巽部柱間寸法の2凡そ2倍となっている。  

n両  ＝2IW   （差0．028m）  

クールトンは翼部突出部の正面側の柱間寸法（IPA）は、翼部正面の端の柱間（IWA）と同じく、隅柱  

間短縮が施された寸法（Im＝m＝IW－AC）となっていると記している。その結果、入り隅仰の柱  

間寸法（IP）は、  

IP  ＝Prqj－IPA  ＝2IW－（IW－AC）  ＝IW＋AC  

となり、隅柱間短縮量（AC）を加えた寸法となり、結果として入り隅部近くのメトープがフルサイズ  

となる（図3－ト2、図3－1－3参照）14）。これは、翼部突出側の入り隅部のコーニス下面に施されるミュー  

チュールの設計を考慮したためであると、クールトンは述べている15）。   

翼部突出長さ（n句）が巽部柱間寸法（IW）の整数倍で決定されるのであれば、ストアの奥行は中央  

部奥行（DpC）に翼部突出長さが加えられ、翼部奥行（DpW）が決定されたことになる。  

DpWr ＝卿＋丹可  仁Ii3ノ4一切r）  （差0．の7m）  

また、中央部奥行（DpC）は、各柱間寸法と下記のような比例関係が見られる。  

DpC  ＝93／4IW  ＝61／2Ⅰ  ＝31／4Ii  （差0．069m）  

前記した様に、巽付ストアでは、中央部奥行は葉部幅と僅かな相違しかないのが通常である。これは、  

中央部奥行の寸法決定の手順が、巽部幅の寸法決定手順と関連があることを示している。従って、フィ  

リップのストアの中央部奥行の寸法は、通常の翼付ストアの寸法決定の方法とは異なり、翼部幅の設計  

「IW 「  「IW 「  

」Ⅰ票ニ⊥慧 」  
Fig．3－l－2．Re－en†rc）n†c）ngle  

Withou†qngLeex†ension  

」1禁忌⊥Ⅰ謹言。」  
Fig．3－ト3．Re－en†rc）n†c7ngIe  

With（コngleex†ension  
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手順とは異なった方法で決定されたと考えられる。   

フィリップのストアの平面図及び中央部奥行と翼部柱間寸法との比例関係を見れば、中央部奥行は内  

部柱間寸法（Ii）の3倍に3ノ4IW、若しくは1／4Iiを加えた寸法となっていることが分かる。即ち、ス  

トアの中央部分は、内部柱間寸法伍）を基準寸法として長さ（CA）が20Ii、奥行が3nという概念で  

設計されていると考えられる。奥行はそれに3／4ⅠⅥr、または、1／4Iiが加えられていることになる。   

ところで、このストアの背面には、長方形のエクセドラが突き出している。エクセドラの突出長さ  

（駄Dp）及びェクセドラの幅（hW）は、翼部柱間寸法（IW）と下記のような比例関係が見られる。  

E兄Dp ＝11／2IW  （＝Ⅰ＝1）／2Ii）  （差0．016m）  

ExW  ＝73！4IW  （＝51／6Ⅰ＝27／12Ii）  （差0．009m）  

また、エクセドラ突出長さ（bDp）は中央部柱間寸法（Ⅰ）の1倍、或いは内部柱間寸法（Ii）の1／2と  

見なすこともできる。エクセドラ幅（ExⅥりは、中央部柱間寸法（Ⅰ）の51／6倍という比例関係が考え  

られるが、その端数部分（1沌Ⅰ）に設計上の意味を見出すことができない。また、内部柱間寸法（も）の  

27／12倍というのは、比例関係としては複雑すぎると思われる。   

ここで、壁の厚さ（Ⅵ）と翼部柱間寸法（IW）との比例関係を計算すれば、下記のような関係が在  

るのが分かる。  

WT  ＝3侶IW－  （差0．009m）  

エクセドラの幅（駄Ⅵr）と柱間寸法との比例関係式に、壁厚（WT）を代入すれば、下記のようになる。  

駄W   ＝73ノ4IW  ＝7IW＋2×3侶IW  ＝7IW＋2Ⅵ「r   

即ち、エクセドラの幅は内法寸法を中央部柱間寸法の7倍と考え、その両側に3／8IWの壁を立てるもの  

として設計されたと考えられる。中央部奥行（DpC）もこれと同様に考えることができる。  

DpC  ＝93／4IW  ＝9IW＋2×3／8IW  ＝9IW＋2WT  

即ち、中央部の内法での奥行寸法を翼部柱間寸法の9倍とし、その前後に3侶IWの壁厚が加えられ、中  

央部奥行寸法が算出されたことになる。ただ、ストア中央部においては、背面には壁が立てられるもの  

の正面には壁は立てられない。また、ストアの奥行は背面のトイコベイト端から正面スタイロベイト端  

までの長さであり、壁の外面からの長さではない。従って、中央部奥行を求めるDpC＝9IW＋2×3／8  

IWという計算式は、内法寸法が9ⅠⅥrの列柱廊の前後に、仮想的な壁を想定して3ノ8IWの寸法を加え、  

中央部奥行を決定したと考えられる。以上のことから、中央部奥行とエクセドラの幅は、同様の設計法  

により翼部柱間寸法との比例関係から算出されたと考えられる。また、エクセドラ幅が翼部柱間寸法と  

の比例関係で設計されたのであれば、エクセドラの突出長さも翼部柱間寸法の比例関係から求められた  

と考えられる。  

3－1－4．各部寸法の古代尺への換算  

比例関係の分析で判明したように、このストアは基壇を含んだストア長さの1／9で基壇を含んだ翼部  
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Tclble3－ト2．Ancien†foo†ofe（コCheLemen†（lf00†＝0．30855m）  

（A）   （B）   

（C）  

1fbot＝0．30855m   
の）  

Symbol  Measure．  AncientFoot 氏  de托rence  

（）  

Process of Calculation 

OL   156．02   505 5侶   0．009  ＝L＋2CIeW＝5055侶氏   

01Ⅳ   17．39   56 5／16   0．015  ＝81／2IW＝565／16R   

OC   121．25   393   －0．010  ＝C－2CreW＝393魚   

L   155．55   5糾1／＄   0．002  ＝2W＋C＝5掴1侶氏   

W   16．92   5413／16   0．008  ＝OW－2CleW＝封13／16ft   

C   121．72   3941／2   －0．003  ＝CA．2SA＝3941／2Et   

DpW   23．98   77 7侶   －0．伽は  ＝113／4IW＝7727／32fl→777侶允   

DpC   19．86   糾 5侶   －0．080  ＝93／4IlⅣ＝6419／32良一ヰ645／8魚   

LA   154．61   5011／8   －0．012  ＝2WA＋CA＝5011／4氏   

WA   15．98   5113／16   －0．007  ＝W＿2SA＝5113／16魚   

CA   122．66   3971／2   0．011  ＝60IW＝40Ⅰ＝3971／2魚   

Prqi   4．11   13 1／4   0．022  ＝2IW＝131／4R   

3．0（姑   915／16   0．㈱  ＝11／2IW＝915／16fl   

IW   2．041   6 5／写   －0．003  IW＝500魚／76＝611／19允一◆65／8R   

IWA   1．＄67   61／16   ＿0．004  ＝11／12IW＝67／96R→61／16R   

IA   乙337   7 9／16   0．004  ＝IWA＋SA＝79／16魚   

AC   0．174   9／16   0．0（）0  ＝1／12IW＝101／192→9／16R   

SA   0．470   11／2   0．007  ＝2／9IW＝117／36允→11／2魚   

S   0．940   3   0．014  ＝4／9IW 一◆2SA＝3氏   

D   0．＄6   213／16   －0．008  ＝3／7IW＝211／14魚－◆213／16R   

CreW   0．235   3／4   0．（XI4  ＝1／9IW＝53／72氏一◆3／4魚   

AmW   0．＄38   211／16   0．009  ＝D－2dactyl＝211／16魚   

0．8＄9   

0．711   

ToiW  2 7侶  0．002  ＝D＋1血ctyl＝27／8魚   
CreH   0．210   11／16   ＿0．002  ＝1／10IW＝53侶0魚→11／16允   

StyH   0．216   11／16   0，004  ＝1／10IW＝13／20R→11／16允   

CSH   0．426   13侶   0．002  ＝1／5nV＝113／40氏→13／8R   

0止H   0．＄13   2 5侶   0．003  ＝2／5nV＝213／20氏一◆25／8氏   

1ⅣH   0．159   1／2   0．005  ＝1／5WT＝1／2氏   

ExW   15．85   513／＄   －0．002  ＝73／4IW＝5111／32氏→513個食   

ExDp   3．05   915／16   －0．016  ＝11／2IW＝915／16魚   

′ ′J′ ′  ノ ！′ ′  ノ I ′    0．j22  

幅が求められた可能性が高いことを示した。従って、このストアの設計の始まりは、基壇を含んだスト  

ア長さに寸法を与えるところから始められたと考えられる。  

1f00tの長さが0．295m～0．330mの間にあると仮定すれば、基壇を含んだストア長さは472．79魚～  

528．88rtと計算できる。この範囲内では設計の最初に建築に与えられる寸法としては500爪が最も相応  

しいと考えることが出来る。これを9等分し、基壇を含んだ巽部幅（OW）を算出すれば、下記のよう  

になる。  
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OW  ＝500爪／9  ＝555ノ9rt  

基壇を含んだ翼部幅（OW）は翼部柱間寸法（IW）と、OW＝81！2IWという比例関係が成立している  

ことから、この関係式を用いて翼部柱間寸法（IW）を算出すれば、下のようになる。  

IW  ＝OW／（81／2）  ＝682／153ft  →61ノ2ftor69／16爪  

また、比例関係での設計を進めれば、基壇を含んだストア長さ（OL）がOL＝761ノ′3IWと、翼部柱間  

寸法（IW）との比例関係となることに辿り着く。従って、この式から翼部柱間寸法を算出すれば、  

IW  ＝OL／（761／3） ＝6126／229魚   →61ノ2れor69／16ft  

となる。上記の計算結果は舌代の尺度で表示可能な寸法に丸められることから、最終的な基壇を含んだ  

ストア長さは500rtとはならない。従ってIW＝OLノ（761ノ3）の計算式で端数を無視し、翼部柱間寸法  

を簡易的の求める方法として、5（池魚を単純に柱間数で除した可能性も考えられる16）。  

IW  ＝OL／76  ＝611／19ft  →69／16ftor65／8ft   

従って、基壇を含んだストア長さが500ftとして設計が始められた場合、基準寸法となる巽部柱間は、  

61／2ft、69／16ft、65侶nの場合が考えられる。ここでは先ず、翼部柱間寸法が65／8rtの場合につい  

て、考察する。   

さて、翼部柱間寸法（IW）が65／8ft（1hot＝0．30855m）17）として決定された後は、比例関係に則  

り、平面上の各部寸法は計算されるだけである。先ず、基壇を含んだの翼部幅（OW）及びスタイロべ  

イト上の翼部幅（W）は、下記のようにして求められる。  

OW  ＝81／2IW  ＝5413／16ft   

柱位置寸法（SA）、クレビス幅（CreW）は、  

SA  ＝2ノ9Ⅳ  ＝17／36ft  →11／2ft  

CreW  ＝l／9IW  ＝53／72ft  →3／4ft   

となるから、スタイロベイト上の翼部幅（W）は下記のようになる。  

W  ＝OW－2CreW  ＝5413／16ft  

（差0．008m）  

（差0．007m）   

（差0．004m）  

（差0．（氾8m）18）  

また、巽部正面の隅柱間寸法（m）及び隅柱間短縮量（AC）は、  

rwA  ＝11／12IW  ＝67／96ft  一号61／16ft  （差0．004m）  

AC  ＝1／12IW  ＝101／192ft  →9／16ft  （差0．㈱m）  

と計算できるので、第二柱位置寸法は（IA）は、下記のようになる。  

1A  ＝IWA＋SA  ＝79／16ft  （差0．004m）   

中央部列柱長さ（CA）及びストアのスタイロベイト上での中央部長さ（C）、また、スタイロベイト  

上や基壇を含んだストアの長さ（L OL）は、下記のように算出される。  

CA  ＝60IW  ＝3971／2ft  

C  ＝CA－2SA  ＝3941／2ft  

L  ＝2W＋C  ＝5041／8ft  

OL  ＝L＋2CrN  ＝5055／8ft  

（差0．011m）   

（差0．003m）   

（差0．002m）   

（差0．009m）   
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ストア背面に突き出しているエクセドラの寸法も、巽部柱間寸法（IW）との比例関係から算出される。  

ExW（エクセドラの幅） ＝73ノ4ⅠⅥr  

＝5111／32rt  →513／8rt  （差0．002m）  

B坤（エクセドラの奥行）＝11ノ21W  ＝915ノ16ft  （差0．016m）   

その他、詳細部の寸法の内、翼部柱間との比例関係で求められたと考えられるものは、以下の通りで  

ある。  

D（円柱下部直径）＝3／7IW ＝211／14ft  

WT（壁厚）  ＝3／8IW ＝231ノ64魚  

OrtH（オルソスタット高さ）  

＝2／5IW  ＝213／20rt   

CSH（基壇高さ）＝1／5IW ＝113！40ft  

StyH（スタイロベイト高さ）  

＝1／10IW ＝53侶Oft  

→213／16ft  （差0．008m）19）   

→21／2ft  （差0．α沌m）  

→25／8ft  （差0．003m）   

→13／8ft  （差0．002m）  

→11／16ft  （差0．∝蜂m）  

CreH（クレビス高さ）  

＝1／10IW ＝53／80ft  一→11／16rt  （差0．002m）  

オルソスタットの幅はその高さから、壁石材の高さはその幅から算出された可能性が考えられる。  

OrtW（オルソスタット幅）  

＝7／80rtH ＝219ノ64n   →25ノ16ft  （差0．0のm）  

wn（壁石材高さ）＝1／5WT  ＝1／2ft  （差0．005m）  

また、アンタ幅（AnW）は、円柱下部直径から2dactylを減じて、トイコベイト幅（ToiW）は円柱下部  

直径（D）に1dactyl加えて求められたのかもしれない。  

＝D－2dactyl  ＝211／16ft  （差0．009m）  

＝D＋1dactyl  ＝27／8ft  （差0．002m）   

上に記した計算結果は、表3－1－2に示した。また、翼部柱間寸法が61／2rt（1丘旧t＝0．3145姑m）叫、  

或いは69／16ft（1f00t＝0．31157m）21）の場合も、これとほぼ同様にして、各部寸法を求めることがで  

きる。翼部柱間寸法が61／2魚とした場合の計算結果を表3－ト3に、翼部柱間寸法が69／1“tとした場合  

の計算結果を3－1－4に示した。それぞれの結果を比較検討すれば、下記のように考えられる。   

各表の最下段には実測値と理論値との誤差の絶対値を取り、それを合計した値を掲載している。この  

誤差の合計を比較すれば、翼部柱間寸法が69／16ftの場合が幾分大きくなっているのが分かる。更に、  

翼部柱間寸法を69／16nとして計算すれば、中央柱間寸法がdactylの完数でも表示できないことになる。  

また、翼部柱間寸法の1／2、或いは中央柱間寸法の1／3がスタイロベイト石材の長さとなるのが通常であ  

るが、これも血ctylの完数では表すことができない。ただ、翼部柱間寸法を69／托魚として計算すれば、  

基壇を含んだストア長さが設計の初期条件である500rtに最も近い寸法となる。   

翼部柱間寸法が65／8ft、61／2ftの場合、誤差の合計にほとんど差を見いだすことはできない。ただ、  
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T（コble3－l－3・Ancjen†f00†ofeQChelemen†（lfoo†＝0・31456m）  

（A）   （B）   

（C）  

1fbot＝0．31456m   
の）  

Symbol  トkasuIe．   （丘）   AncientFoot   de托rcnce （m）   
Pm光eSSOrCalculation   

OL   156．02   496   －0．00ユ  ＝L＋2C托W＝4961／4氏   

01Ⅳ   17．39   551／4   0．011  ＝81／2IW＝551／4R   

OC   121．25   3851ノ2   －0．013  ＝C－2CreW＝3851ノ2爪   

L   155．55   4941／2   0．0（旧  ＝2W＋C＝4943／4R   

W   1（；．92   53 3／4   0．012  ＝0Ⅵr－2CleW＝与113／4氏   

C   121．72   387   －0．015  ＝CA－2SA＝3S7魚   

DpW   23．98   76 3凋   －0．045  ＝113／4IW＝763侶氏   

DpC   19．86   63 3侶   ＿0．075  ＝93／4IlⅣ＝633／8食   

LA   154．61   4911／2   0．004  ＝2WA＋CA＝492氏   

WA   15．98   50 3／4   0．016  ＝W－2SA＝51丘   

CA   122．66   390   －0．018  ＝60IW＝40Ⅰ＝390R   

PI句   4．11   13   0．021  ＝2IW＝131／2魚   

3．066   9 3ノ4   －0．001  ＝11／2IW＝93ノ4丘   

IW   乙041   61／2   －0．004  IW＝OW／（＄1／2）＝682／153R→61／2丘   

IFlrA 1．S67   515ノ16   －0．001  ＝11／12IW＝523／24氏→515／16丘   

IA   2．337   7 7J16   －0．003  ＝m＋SA＝77／16氏   

AC   0．174   9／16   －0．003  ＝1／12ⅠⅥr＝13／24魚→9り6魚   

SA   0．470   11／2   －0，002  ＝2ノ9IW＝14／9氏→11／2氏   

S   0．940   3   －0．004  ＝2SA＝3氏   

D   0．86   2 3ノ4   ＿0．005  ＝3／7IW＝211／14氏→23／4R   

CreW   0・か寧   3／4   －0．001  ＝1／9IW＝13／18托→3ノ4R   

AnW   0．838   211／16   －0．007  ＝D－2血cり1＝211／16允   

ToiW   0．8＄9   

0止1Ⅳ   0．711   

WT   0．775   213／16   0．004  ＝D＋1血ctyl＝27／8托  
CreH   0．210   11／16   －0．0（）6  ＝1／10IW＝13／20良一◆11／16氏   

StyH   0．216   11ノ16   0．000  ＝1／10IW＝13／20R一◆11／16托   

CSH   0．426   13侶   －0．007  ＝1ノ5IW→SⅣH＋CreH＝13／＄R   

0止H   0．813   2 9／16   0．007  ＝2／5IW＝23／5氏→29／16R   

WⅥ   0．159   1／2   0．002  ＝1／5WT＝39侶0氏一◆1／ヱ魚   

ExW   15．85   50 3／8   0．004  ＝73／4IW＝503相良   

ExDp   3．05   9：封4  －0．017  ＝11ノ2IW＝93／4R   

∫〟椚♪d炉re乃Cg∫（αみ∫ク血ねVα血叫  0．jJ夕  

翼部幅や中央部長さ、或いはストア正面列柱長さ、翼部正面列柱長さ、それに中央部列柱長さな・ど、大  

きな寸法の理論値と実測値の誤差が、翼部柱間寸法が61／2rtの場合の方が幾分大きいように思える。   

翼部柱間寸法が65侶魚の場合、平面上の各部寸法が他の場合と比較して、幾分複雑な尺度となって  

いる。例えば、基壇を含んだストア長さは5055ノ8ftとなるが、他の場合は496ft、5003／4rtとなるな  

どである。また、基壇を含んだストア長さが設計初期条件より最も異なった寸法となっている。ただ、  

初期設計条件より55／細大きくなっているものの、全長に比較すれば1％延長されたに過ぎない。こ  
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Tく】bJe3－l－4．Ancien†foo†ofecIChelemen†（lfoo†＝0．31157m）  

（A）   （B）   

（C）  

1bot＝0．31157m   
の）  

Symbol  h・lea5ure．   （魚）   AIICientFoot   de良一ence 四   
Process of Calculation 

OL   156．02   500 3／4   0．001  ＝L＋2C托1Ⅳ＝5003／4R   

OW   17．39   55 3／4   0．020  ＝81／2IW＝5525／32魚→553／4R   

OC   121．25   3891／4   －0．029  ＝C－2CreW＝3891／4魚   

L   155．55   4991／4   －0．001  ＝2W十C＝4991／4魚   

W   16．92   封1／4   0．017  ＝OW－2CreW＝封1／4魚   

C   121．72   390 3／4   －0．026  ＝CA＿2SA＝3943／4魚   

DplⅣ   23．9＄   771／8   －0．050  ＝113／4IW＝777／糾魚→771侶氏   

DpC   19．＄6   －0．0＄0  ＝93／4IW＝6ヨ63／64R→＆lR   

LA   1封．61   4961／4   －0．007  ＝2WA＋CA＝4961ノ4允   

WÅ   15．9＄   511ノ4   0．012  ＝W－2SA＝511／4R   

CA   122．66   393 3／4   －0．021  ＝60IW＝40Ⅰ＝3933／4允   

h句   4．11   131／＄   0．021  ＝2IW＝131／4R   

3．0（i6   927／32   －0．（）01  ＝11／2IW＝927／3ヱR   

IW   2．041   6 9／16   －0．0（1l  IW＝500fl／76＝611／19R→69／16托   

IWA   1．＄67   6   －0．002  ＝11／12IW＝61／64魚－◆6R   

IA   乙337   71／2   0．0（）0  ＝m＋SA＝71／2魚   

AC   0．174   9／16   －0．001  ＝1／Ⅰ2IW＝35／64魚→9／16R   

SA   0．470   11／2   0．003  ＝2ノ9IW＝111／24魚→11／2允   

S   0．940   3   0．005  ＝2SA＝3魚   

D   0．＄6   213／16   －0．016  ＝3／7IW＝ 213／16R   

CreW   0．235   3／4   0．001  ＝1／9IW＝35／∠はR→3／4R   

AnW   0．83ざ   211り6   0．001  ＝D－2dact〉・1＝211ノ16魚   

0．8き9   

0．711   

ToiW  2 7／＄  tO．007  ＝D＋l血ctyI＝27／＄R   
CleH   0．210   11／16   －0．004  ＝1／10IW≡三21／32魚一◆11／16食   

StyH   0．216   11／1（；   0．002  ＝1／10IW＝21／32魚一◆11／16魚   

CSH   0．426   13／8   －0．002  ＝1／5IW＝15／16R→13侶R   

0瓜Ⅰ   0．＄13   2 5侶   －0．005  ＝2／5IlⅣ＝25侶魚   

WH   0．159   1／2   0．003  ＝1／5WT＝1／2允   

ExW   15．＄5   50 7／＄   －0．001  ＝73／4IW＝5155／糾氏→517個食   

ExDp   3．05   913／16  －0．007  ＝11／2IW＝927／32魚→913／16R   

′JJ′ ′  ′  ′′ ′  ノ ！ ′  0．j丘F  

こで見てきた設計過程は、初期設計条件と寸部も違わぬストア長さを実現することは不可能である。最  

終的な結果が初期設計条件とさほど大きな違いが無いことも含めて考えれば、500丘を761ノ3分割する  

という複雑な計算がなされ、翼部柱間寸法が61／2rtと算出される設計過程は考えにくい。従って、メ  

ガロポリスのフィリップのストアでは、翼部柱間寸法が65／－8rt、1rt＝0．30855mとして設計されたと  

判断する。  
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3－1－5．フィリップのストアの設計過程と設計法に関するまとめ   

メガロポリスのフィリップのストアの各部寸法相互の比例関係を分析し、設計過程を復元することに  

より、以下の結論を得た。  

（1）フィリップのストアは、基壇を含んだストア長さを500nとし、基壇を含んだ巽部幅さその1／9と  

して設計が始められた。  

（2）このストアは、中央部柱間寸法を基準寸法として、その単純な比例関係で平面上の各部寸法が決定  

された。基準寸法は65／8rt、1fbotの長さは0．30855mであると考えられる。  

（3）翼部突出長さは入り隅部近くのメトープの幅がフルサイズとなるよう設計された。即ち、突出部の  

長さが基準となる柱間寸法の整数倍で算出される。  

（4）中央部奥行の設計は通常の巽付ストアの設計法とは異なり、巽部正面の設計法との関連性が見られ  

ない。ここでは、巽部柱間寸法の9倍の前後に壁厚に相当する寸法（ここでは3／8IW）を加えて、  

中央部奥行が算出されている。これはストア背面に突き出しているエクセドラ幅の設計と基本的に  

同一の方法と考えられる。  

フィリップのストアでは、基壇を含んだストア長さや巽部幅が、設計上の重要な寸法として扱われてい  

るように考えられる。これは、ゼウスのストアで翼部幅とストア長さの比が、最上段のクレビスを含ん  

だ部分で1：4となっている事実から、始めから1段のクレビスを含んだ翼部幅とストア長さとの比を1：  

9と構想したように思える。ただ、基壇を含んだ巽部幅が実寸法として決定されて後、具体的な柱間寸  

法が検討されたので、翼部正面の柱間数が偶数となってしまった。これらのことは、巽付ストアの設計  

法に閲し、ある程度の知識がありシステム化された部分があるが、そのシステムがまだ未熟であったこ  

とを示していると考えられる。   

尚、フィリップのストアの主要部分の設計過程を纏めると、下記のようになる。  

（1）基本構想（1ft＝0．30855m）  

ストア長さ  

ストア長さ：翼部幅  

基壇を含んだ翼部幅  

基壇を含んだストア長さ  

＝500ft（基壇を含む）  

＝9：1（基壇を含む）  

＝81／2×柱間寸法  （9柱式、8柱間）  

＝9×基壇を含んだ翼部幅  

＝761／2×柱間寸法  

（2）柱間寸法の決定  

翼部柱間寸法  

中央部柱間寸法  

（3）長さ方向の設計  

①基壇（クレビス1段）を含む  

＝500rtノ柱間数  【2メトープ式】 →65侶rt  

＝11／2×巽部柱間寸法   【3メトープ式】 ＝915／16ft  
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基壇を含む翼部幅  

基壇を含むストア長さ  

（ヨスタイロベイト上  

クレビス幅＋柱位置寸法  

クレビス幅  

柱位置寸法  

翼部幅  

＝81，′－2×翼部柱間寸法  

＝761ノ・■3×翼部柱間寸法  

＝565．ブ■16ft   

⊂ウ5055ノ8n  

＝1．・■3×翼部柱間寸法  

＝1′・′9×翼部柱間寸法  

＝2一′9×巽部柱間寸法  

→3ノー4rt   

→11‘～2ft  

＝81ノ2×翼部柱間寸法－2×クレピス幅  

＝（81ノ2－2×1ノ9）×翼部柱間寸法  →封13／16ft  

＝60×翼部柱間寸法  ＝3971／2rt  

＝中央部列柱長さ－2×柱位置寸法  ＝3941／2ft  

中央部列柱長さ  

中央部長さ  

ストア長さ  

（4）奥行方向の設計  

中央部深さ  

翼部突出長さ  

翼部深さ  

＝2×翼部正面幅＋中央部長さ  ＝5051／8ft  

＝93ノ4×翼部柱間寸法  

＝2×巽部柱間寸法   

＝中央部深さ＋翼部突出長さ  

→645／8ft   

＝131／4ft   

＝777ノ8ft  

（5）エンタブラチュアの設計（残存せず）  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  ＝3メ7×翼部柱間寸法  →213ノ16ft   
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注：   

1 W・HIS・Jones（translated），PausaniasDesc′車tionげGreece，Cambridge，1978，BookVIII，XXX．6  

2 J・J．Coulton，T7ieArchitec餌raLDeveJ叩mentqfTneGreekStoa，Oxrord，1976，P．51  

3 Ibid．，P．51  

Coultonのストアに関する著書の巻末（Ibid．，PP．211－308）には、古代ギリシアにおいて建設されたストアなど  

の柱廊建築に関するデータが、網羅されている。このリストには、長さが判明している建物が229個挙げら  

れているが、その内100mを超える物は35棟（15．3％）、150mを超える物は17棟（7．4％）となっており、フィ  

リップのストアが如何に特殊な規模を持つストアであるかが分かる。しかも、クラシック期以前において100  

mを超える建築は4棟（1．7％）と極めて少なく、150mを超えるのはメガロポリスのフィリップのストアの  

みである。  

4 それぞれの翼付ストアにおける翼部正面幅（W）と中央部深さ（DpC）、その差（x）と、翼部幅に対する中央  

部深さの割合（〉・＝DpC／W）は、下記の通りである。  

NameofStoa  W（m）   

Zeus（Athens）  10．559   

Phillip（Megalopolis）  16．92   

Stoa（Thasos）  6．37   

Anthigonos（Delos）  13．40   

Stoa（Lindos）  8．305  

DpC（m）   

10．734   

23．98   

6．83   

13．40   

8，415  

X（m）  y   

O．175   1．017   

7．06  1．417   

0．46  1．072   

0  1．000   

0．140   1．017  

5  RobertWeirSchltz，ErcavationsatんおgaわクOlis，1890－1891，London，1892，PP，59－66，pl．15  

6  デルフィのトロス（380－370B．C．）では、アリス上の円柱下部直径とフルート上での円柱下部直径の比は1．0690  

＝16ノ15となっている。また、コリントの南ストア（紀元前4世紀末、若しくは3世紀始め）では、この比は  

0，96m／0．．906m＝l．0596＝Ca．17／16となっている。  

堀内清治、地中海舌代都市の研究（100）デルフィのトロス円柱のフルート曲線、日本建築学会研究報告九州  

支部第38号・3計画系1999、pP．503  

0scarBroneer，‘7heSouthStoainGreekTimes’’，T7ieSouthSEoaandILsRofnanSucceNOTT；Corinthlわhunel－ParE4，  

Princeton，1954，P．30   

7  Schltz，OP．Cit，，rig・57  

8  Coulton，GreekStoa，OP．Cit．，PP．5l－52  

9  図3－1－1は、シュルツツの実測及び復元寸法、及びクールトンの中央部柱間寸法の復元を元に、中央部柱間寸  

法を内部柱間寸法の1／2として、筆者が作図した。  

10 中央部列柱長さをCA、基壇上の中央部長さをOC、柱位置寸法（SA）とクレビス幅（CreW）を合わせた長さ  

をSX（＝SA＋CreW）とすれば、下記の式が成立する。  

CA  ＝60IW  （差＋0．020m）  

OC  ＝CA－2SX  ＝60IW－2SX  

OL  ＝20W＋OC  ＝17IW＋60IW－2SX  ＝77IW－2SX  

また、OL＝761／3ⅠⅥrという式と最後の式の連立方程式をSXについて解けば、下記のようになる。  

SX  ＝1／3ⅠⅥ’  （差＋0．024m）  

即ち、SX＝1／3IWである場合、OL＝761／3IWという関係式となるが、これもあくまでOW＝81′2IWという  
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関係が基壇を含んだ翼部正面幅と翼部柱間寸法との間にある場合についてのみ成立するものである。また、OL  

＝761／3IWという関係式は、設計上、重要な意味を見出せない。従って、OL＝761／3IWという関係は偶然  

であった可能性が高いと考えられる。  

11 翼付ストアの翼部正面柱間数は、アテネのゼウスのストア及びデロスのアンティゴノスのストアが5柱間、タ  

ソスとリンドスの翼付ストアとが3柱間である。  

12 クールトンのストアに関する資料（）．J．Coulton，GreekStoa，OP．Cit．，PP．212－294）から正面柱間寸法及び内部  

柱間寸法の記載があるものを抽出し、その統計結果を下記に記す。内部柱間寸法についてはその寸法の記載  

がない場合も、正面柱間寸法の整数倍になっていることが図面から読みとれる場合は、正面柱間寸法の整数  

倍として、統計に加えた。  

正面柱間寸法（m） ストア数  

Ⅰ＜1．8  7   

1．8≦Ⅰ＜2．0  14   

2．0≦Ⅰ＜2．2  33   

2．2≦Ⅰ＜2．4  40   

2．4≦Ⅰ＜2．6  39   

2．6≦Ⅰ＜2．8  19   

2．8≦Ⅰ＜3．0  11   

3．0≦Ⅰ＜3．2  10   

3．2≦Ⅰ  7  

内部柱間寸法（m） ストア数  

Ⅰ＜2．5  6   

2．5≦Ⅰ＜3．0  12   

3．0≦Ⅰ＜3．5  7   

3．5≦Ⅰ＜4．0  8   

4．0≦Ⅰ＜4．5  13   

4．5≦Ⅰ＜5．0  17   

5．0≦Ⅰ＜5．5  9   

5．5≦Ⅰ＜6．0  10   

6．0≦Ⅰ＜7．0  5   

7．0≦Ⅰ  4  合計  180  

合計  91  

内部柱の柱間寸法が6．Omを超えるものを9例、クールトンは示している（）．）．Coulton，GreekStoa，OP．Cit．，  

pp．212－294）。その内5例は6mを僅かに超えるものであり、残りの4例は、何れも7mを超える柱間寸法と  

なっている。内部柱間寸法が約6mまでは、連続的な使用が見られることから、内部柱間寸法の限界が約6m、  

13  

即ち約20ftと認識されていたのではなかろうか。尚、も7mを超える柱間寸法をもつ建築の内1例は、Troizen  

のHallofAsklepieionで、建物の短部が解放されたホール型の建物である。また、他の3例は北アフリカのキ  

レーネという都市に建設されたもので、特殊例であると考えられる。  

14 翼部突出長さ（P画）が翼部正面柱間寸法（IW）のn倍（nは整数）とすれば、突出長さは  

Pr句  ＝nXIW  

となる。また、翼突出部の正面側の隅柱間をIPA、隅柱間短縮量をACとすると、  

IPA  ＝IW－AC  

となる。この場合、翼突出部の入り隅側の柱間が延長される。延長された入り隅側の柱間寸法（IPR）は、下  

記のような関係式が成り立つ。  

Pr句  ＝nXIW  

＝IPR＋（n－2）×IW＋IPA  ＝IPR＋（n－1）×IW－AC  

これをIPRについて解けば、IPR＝IW＋ACとなり、隅柱間短縮量（AC）分だけ延長されたことになる。従っ  

て、中央部側アーキトレイブ中心から翼突出部における入り隅側から2番目の円柱上に乗るトリグリフ中心  

までの距離が、IPR＝IW＋ACとなる。アーキトレイプ幅をAWとすれば、中央部側のアpキトレイブ表面  

－ 76 －   



3－1．StoaorPhilipathlegalopolis  

から翼突出部における入り隅側から2番目の円柱上に乗るトリグリフ中心までの距離（IF）は、  

IF  ＝IPR－AW／2  ＝IW＋AC－AW／2  

となる。翼突出部にm個のトリグリフ＋メトープのユニット（unit＝T＋Met）が乗せられる場合、入り隅部  

近くのメトープをMetRとすれば、中央部側のアーキトレイブ表面から翼突出部における入り隅側から2番目  

の円柱上に乗るトリグリフ中心までの距離（IF）は、  

IF  ＝（m－1）×unit＋T／2＋MetR  

と表記することもできる。Tはトリグリフ幅、Metはメトープ幅であり、IW＝mXunitとなる。従って、IF  

に関する2つの比例関係式から、MetRについて解けば、下記のようになる。  

Me侃  ＝IF－（m－1）×uniトT／2  

＝（IW＋AC－AW／2）－（m－1）×unit－T／2  

＝mXunit＋AC－AW／2－（m－1）×unit－T／2  

＝AC－AW／2＋unit－T／2  

＝AC－AW／2＋（Met＋T）－T／2  

＝Met＋AC－（AW－T）／2  

ACは隅柱間短縮量で、隅柱間短縮量の理論値はAC＝（AW－T）／2であるから、上式は理論上、MerR＝Metと  

なる。以上の結果から分かるように、翼部突出長さを翼部正面柱間寸法の整数倍とし、正面側柱間に隅柱間  

短縮が施されれば、入り隅近くにあるメトープも含めて、理論上、翼突出部のトリグリフとメトープは全て  

同寸法となる。   

15 J・J・Coulton，TheTreatmentofRe－entrantAngls，BSA61，1966，PP．142－146  

入り隅部近くのメトープ幅が通常のメトープ幅と同寸法であるなら、その上部に置かれるコーニスの下面に  

は2つのビアと一つのミューチュールを配置することができる。クールトンは、ここに通常の物より若干長  

いミューチュールとビアが一つずつ配置されると考える。従って、入り隅部に最も近い翼突出部のコーニス  

下面に、通常の大きさに近いミューチュールを配置するために、翼部突出長さが翼部柱間寸法の整数値とし  

て決定されたというのが、クールトンの考えである。  

16 スタイロベイト上のストア長さ（L）と翼部柱間寸法との比例関係は、下記のように計算できる。  

L  ＝2W＋C  

C  ＝60IW－2SA  ＝60IW－4／9IW   ＝595／9IW  

L  ＝2×（82／7IW）＋595／9IW  ＝768／63IW  （差0．054m）  

従って、500rtを76で除する方法は、スタイロベイト上のストア長さを500rtとして翼部柱間寸法を算出す  

る簡易的な計算法とも考えられる。因みに、IW＝500rt一′（768／63）で計算すれば、翼部柱間寸法は下記のよ  

うになる。  

IW  ＝500ft／（768／63） ＝6681／119ft  一十69／16ftor65／8ft  

17 IW＝65／8托の場合、最終的にスタイロベイト上のストア長さ（L＝155．55m）は5041侶托となる。従って、  

下記のようにして1rtの長さを算出した。  

1root  ＝155．55m／（5041ノ8）  ＝0．30855m  

18 W＝5413！16ft，IA＝79／16ftである場合、翼部正面柱間寸法（IW）の平均値は、下記のように算出される。  

IW＝（W－2IA）／6 ＝659／96ft  （差0．000m）  

19 円柱下部直径は筆者による復元寸法である。このストアの円柱下部直径はフルートにおける直径として示さ  
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れており、その寸法はD■＝0．813mである。これは翼部正面柱間寸法（IW）の2／5倍に相当する。  

D－  ＝2／5日V  ＝213一／20rt  →25侶rt  （差＋0．003m）  

20 IW＝61！！2ftの場合、最終的にスタイロベイト上のストア長さ（L＝155．55m）は4941i2ftとなる。従って、  

下記のようにして1rootの長さを算出した。  

1bot  ＝155．55m／（4941ノ′2）＝0．31456m  

21ⅠⅥr＝69・′16rtの場合、最終的にスタイロベイト上のストア長さ（L＝155．55m）は4991′′4rtとなる。従って、  

下記のようにして1rootの長さを算出した。  

1bot  ＝155．55m／（4991ノ4）  ＝0．31157m  
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3－2．ヘレニズム初期に建設された巨大ストアの設計法  

－コリントの南ストアの設計法－  

3－2－1．はじめに   

メガロポリスにフィリイプのストア（紀元前338－330年建設）が建設されて暫くして、同じペロポ  

ネソス半島のコリントのアゴラ南端に、フィリップのストア同様、極めて長大なストアが建設された  

（紀元前4世紀末、若しくは3世紀始め建設）1）。   

コリントの甫ストアは巽付ストアではなく、ストアで最も一般的な横長の箱形のストアである。ただ、  

フィリップのストアが、建設当時、最長のストアとして建設されたのと同様、甫ストアも建設された当  

時としては最長のストアであった。ストアの長さは、フィリップのストアが155．55m、コリントの南ス  

トアが164．47mと共に150mを超える長大な物で、前節で記したように、150mを超えるストアは極め  

てまれであった。この様に、稀有な規模のストアが、同じペロポネソス半島に、年代を開けずに建設さ  

れていることから、これら2つのストアの設計法に何らかの類似性が存在していたとしても、不思議な  

ことではない。また、フィリップのストアの奥行方向の寸法の決定過程は、通常の巽付ストアの奥行方  

向の寸法決定過程と異なっていることを鑑みれば、他の平面形式をもつストアとの設計法の比較が重要  

となる。従って、フィリップのストアの設計法と比較検討するために、コリントの甫ストアの設計法に  

閲し分析するのが、本節の目的である。   

コリントの南ストアの遺跡の状況は必ずしも良好とは言えないが、ブロンナ一により詳細な研究が行  

われ」平面及び立面・断面等の復元がなされている。本節において用いる南ストアの各部寸法の実測値  

は、このブロンナーの報告書より得るか、それらの寸法を使用し、単純に四則算で求めた。尚各部寸法  

及び各部を表す記号は、表3－2－1（1）（2）の（A）（B）欄に記したユ）。また、主要な各部を表す記号は、  

図3－2－1、図3－2－2にも示した。   

南ストアの平面形式は、図3－2－1及び図3－2－2に見られるように、基本的には単純な箱型で、2列の列  

柱廊があり、列柱廊の背後には前後に2列、横に33列の部屋が並んでいる。後室の奥行は前室と同じで  

あるが、東西両端の2部屋だ桝ま他の部屋より奥行が長くなっている。部屋は主に食堂として利用され、  

後室が厨房として使用されていたらしい。部屋の上部には2階があり、東端と西端の前室から上るよう  

になっており、宿泊施設と考えられている3）。  

汀
止
 
 Fig．3．2－l・Theplqnof†hesou†hs†oc7q†Corjn†h  
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ストアの正面にはドリス式オーダーが用いられ、側面にもトリグリフとメトープのパターンを持つド  

リス式フリーズが巡っていた。正面のドリス式円柱は横に71本並び、両端部にもアンタではなく円柱  

が立てられていた。内部にはイオニア式円柱が、正面列柱の2柱間毎に配置されている。しかし、それ  

らは部屋の間仕切り壁の位置とはまったく対応していない。   

以上のことから、コリントの南ストアでは、長さ方向においては、円柱位置と部屋の間仕切り壁の位  

置の不一致、奥行方向においては、東西端の後室だけ奥行が長くなっていることが特異であり、これら  

のことに注意しながら設計法の分析を行うこととする。  

3－2－2．平面上の各部寸法問に見られる比例関係   

比例関係の分析から、柱間寸法（Ⅰ）とストア長さ（L）との間に、下記の関係が在るのが分かる。  

L  ＝703／10Ⅰ  （差0．038m）  

従って、ストア隅から2番目の円柱中心からスタイロベイト端までの距離（IA）は、下記のようになる。  

IA  ＝13／20Ⅰ  （差0．010m）  

3／10Ⅰという端数は、一見、複雑な分数のように思えるが、（1／2－1ノ5）Ⅰと表すことができる。即ち、L  

＝701／2Ⅰ－1／5Ⅰとなる。ストア長さがL＝701／2Ⅰの場合、隅柱間短縮が無く、両端の円柱もスタイロ  

ベイトの中心に置かれることになる。即ち、堀内氏の言うRde2に相当する比例関係である。これから  

1／5Ⅰをストア長さから減ずることは、第二柱位置寸法（IA）を1／10Ⅰ減じたことになる。  

IA  ＝11ノ4Ⅰ－1／10Ⅰ ＝13／20Ⅰ  

「
岳
↓
－
虚
 
」
銘
 
」
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円柱中心が、スタイロベイト端から1／4Ⅰの距離に据えられる場合、1／10Ⅰが隅柱間短縮量となるが、こ  

のストアの柱位置寸法（SA）は2ノ9Ⅰとなっている。従って、隅柱間寸法（Ⅰ弧）は、下記のようになる。  

（差0．020m）  SA  ＝2／9Ⅰ  

Iax  ＝IA－SA  

＝11／4ト1／10ト2／9Ⅰ  ＝167／180Ⅰ  （差0．010m）  

従って、隅柱間寸法（Ⅰ弧＝167／180Ⅰ）は、柱間寸法との比例関係で決定されたとは言えるような関係  

ではないことが分かる。また、部屋の幅（RW）は壁の心々間でRW＝21ノ8Ⅰとなっている。これはス  

トア長さを、33の部屋数で割ることで求められたと考えられる。  

RW   ＝L／33 ＝（703／10）Ⅰ／33 ＝243／330Ⅰ→21／8Ⅰ  （差0．005m）   

コリントの南ストアで最も特徴的な比例関係は、列柱背後に並べられた部屋の奥行寸法と柱間寸法と  

の比例関係である。梗準的な部屋の奥行寸法（R）と東西端の後ろ側の部屋の奥行寸法（RB）は、柱間  

寸法（Ⅰ）と極めて単純で正確な比例関係となっている。  

（差0．007m）  

（差0．008m）  

R  ＝21／4I   

RB  ＝3Ⅰ  

当然、東西端の部屋の背面側への突出長さ（RP）も、柱間寸法（Ⅰ）との単純な比例関係となる。  

RP  ＝3／4Ⅰ  （差0．（氾1m）  

棲準的な部屋の奥行の2倍に、東西端の部屋の背面側への突出長さ（RP）を加えた長さが、壁心間での  

ストアの東西両端の部屋部分の奥行（Dpt）となる。また、両端以外のストアの部屋部分の奥行（DpCT）  

は、壁心間で、擦準的な部屋の奥行の2倍となる。  

Dp－  ＝2R＋RP  ＝R＋RB  ＝51／4I  

D〆：t  ＝2R  ＝41／2Ⅰ  

ところで、トイコベイトの幅（ToiW）は0．6lm～0．70mまで様々ではあるが、この中間値は0．655m  

となり、柱間寸法のおよそ2ノ7Ⅰとなる。また、オルソツタットの幅（0汀Ⅳ、壁のオルソスタット部の  

厚さ）は1／5Ⅰとなっている。  

（差0．013m）   

（差0，003m）  

ToiW  ＝2／7I   

OrtW  

＝1ノ（31／2）Ⅰ   

＝1／5Ⅰ  

1／4Ⅰというのはトイコベイト幅とオルソスタット幅の間に位置する寸法である。従って、これを設計上  

の壁厚であると考えれば、部屋の奥行方向の寸法は、部屋の内法寸法が2Ⅰ、壁厚が1ノ4Ⅰとして設計さ  

れたと考えられる。従って、東西両端以外のストアの部屋部分の奥行は、列柱廊と部屋を仕切る壁の中  

心から背部の部屋の壁の外面までの距離（RDp）として、下記のように表記できる。  

RDp  ＝（1ノ4Ⅰ）／2＋2Ⅰ＋1ノ4Ⅰ＋2Ⅰ＋1／4Ⅰ ＝45／8Ⅰ  

また、同様に、列柱廊の奥行寸法は、5Ⅰの廊下の前後に、1ノ4Ⅰという理念上の壁厚寸法が加えられ求  

められたと考えることができる。従って、列柱と部屋を仕切る壁の中心からスタイロベイト端までの列  

柱廊奥行（FDp）は、下記のように表記できる。  
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FDp  ＝1／4Ⅰ＋5Ⅰ＋（1／4Ⅰ）ノ′2  ＝53溜Ⅰ  （差0．似8m）  

東西両端以外のストア奥行（DpC）は、列柱廊奥行（FDp）と通常部におけるストアの部屋部分の奥行  

（RDp）の和として求めることが出来る。  

DpC  ＝FDp＋RDp  （差0．005m）の  ＝10Ⅰ   

コリントの南ストアでは、東西の両端だけ部屋が後方に突き出され、部屋部分の奥行（BDp）が列柱廊  

奥行（FDp）と同寸法なるよう意図されたことは明らかである。この様にすれば、列柱廊と部屋を仕切  

る壁の上部に棟木を置き、その前後に同じ勾配の屋叔を書くことが可能となるからである。従って、東  

西両端におけるストアの奥行寸法（Dp）は、列柱廊の奥行寸法（FDp）の2倍として求められる。また、  

東西端の部屋の背面側への突出長さ（RP）は、列柱廊奥行（FDp）と通常部におけるストアの部屋部分  

の奥行（RDp）との差によって求められる。以上の設計概念を、図3－2－3の右側に示した。  

BDp  ＝FDp  ＝53！8Ⅰ  （差0．048m）  

Dp   ＝FDp＋BDp  ＝103／4Ⅰ  （差0．096m）  

RP  ＝BDp－R坤  ＝FDp－RIヰ  ＝3／4Ⅰ   

ここで問題となるのが、設計上の壁厚（1／4Ⅰ）と実際施工されたトイコベイト幅（ToiW＝2／7Ⅰ）や  

オルソスタット幅（0爪W＝1／5Ⅰ）との差である。部屋の奥行寸法（R）は、壁の心々間で正確に21／4  

Ⅰとなっていたので、このストアの壁部においては、施工上の寸法は壁心で押さえられたと考えられる。  

東西両端部での列柱廊背後の部屋部分の奥行は、壁心間で51／4Ⅰとなる。これにトイコベイト幅の1／2  

を加えたのが、東西両端部でのストアの部屋部分の奥行（BDp）となる。また、列柱廊の奥行（口々）は  

これと同寸法であり、東西両端におけるストアの奥行（Dp）はこれの2倍となる。  

BDp  ＝51／4I＋ToiW／2 ＝51／4Ⅰ＋1／7Ⅰ ＝511／28Ⅰ   （差0．006m）  

＝51／4Ⅰ＋1／7Ⅰ ＝511／28Ⅰ  （差0．（X帖m）  FDp  ＝BDp  
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Dp  ＝FDp＋BDp   ＝101！2I＋2／7Ⅰ ＝1011／14I   （差0．O12m）  

511ノ28Ⅰや1011り4Ⅰは、柱間寸法の比例関係で決定されたと言うには複雑すぎる分数を含んでいる。  

従って、トイコベイト幅を用いてなされたストア奥行方向の設計過程は、最終的に寸法を決定し施工す  

る実設計であると考えられる。これに対し、設計上の壁厚である1月Jを用いて柱間寸法との比例関係  

により導き出された各部寸法の設計過程は基本設計と考えられる。実設計の比例関係を、図3－2－3の左  

側に記した。   

ところで、東西両端以外のストア奥行（DpC）は、列柱廊奥行（FDp）と通常部におけるストアの部  

屋部分の奥行（RDp）の和であると先に述べた。その時の計算では、即ち、基本設計ではFDp＝53／8I、  

RDp＝45／8Iとなった。しかし、実設計ではFDp＝51／4I＋1／7Ⅰとなる。RDpは、列柱廊と部屋部を仕  

切る壁の中心からオルソスタット外面までの長さであるから、下記のように計算できる。  

mp  ＝2R＋OrtW／2  ＝41／2Ⅰ＋1／10Ⅰ ＝43／5Ⅰ  

従って、東西両端以外のストア奥行（DpC）は結果的に下記のように計算できる。  

DpC  ＝FDp＋RDp  

＝（51／4Ⅰ＋1／7Ⅰ）＋（41／2Ⅰ＋1／10Ⅰ） ＝9139／140Ⅰ  （差0．020m）   

さて、柱位置寸法（SA）には柱間寸法（Ⅰ）との間に、SA＝2／9Ⅰという比例関係があることを前に  

述べた。スタイロベイト石材幅（S）は柱位置寸法の凡そ2倍であると考えられる。  

S  ＝2SA ＝4j9Ⅰ  （差0．O15m）  

また、円柱下部直径（D）及びアンタ幅（AnW）は、2／5Ⅰという同じ比例関係から導き出されたように  

思える。ただ、円柱下部直径の理論値は、実測値との差が幾分大きい。2／5Ⅰという比例関係で導き出さ  

れた寸法が、何らかの理由で、若干変更されたのかもしれない。  

（差0．024m）   

（差0．004m）   

D  ＝2ノ5I   

AnW  ＝2ノ5Ⅰ  

トイコベイトの幅（ToiW）やオルソスタット幅（OrtW）は柱間寸法（Ⅰ）の比例関係によって求めら  

れたことを先に述べた。オルソスタットの上に乗る壁材の厚さ（Wr）も柱間寸法（Ⅰ）との比例関係で  

算出されたと考えられる。  

（差0．018m）   Ⅵ  ＝1ノ5Ⅰ  

さて、クレビス幅（CreW）やユーティンテリア幅（altW）は、正面と側面で寸法が異なっている。と  

ころがその和は同寸法となっており、柱間寸法（Ⅰ）との単純な比例関係が見られる。  

CreWfront＋nltWfrozd  ＝0．470m  ＝l／5Ⅰ  （差0．002m）  

CreWSidc＋Ⅰ如tWSidc  ＝0．475m  ＝li5Ⅰ  （差0．007m）   

また、正面側のクレビス幅（CreW）は、柱間寸法（Ⅰ）の1／7Ⅰとして求められる。従って、ユーティン  

テリア幅（EutW）は、1′′5ト1／7Ⅰとして算出された寸法であると考えられる。  

CreW丘01止  ＝1ノ7Ⅰ  （差0．009m）  

nltⅥ沌ont  
＝1ノ5ト1／7Ⅰ   ＝2／35Ⅰ  （差0．011m）  
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TQble3－2－1（l）．Proportionsbe†weenelemen†son†hepIQn  

（A）   （B）   （C）   の）  

elememts  
meおure．  de托rence  

町皿bl  Pmpo鵬oll  
（m）   

0verallhng也witbEulbynteria   OEL   165．42  

0vera11u氾gthonCrepis   OL   165．1＄  

0ve一山1DeptbonCrepis  

with Toichobate pIoiection ODp   25．5（i5   

bngtI10ntbeStylobateorStoa   L   1ふl．47  ＝703／10Ⅰ   0．03＄   

DeptbonStylobate  
Dp   25．24  ＝Ca．103／4Ⅰ   0．096   

withToichobaleprqiection  

DeptbonStylobatealCentldPa正   DpC   23．395  ＝10Ⅰ   0．005   

AxialIntercolumniationatCentralPart  2．339   

AngleAxiallntercolumiationatWings（？）  Iax   2．16   

Distance丘omsecondColumJIAxis  
1A   ＝13／20Ⅰ   0．010  

toed亡eO【StYlobate  

AngleContractionatWings   AC   0．179  

AxialWidthofShops   RlⅣ   4．965  ＝21侶Ⅰ   －0．005   

DモptborColomade   
FDI, 12．62  ＝Ca．53／＄Ⅰ   0．048   

（Sりlobateadge－Wallaxis）  

DepthorBackRooms   BDp   12．62  ＝Ca．53／＄Ⅰ   0．0∠は   

AxialDep也0†nomalSbops   R   5．27  ＝21／4Ⅰ   0．007   

AxialDepthofEnd－BackShops   RB   7．0ヱ5  ＝3Ⅰ   0．00S   

n句ectionofEnd－Sbops   RP   1．755  ＝3／4Ⅰ   0．001   

Distance丘omColtmAxis  
SA   0．封  ＝2ノ9Ⅰ   0．020   

toedgeorSりlobate  

StylobateWidth   S   1．055  ＝4／9Ⅰ   0．015   

LowモーDiameterC0111mn（Ca．0．96m）  D   0．96  ＝2／5Ⅰ   0．024   

Anbwidtb（Ca．0．94m）   A血W   0．94  ＝2／5Ⅰ   √ 0．004   

WidthofEuthynteriaatEfont   EutlⅣ丘ont   0．145  

Wi血hofEutbyntedaatside   EutWside   0．12   

Wi血bofCrepis戚丘ont   C托1Ⅳ丘ont   0．325  ＝1／7Ⅰ   －0．009   

Ⅵ血hofCrepisatside   C托Wside   0．355   

Wi血borEutbynteda＋Crepis水魚ont  ECⅣ丘ont   0．47  ＝1／5Ⅰ   0．002   

WidthofEuthynteria＋Crepisatside   ECⅣside   0．475  ＝1／5Ⅰ   0．007   

Dist且nCe丘omcenteIOrendwall  
ToiAざide   0．315  ＝1／7l   －0．019   

toedgeofToichobateatside  

WidthofToichobate（Ca．0．61m－0．70m）  ToiW   0．655  ＝2／7Ⅰ   －0．013   

＝1／5Ⅰ  －0．003  
0血ostateTbickness（Ca．0．465）   0．465   ＝4／90止H  ・0．002   

WallTbickness＝nOmal   0打Ⅳ            WT   0．45  ＝1／5Ⅰ   －0．018  

以上のことから、平面上における各部寸法は、基本的には柱間寸法を基準寸法として、基準寸法との  

比例関係により設計されたか、基準寸法との比例関係から算出された各部寸法を足したり引いたりする  

ことにより求められたと考えられる。これらの比例関係は、表3－2－1（1）に纏めて示した。  

3－2－3．立面上の各部寸法閤に見られる比例関係  

立面寸法においては、多くのドリス式建造物と同じようにトリグリフ幅（T）及びメトープ幅（Met）  
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TQble3－2－1（2）．Proportionsbe†weenetemen†son†heelevq†ion  

（A）   （B）   （C）   （D）  

elemenb  
野mbol   

meaSure．  Propo血on   defもーence  
（m）  （m）   

Width ofTriglyph T   0．455  ＝1／5Ⅰ   －0．013   

Wi血borMetope   hId   0．715  ＝3／10Ⅰ   0．013   

Arc鮎tIaVeHeigbt   A   0．634  ＝3／5Ⅰ×（51／2）／12   －0．∝汐   

HeigbtorFdeze   F   0．745  ＝3／5Ⅰ×（61／2）／12   －0．015   

HeightorComice   CorH   0．23  ＝1／10Ⅰ   －0．竃X）4   

HeightofUpper＆LowerCrepis   CIeH   0．Z7  ＝1ノ9Ⅰ   0．010   

Height of Stylobate StyH   0．263  ＝1／9Ⅰ   0．003   

HeightofCrepidoma（CreH＋StyH）   CSH   0．533  ＝2／9Ⅰ   0．013   

HeigbtorO仙鵬bte（は・1・05m）   0止H   1．05  ＝4／9Ⅰ   0．010   

Colu皿heigb（H＝±0．15m）   H   5．70   

HbeighofColumnShaLt（H－CapH）   Sh正H   三51／2D   0．020  

UpperDiameterofColumn   d   0．794  ＝5ノ6D   －0．（X16   

＝1ノ14Sha鉦Ⅰ  0．016  
Capital Height CapH   0．395   ＝1／15H  －0．012   

AbacusHeight（0・168m－0・17m）   AbH   0．169  ＝3／7CapH   0．169   

AbacusWid也   AbW   1．03  ＝H／（51／2）   －0．006   

ThicknessofArchitrave   AW   0．90  ＝7侶AbW   －0．001   

が、およそ2：3の比例関係となっており、柱間寸法とは下記の通りの比例関係となると考えられる。  

T  ＝2／3Met  （差0．022m）  

T  ＝1／5Ⅰ  （差0．013m）  

Met   ＝3／10Ⅰ  （差0．013m）  

また、基壇及びオルソスタットの各高さも、柱間寸法（Ⅰ）との比例関係から割り出されたと考えられる。  

（差0．001m）   

（差0．006m）   

（差0．013m）   

（差0．010m）  

CreH（クレビス高さ）  ＝1／9I  

StyH（スタイロベイト高さ）  ＝1／9I  

CSH（基壇高さ）  ＝2ノ9I  

O止H（オルソスタット高さ）  ＝4／9Ⅰ  

エンタブラチュア各部の高さは、基準寸法となるような同一寸法との単純な比例関係が見出せない。た  

だ、アーキトレイブ高さ（A）とフリーズ高さ（F）を合わせた寸法は、柱間寸法（Ⅰ）の3／5として計算  

できる。また、コーニスの高さ（CorH）も柱間寸法（Ⅰ）との単純な比例関係で求めることが出来る。  

（差0．024m）   

（差0．004m）  

A＋F  ＝3／5I   

CorH  

＝6／10Ⅰ   

＝1／10Ⅰ  

更に、アーキトレイプアーキトレイブ高さ（A）とフリーズ高さ（F）との間には、11：13＝51／2：61／  

2という比例関係が成立している。A：F＝5：6という比例関係は比較的多く見受けられることから5）、  

A：F＝51／2：61／2という比例関係の可能性も十分考えられる。  

A  ＝（（51／2）ノ（61／2））×F   ＝11．／13F  （差0．0似m）   

最後に、円柱各部寸法の比例関係に閲し、検討する。細部に関しては様々な比例関係が見られ、また、  
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円柱の高さについては復元寸法の誤差が±0．15mと大きいので、設計手順を明確に示すのは困難である。  

ただ、下記に示す一連の比例関係は、円柱の各部寸法を具体的に比較検討しながら決定する設計過程と  

して、一つの大きな可能性を示唆していると考えられる。   

先ず、円柱下部直径（D）から、その5ノー6が円柱上部直径（d）、51ノ2が柱身の高さ（ShdlI）という、  

単純な比例関係により求められる。次に、柱頭の高さ（Cap）が柱身の高さの1／14として計算され、柱  

身の高さと柱頭の高さを合わせた寸法が円柱の高さ（H）となる。さらに、円柱の高さを51／2で割った  

値がアバクスの幅の寸法（AbW）となり、アバクス幅の7／8がアーキトレイブ幅（AW）となる。また、  

アバクスの高さ（AbH）は柱頭の高さ（CapH）の3！7として求められる。  

（差0．∝略m）   

（差0．020m）   

（差0．016m）6）  

d  ＝5／6D   

Sham  ＝51／2D   

CapH  ＝1／14Sha什I  

H  ＝S血am＋CapH   

AbW  ＝H／（51ノ2）   

AW  ＝7／8AbW   

AbH  ＝3／7CapH  

（差0．006m）   

（差0．001m）   

（差0．000m）   

ヴイトゥルヴイウスは、高さが15pedes以下の円柱では、その上部直径は下部直径の5／6とすること  

を推奨している勺。甫ストアの円柱は15pedesよりは高くはなるが、ここに見られる比は当にヴイトゥ  

ルヴイウスの示す比例関係である。また、ヴイトゥルヴイウスは柱間と円柱の太さに応じて、円柱下部  

直径を円柱高さの1／8、1／（81／2）、1／（91／2）等とするよう記しているさ）。ここでは円柱の高さではなく  

柱身の高さが円柱下部直径の1／（51ノ2）倍となっており、ヴイトゥルヴイウスが示す比例関係に類似し  

ている9）。   

円柱の高さの1／（51／2）倍がアバクス幅となっている。円柱下部直径が柱身の1／（51／2）、アバクス幅  

が柱身より若干寸法の大きい円柱の高さの1／（51／2）という関係が成立すれば、アバクス幅が円柱下  

部直径の寸法より、若干大きな寸法として算出されることになる。アバクス幅が円柱の下部直径より若  

干大きい寸法となるのが一般であることを鑑みれば10）、「下部直径より若干大きなアバクス幅」という  

関係を明確に作り出せる寸法決定の手順として注目に催する。同様に、アバクス幅の7ノ8でアーキトレ  

イブ幅を算出すれば、アバクス幅の1／16だけゆとりを残し、アバクスの上にアーキトレイブを乗せるこ  

とが瞬時に認識できる11）。このように、ここで示した一連の比例関係は、それぞれの比例関係が円柱各  

部寸法において明確な意味を有するものであると考えられる。   

以上のように、立面各部寸法の内、エンタブラチュア各部寸法は柱間寸法を基準寸法として、基準寸  

法との比例関係から求められたと考えられる。即ち、モデュラー方式により寸法決定がなされたと考え  

られる。一方、円柱各部寸法は、円柱の下部直径から始まりアーキトレイブ幅に到達する一連の比例関  

係から、連鎖方式により求められたと考えられる。尚、上記で記した比例関係は、表3－2－1（2）に纏めて  

示した。  
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3－2－4．各部寸法の古代尺への換算と設計過程   

コリントの南ストアのように、長大なストアにとって重要な要素はその長さであろう。1footの長さ  

が0．295m～0．33mの範囲にあると仮定すれば、スタイロベイト上のストア長さは、498．39rt～557．53  

rtと計算できる。この範囲内ではストア長さが500ft、若しくは550rtが、設計の初期値として相応し  

い単純な寸法である。従って、本節では、コリントの南ストアのストア長さが500軋 及び550ftから  

始められる設計過程について考察する。   

先ず、ストア長さに500rtという初期値が与えられた場合、柱間寸法は下記のようにして算出される  

と考えられる。この場合、1ftの長さは0．32828mとなる1ヱ）。  

Ⅰ  ＝500丘／70  ＝71／7rt  →71侶rt13）   （差0．（X氾m）  

従って、スタイロベイト上におけるストアの長さ（L）、第二柱位置寸法（IA）、柱位置寸法（SA）、部  

屋の幅（RW）、オルソスタット壁心からトイコベイト端までの距離（ToiA）及びトイコベイト幅（ToiW）  

は、下記のように計算できる。  

L  ＝703／10Ⅰ  ＝50071／80ft  一→5007／8ft  

IA  ＝13／20Ⅰ  ＝831／160rt  一→83／16魚  

＝17／12丘  一→19／16rt   

＝159／64れ  一→151／8ft  （差0．000m）  

SA  ＝2／9I   

RW  ＝21侶I   

ToiA   ＝1／7I   

ToiW  ＝2／7Ⅰ  

＝11／56丘  一＋1rt   

＝21／28ft  →2爪  （差0．002m）  

部屋の広さは、物理的に必要な寸法として認識されていた可能性がある。この場合、壁の心々間で15ft  

四方というのが建築家が求めた部屋の広さであったのかもしれない。部屋の幅が心々間で15ftである  

と想定された場合、500爪を15rtで割った値から、部屋数が決定されたと考えられる。即ち500rt／15  

れ＝331ノ3から33という部屋数が求められる。正確な部屋の幅（RW）は、逆に、ストア長さ（L＝500  

7個食）を33等分して求められたと考えられる。  

RW  ＝5007／8ft／33  ＝1547／2糾n  →151／8ft   

或いは、ストア長さの初期値である500ftを33で除して算出された可能性もある。  

RW  ＝500rt／33  ＝155／33rt  一す151個食   

何れにしろ、部屋の幅（RW）は151／8ftとなる。ところが、部屋の幅から計算したストア長さ（L＝RW  

X33＋2×ToiA）は、5011！8ftとなり、柱間寸法から算出されるストア長さとl／4ftの差が生ずる。  

そこで、この差を縮めるために、柱位置寸法（SA）が1dactyl延長され、オルソスタット壁心からトイ  

コベイト端までの距離（ToiA）がIdactyl縮められることにより、501ftというストア長さが決定され  

たと考えられる。また、柱位置寸法（SA）が1da叫・1延長されることは、同時に、第二柱位置寸法（払）  

も1血ctyl延ばされることを意味する。  

L  ＝5007／8ft＋l！8ft＝5011／8ft－1／8ft ＝501ft  （差0．002m）  
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TQbre3－2－2（l）・Ancien†f00†ofeqche［emen†on†hepIQn（lfoo†＝0．32828m）  

（A）   
（B）   （C）  

1bot＝0．32＄ヱ8m   
（D）  

S）■mbol  h・1easure．   
（呵   AncientFoot   de托IenCe （m）   

ProcessofCalculati01l   

OEL   165．42   503 7溜   0．008  ＝L＋2ECW＝5037ブ8R   

OL   165．18   5031／8   0．014  ＝L＋2CreW（Side）＝5031！8R   

ODp   25．565   77 7ノ8   0．000  ＝Dp＋CleW仲ont）＝777／8魚   

L   16（l．47   501   0．002  ＝703／10Ⅰ＝50071一喝0→5007／8丘→501魚   

Dp   25．24   76 7／8   0．003  ＝汗p＋BDp＝767／＄R   

＝1／7Ⅰ＋51／4Ⅰ＋41／2Ⅰ＋1／10Ⅰ  

DpC   23．395   711／4   0．005   ＝（11／56＋3713／32＋351／16＋57侶0）R  

→（1＋377／16＋351／16＋3／4）魚＝741ノ4托   

2．339   71／8   0．000  ＝500R／70＝71／7良一◆71鳩R   

Iax   2．16   6 5．／8   －0．015  ＝IA－SA＝65／8魚   

2．70   さ1ノ4   －0．008  ＝13／20Ⅰ＝831／160R→83／16魚一◆81／4魚   

AC   0．179   1／2   0．015  ＝Ⅰ－Iax＝1／2R   

RW   4．965   151／8   0．000  ＝21／8Ⅰ＝159／糾魚→151／8氏   

FDp   12．62   38 7／16   0．002  ＝51／4Ⅰ＋1／7Ⅰ＝3713／32魚＋11／5る魚   

BDp   12．62   3＄ 7／16   0．002  →377／16R＋1R＝3g7／16氏   

R   5．27   161／16   －0．003  ＝21／4Ⅰ＝161／32R→161／16允   

RB   7．025   213ノ＄   0．00＄  ＝3Ⅰ＝213／8魚   

RP   1．755   5 5／16   0．011  ＝3／4Ⅰ＝511ノ32一◆51／3魚   

SA   0．54   15／さ   0．007  ＝2／9Ⅰ＝17／12ft一◆15侶R   

S   1．055   3 3／16   0．1X）9  ＝4／9Ⅰ＝31／6魚→33／16魚   

D   0．96   215／16   －0．004  ＝2／5Ⅰ＝217／20允→27／8爪→215／16允（？）   

An   0．94   2 7／8   －0．004  ＝2／5Ⅰ＝217／20魚→27／＄R   

ElllWfiont   0．145   7／16   0．001  ＝ECW－CleW＝7／16魚   

EutCl;side 0．12   3／8   －0．0（8  ＝EClⅣ－CreW＝3／＄魚   

CreW舟onl   0．325   －0，0（）3  ＝1／7Ⅰ＝11／56魚→1fl   

CIeW’side   0．355   11／16   0．（X）6  ＝1／7Ⅰ＝11／56魚→11／16R   

ECW丘0Ilt   0．47   17／16   －0．002   

＝1／5Ⅰ＝117／40R→17／16R   
ECWside   0．475   17ノ16   0，003   

ToiAside   0．315   15ノ16   0．007  ＝1／7Ⅰ＝11／56魚一◆1R一寸15／16魚   

ToiW   0．655   2   －0．002  ＝2／7Ⅰ＝21／2＄魚→2魚   

17／16   －0．007  ＝1／5Ⅰ＝117／40魚→17ノ16魚   

0止W   0．465  13／8   －0．001  ＝1／5Ⅰ＝117／40托→13／8允   

」  ′ 出〃‘′  ′ J′ ′ ／ ′ ／  0．J∫6  

＝15侶n  （差0．007m）14）   

＝15／16ft  （差0．007m）15）  

＝81ノ4ft  （差0．（氾8m）  

SA  ＝19／16ft＋1ノ16rl   

ToiA  ＝1fト1／16ft   

IA  ＝83／16札＋1′／16ft  

隅柱間寸法（Ⅰ狐）と隅柱間短縮量（AC）は、結果的に下記のように決定する。  

Ⅰ狐  ＝m－SA  ＝65／8ft  （差0．015m）  

AC  ＝I－AC  ＝1／2ft  （差0．015m）  

壁のJL、々間における一般的な部屋の奥行寸法（R）、東西端後部の部屋の奥行寸法（RB）、東西端の部屋  
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T（】bIe3－2－2（2）．Ancien†f00†ofe（】CheIemen†on†heelevcl†ion（lfoo†＝0．32828m）  

（C）  

（A）   （B）  

1bot＝0．32＄2＄m   
の）  

Symbol  htea5u托．  AncientFoot （氏）  de托rence （m）   ProceおOrCalculatiom   

T   0．455   13侶   0．（X）4  ＝1／5Ⅰ＝117／40氏→13／＄允   

Met   0．715   2 3／16   －0．0（8  ＝3／10Ⅰ＝211／80丘→23／16魚   

A   0．634   115／16   －0．002  ＝41／4氏×11／24＝191／96氏→115／16丘   

F   0．745   21／4   0．006  ＝41ノご4RX13／24＝229／96丘→21／4R   

Co【H   0．23   11．J16   0．004  ＝1／10Ⅰ＝57侶0良一◆11／16氏   

CreH   0．27   13／16   0．003  ＝1／9Ⅰ三19／24R→13／16氏   

SサH   0．263   13／16   －0．∝I4  ＝1／9Ⅰ＝19／24氏→13／16R   

CSH   0．533   15侶   0．000  ＝2／9Ⅰ＝17／12R→15侶氏   

0止H   1．05   3 3／16   0．0（）4  ＝4／9Ⅰ＝31ノ6氏→33／16R   

H   5．70   17 5／16   0．017  ＝Sham＋CapH＝175／16R   

Sha丘1   5．30   161ノ8   0．006  ＝51／ZD＝165／32氏一◆161／＄R   

d   0．794   2 7／16   －0．00（；  ＝5／6D＝243／96允→27／16R   

0．395   0．005  ＝1／14SbfH＝117／112侃→13ノ1（i氏   

CapH  0．169   13ノ16  0．005  ＝3／7CapH＝57／112R→1／2R   

AbW   1．03   3 1侶   0．004  ＝H／（51／2）＝313／8＄R→31侶允   

AlⅣ   0．90   2 3／4   －0．003  ＝7侶AbW＝247／糾氏一◆23／4R   

′ 巳〃′ ′  ′  ′′ ′ 一 ′ ′  ノ  0．077  

の突出長さ（RP）は、柱間寸法との単純な比例関係により決定される。  

R  ＝21／4Ⅰ  ＝161／32丘  一→161ノ16魚  （差0．003m）  

＝213侶ft  （差0．008m）  

＝511／32丘  →55／16丘  （差0．011m）  

RB  ＝3I   

RP  ＝3／4Ⅰ  

また、ストアの列柱廊奥行寸法（FDp）と東西両端の部屋部分の奥行寸法（BDp）は、基本設計におけ  

る壁心間距離である51／4Ⅰに、トイコベイト幅の半分（＝ToiW／2＝1／7Ⅰ）を加えて算出される。  

FDp  ＝BDp  

＝51／4Ⅰ＋1／7Ⅰ  

＝3713／32ft＋11／59ft  

→377／16ft＋1rt  ＝387／16魚  （差0．002m）  

また、束西両端以外の部屋部分の奥行寸法（RDp）は、壁心間距離である41／2Ⅰに、オルソスタットの  

厚さの半分（＝OrtWノ2＝1／10Ⅰ）を加えて算出される。  

RDp  ＝41／2Ⅰ＋1ノ10Ⅰ  

＝321／16丘＋57／80rt  

一⇒321／16rt＋3／4丘  ＝3213／16托  

従って、東西両端部におけるストア奥行寸法（Dp）はDp＝FDp＋BDpとして、東西両端部以外のスト  

アの奥行寸法（DpC）はDpC＝FDp＋RDpとして求められる。  

Dp   ＝FDp＋BDp  ＝767／8ft  （差0．003m）  
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DpC  ＝FDp＋RDp  

＝387／16ft＋3213／16ft  ＝711ノ’4ft  （差0．005m）   

オルソスタット幅（OrtW）及び壁厚（ⅥT）は、共に、柱間寸法の1ノt5で算出されるとした。下に示  

すように、同じ比例関係で算出した結果のda叫1e以下の端数を切り上げればオルソスタットの幅とな  

り、dactyle以下の端数を切り捨てれば壁厚となる。  

Ortllr  ＝1／5Ⅰ ＝117ノ40rt  →17′∫16n  （差0．007m）  

WT   ＝1／5Ⅰ ＝117．ノ■40ft  →13溜n  （差0．001m）   

次に、基壇の踏面寸法について古代尺に換算する。クレビス幅とユーティンテリア幅を合わせた長さ  

（ECW）が柱間寸法（Ⅰ）の1ノ′5、クレビス幅（CreW）が柱間寸法（Ⅰ）の1ノ7となっている。クレビス幅  

は11／56ftと計算され、血叫▼1以下の端数を切り捨てて正面におけるクレビス幅が算出され、端数を切  

り上げて側面においてのクレビス幅が求められている。ユーティンテリア幅（EutW）は、クレビス幅と  

ユーティンテリア幅を合わせた長さ（ECW）からそれぞれのクレビス幅を引くことで計算できる。  

（差0．002m、0．003m）   

（差0．（XBm）   

（差0．001m）   

（差0．006m）  

（差0．003m）   

ECW  ＝1ノ5Ⅰ ＝117／40ft  →17／16ft   

CreW丘0畑ニ1／7Ⅰ ＝11ノ56ft  →1rt   

駄tWfornt＝ECW－CreWfr01止  ＝7／16ft   

CreW＄ide＝1i7I ＝11／56ft  →11i16ft   

EutWSide ＝ECWTCreW8ide  ＝3！8ft  

従って、ユーティンテリア上でのストア長さ（OEL）は、スタイロベイト上でのストア長さ（L）に  

クレビス幅とユーティンテリア幅を合わせた長さ（ECW）の2倍を加えて算出されたと考えられる。  

OEL   ＝L＋2ECW  

＝501ft＋2×17／16ft  ＝5037／8ft  （差0．008m）  

また、クレビス上でのストア長さ（OL）やストアの奥行寸法（ODp）は、スタイロベイト上でのストア  

長（L）さやストア奥行寸法に、クレビス幅を加えて算出できる。  

OL  FL＋2CreWSidc  

＝501ft＋2×11／16rt  ＝5031侶rt  （差0．014m）  

ODp  ＝Dp＋CreWEfont  

＝767／8ft＋1ft  （差0．000m）  ＝777侶丘  

しかし、上記のような計算がなされ、その通りに施工されたとは考えにくく、正面と側面のユーティン  

テリア幅やクレビス幅の相違は、施工過程の中で発生したように思える。即ち、先ず、計算により求め  

られた寸法で、正確にユーティンテリアが施工されたと考えられる。その後、クレビスの石材が積み上  

げられ、この時、施工誤差が発生したと考えられる。また、スタイトベイト石材がクレビス上に乗せら  

れる時、改めてユーティンテリアからの寸法が計測され、スタイロベイト上で高い精度の施工が実現さ  

れたと考えられる16）。   

基壇や壁の高さ方向の寸法、エンタブラチュア各部寸法も、柱間寸法との比例関係で算出される。  
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T（コbte3－2－3（l）．Ancien†f00†ofe（】Che］emen†on†hep］on（lfoo†＝0．29694m）  

（A）   
（B）   （C）  

（D）  

1fbot＝0．29694m   

（叫   Symb01  トIeasure．  AncientFoot   de托rence （m）   Proceお0－Calculation   

OEL   165，42   557   0．024  ＝OL＋2EutlⅣ＝557魚   

OL   165．1g   5561／4   0．007  ＝L＋2CreW＝5561／4ft   

ODp   25．565   861／＄   －0．009  ＝Dp＋CreW＝各61ノ8R   

L   164．47   553 7ノ8   0．002  ＝703／10Ⅰ＝55349／80魚→5535侶托一◆5537／8R   

Dp   25．24   85   0．000  ＝FDp＋BDp＝85ft  

＝1／7Ⅰ＋51／4Ⅰ＋41／2Ⅰ＋1／10Ⅰ  

DpC   23．395   78 3ノ4   ＝（11／＄＋4111／32＋357／16＋63／80）R  

一◆り1侶＋413／＄＋357／16＋13／16）丘＝783／4氏  

2．339   7 7／＄   0．001  ＝550fl／70＝76ノ7氏→77／＄氏   

Iax   2．16   7 3／＄   －0．030  ＝m－SA＝73ノ8氏   

IA   2．70   91／8   －0．010  ＝13／20Ⅰ＝99／160良一◆91／1（；氏→91／＄R   

AC   0．179   l／Z   0．031  ＝トIax＝1／2氏   

RW   4．965   1623／32   0．001  ＝21ノgI＝1（；47／64氏→1623／32托   

FDp   12．62   421／2   0．000  ＝51／4Ⅰ＋1／7Ⅰ＝4111／32氏＋11／8免   

BDp   12．62   42 1／2   0．000  →413／8氏十11侶Rご411／2R   

R   5．27   17 3／4   －0．001  ＝21／4Ⅰ＝1723／封H巨→173ノ4ft   

RB   7．025   23 5侶   0．010  ＝3Ⅰ＝235ノ8R   

RP   1．755   5 7ノ8   0．010  ＝3ノ4Ⅰニ529／32丘→57個食   

SA   0．54   13／4   0．020  ＝2ノ9Ⅰ＝13／4R   

S   1．055   3 1／2   0．016  ＝4／9Ⅰ＝31／2氏   

D   0．96   3 1／4   －0．005  ＝2／5Ⅰ＝33／20R→33／16魚一◆31／4氏（？）   

An   0．94   3 3ノ16  －0．006  ＝2／5Ⅰ＝33／20托一◆33／16魚   

EutlⅣ丘ont   0．145   7／16   0．015  ＝ECW－CleW＝7／16R   

EutWside   0．12   3／＄   0．009  ＝ECW－CreW＝3／8氏   

CreW丘ont   0．325   11侶   －0．009  ＝1／7Ⅰ＝11／8R   

CreWside   0．355   13／16   0．002  ＝1／7Ⅰ＝11／＄氏→13／16氏（？）   

ECW丘ol止   0．47   19／1さ   0．006   
＝1／5Ⅰ＝123／40氏→19／16丘   

ECWside   0．475   19／16   0．011   

ToiAside   0．315   11／16   0．000  ＝1／7Ⅰ＝11／8氏→11／16魚   

ToiW   0．655   21／4   －0．013  ＝2／7Ⅰ＝21／4丘   

0止W   0．465   19／16   0．001  ＝1／5Ⅰ＝123／40氏→19／16氏   

Ⅵ   0．45   11／2   0．005  ＝1／5Ⅰ＝123／40氏→11ノ2R   

∫脚乃♪d排re乃Ce∫rαわ∫β加e相加叫  0．265  

（差0．001m）  

（差0．α減m）  

（差0．00Om）   

（差0．004m）  

（差0．004m）  

（差0．003m）   

CreH  ＝1／9I   

StyH  ＝1／9I  

CSH   ＝2／9I   

OrtH  ＝4ノウI   

T  ＝1ノ5I   

Met  ＝3ノ10I   

A＋F   ＝3／5Ⅰ  

＝19／14rt   

＝19／14ft   

＝17／12rt   

＝31／6ft   

＝117ノ40n   

＝211／80   

＝411／40ft  

→13ノ16rt   

→13／16ft   

→15ノ8rt   

→33ノ16rt   

→13ノ8ft   

嶋す23／16ft   

→41／4rt  
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Tclb［e3－2－3（2）．Ancien†foo†ofec7Che］emen†on†heelevc）†ion（1f00†＝0・29b94m）  

（q  
（A）   （B）  

1bol＝0．29694m   
p）  

Symbol  M由別眠．   
AncientFoot （托）  de良一ence （m）   

Process of Calculation 

T   0．455   19／16   －0．009  ＝1／5Ⅰ＝123／40R→19／16R   

トIet   0．715   2 3侶   0．010  ＝3／10Ⅰ＝229／80R→23／8魚   

A   0．634   21／8   0．003  ＝411／16魚×11／24＝219／12各氏一◆21個食   

F   0．745   21／2   0．∝B  ＝411／16RX13／24＝269／12g魚→21／2魚   

CorH   0．23   3／4   0．007  ＝1／10Ⅰ＝63／80魚一◆3／4魚   

CleH   0．27   7／8   0．010  ＝1／9Ⅰ＝7／g魚   

StyH   0．263   7侶   0．0の  ＝1／9Ⅰ＝7／8氏   

CSH   0．533   13／4   0．013  ＝2／9Ⅰ＝13／4R   

0虹Ⅰ   1．05   31／2   0．011  ＝4／9Ⅰ＝31／2允   

H   5．70   19 3／16   0．002  ＝ShafH＋CapH＝193／16R   

Sha托1   5．30   17 7／＄   －0．008  ＝51ノ2D＝177侶氏   

d   0．794   211／16   tO．004  ＝5／6D＝217／24R－◆211／16R   

0．395   15／16   0．005  ＝Sba丑1／14＝131／112R→15／16R   

CapH          AbH   0．169   9／16   0．002  ＝3／7CapH＝9／16R   

AbW   1．03   3 7／16   0．009  ＝H／（51／2）＝343侶8魚→37／16魚   

AW   0．90   3   0．009  ＝7／＄AbW＝31／128允→3丘   

∫〟刑♪d伊re乃Cg∫（αわ∫β加gγd血叫  0．JOタ  

＝（A＋り×（51／2）ノ12  

＝41／4×11／24  ＝191／％魚  →115ノ16魚  （差0．（氾2m）   

＝（A＋F）×（61／2）／12  

A  

＝41ノ4×13／24  ＝229／％rt  一→21／24魚  （差0．006m）  

CorH  ＝l／10I  ＝57／80ft  一→11／16ft  （差0．004m）  

一方、円柱下部直径からアバクス幅、アーキトレイブ幅までは、下記に示すような一連の比例関係で求  

められると考えられる。  

D  ＝2／5Ⅰ  ＝217／20爪  一⇒27／8ft  

＝＞215／16ft  

d  ＝5／6D  ＝243／96n  →27／16ft  

Sha托Ⅰ ＝51／2D  ＝165／32ft  →161／8ft  

CapH ＝1／14ShafH  ＝117／112ft  →13／16ft  

H  ＝ShafH＋CapH  ＝175／16ft  

AbW  ＝H／（51／2）   ＝313侶8托  →31侶ft  

AW  ＝7／8AbW  ＝247！64ft  一⇒23J！4ft  

AbH  ＝3！7CapH  ＝57！112ft  →l！2ft  

（差0．榊m）17）  

（差0．006m）  

（差0．006m）   

（差0．005m）18）  

（差0．017m）  

（差0．∝蜂m）   

（差0．003m）   

（差0．005m）   

ストア長さが500n（1f血t＝0．32828m）として設計が始められた場合、以上のようにして平面から  

立面の各部寸法までの全ての寸法が算出される。その計算結果を表3－2－2に纏めた。また、ストア長さ  
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が550rt（1fbot＝0．29694m）19）として設計が始められた場合も、ストア長さが500ftとして設計が始  

められた場合とほとんど同じ計算過程によって、各部寸法を算出することができる。その計算結果を表  

3－2－3に示す。これらを比較した場合、前者の方が実測値と理論値の差が、全体的に小さく、また、設  

計の初期値として与えられるストア長さがより単純であると考えられる。従って、本節では、コリント  

の南ストアは、ストア長さが5（氾魚として設計が始められたと判断した。  

3－2－5．コリントの南ストアの設計過程と設計法に関するまとめ  

及びフィリイブのストアの設計法との比較   

コリントの南ストアの各部寸法相互の比例関係を分析し、設計過程を復元することにより、以下の結  

論を待た。  

（1）コリントの南ストアは、スタイロベイト上のストア長さを500ftとし、設計が始められた。  

（2）コリントの南ストアの、円柱各部寸法を除く殆どの各部寸法が、柱間寸法を基準寸法としたモデュ  

ラー方式により決定された。一方、円柱各部寸法は、円柱の下部直径から始まりアーキトレイブ幅  

に到達する一連の比例関係から、連鎖方式により求められたと考えられる。尚、基準寸法である柱  

間寸法は71侶軋 この時1rtの長さは0．32828mとなる。  

（3）東西両端の部屋の後方への突出部は、側面から見た場合、列柱廊と部屋部の境壁を中心として左右  

対称になるよう、部屋部の奥行が3ノ4Ⅰだけ延長されたものと考えられる。  

（4）奥行方向の長さは、基本設計の段階では、柱廊部分が柱間寸法（Ⅰ）の5倍とされ、その前後に基本  

設計での壁厚である1ノ4Ⅰを加えて算出された。また、部屋の奥行も柱間寸法の2倍とし、その前後  

に1／4Ⅰを加えて算出されている。   

コリントの南ストアとメガロポリスのフィリップのストアは、建設当時は最長のストアであり、共に、  

5（氾ftという長さを目指して設計されたと考えられる。ただ、施工に用いられた尺度が異なるため、実  

質的には南ストアの法が約9mほど長くなった。また、フィリップのストアが翼部の存在に起因する、  

特殊な設計過程が取られていることを除けば、平面上の各部寸法や、エンタブラチュアの寸法が、柱間  

を基準寸法としたモデュラー方式で設計されるなど、設計法は類似していると考えられる。また、コリ  

ントの南ストアとメガロポリスのフィリップのストアは、奥行方向の寸法の設計過程も類似しており、  

柱間の整数倍に壁厚を前後に加えて求められたと考えられる。   

ストアの奥行寸法の決定は、もっと単純であったと考えることもできる。フィリップのストアの翼部  

奥行寸法は（113／4×基準寸法）で算出されている。また、コリントの南ストアの東西両端の奥行寸法  

は、基本設計の段階で（103／4×基準寸法）と考えられた。これは、アテネのバシレイオスのストアの  

奥行寸法が算出される（33／4×基準寸法）という比例関係式と、基本的には同一である。即ち、側面に  

ドリス式フリーズが巡らされた場合、側面中央にメトープが配置されるという設計法である。また、コ  

リントの南ストアでは、実際、その様にフリーズが配置されている。従って、本章で分析した2棟のス  
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トアの奥行寸法も、単純に、（整数＋3／4）×（基準寸法）として、設計されたと考えるべきかもしれな  

い。ただ、フィリップのストアは、端数の（3．／4×基準寸法）の1／2が、壁厚と考えられ、コリントの南  

ストでは端数の（1ノ4×基準寸法）が基本設計の段階での壁厚と考えらる等、奥行寸法を決定する比例  

関係が、細部の寸法を割り出す基本構想まで及んだものと考えられる。   

フィリップのストアは、翼付ストアとしては、唯一、奥行寸法が翼部幅と大きく異なるものである。  

これは、フィリップのストアの奥行の設計が、箱型ストアの奥行の寸法決定の手順でなされており、巽  

部幅とは全く関連づけられずに設計されたためであることが、以上のことから明らかになった。   

尚、コリントの南ストアの主要部分の設計過程を纏めると、下記のようになる。  

（1）基本構想（1魚＝0．32828m）  

ストア長さ  

ストア長さ  

ストア探さ  

（2）柱間寸法の決定  

柱間数  

柱間寸法  

（3）長さ方向の設計  

ストア長さ  

＝500rt   

＝703ノ10×柱間寸法   

＝103／4×柱間寸法  

＝70柱間  

＝500ftノ柱間数  【2メトープ式】 →71ノ8ft  

＝703／10×柱間寸法＋調整量  →501ft  

＊ストア奥にある部屋の割付により寸法調整（調整量＝1ノ8rt）  

（4）奥行方向の設計  

ストア深さ  ＝（101／2＋2／7）×柱間寸法  

＝1011ノ14×柱間寸法  

＝21／4×柱間寸法  

＝3×柱間寸法  

→767／8ft   

→161ノ16ft   

＝213侶ft  

部屋の探さ  

端の後室の深さ  

（5）エンタブラチュアの設計  

トリグリフ幅  

メトープ幅  

＝1ノ5×柱間寸法  

＝3／10×柱間寸法  

－＋13／8ft   

一⇒2．3／16rt  

アーキトレイブ高さ＋フリーズ高さ ＝3／5×柱間寸法  

アーキトレイブ高さ  ＝（3／5×柱間寸法）×5／12  

フリーズ高さ  ＝（3／5×柱間寸法）×6／12  

＊アーキトレイブ高さ＋フリーズ高さを5：6に分割  

コーニス高さ  ＝1／10×柱間寸法  

→115／16rt   

→21／4rt  

→11／16魚  

（6）円柱の設計  

円柱下部直径  ＝2ノ5×柱間寸法  ⇒215／16rt（？）   
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＊ストア長さを調整した影響で、計算値より1d誠tyl大きくなった？  

円柱上部直径  

柱身の高さ  

柱頭の高さ  

円柱の高さ  

アバクス幅   

アーキトレイブ幅  

＝5一／6×円柱下部直径  

＝51／2×円柱下部直径  

＝1／14×柱身の高さ  

＝柱身の高さ＋柱頭の高さ  

＝円柱の高さ÷（51／2）  

＝7／8×アバクス幅  

一う27／16ft   

一斗161侶ft   

→13／16ft   

＝175／16ft   

→31ノ8rt   

→2．3／4ft   
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注：   

1  OscarBroneer，‘7heSouthStoainGreekTimes’’，TheSouLhSEoaandILsRomanSuccesso”；CorinLhVbhLmel－Part  

4，Princeton，1954  

Williams＆Fisger，CharlesK・WilliamsIIandJoanE・Fisher‥“Corinth，1971‥ForumArea”，He3PeriaVbl・41，1972  

このストアは、建築的な特徴や壷などの発掘物から紀元前4世紀の第3四半世紀の建設である推定された。さ  

らにBronnerは社会的状況を鑑みて、その建設年代を紀元前337年から323年の間と限定した（Broneer，p．94－  

99）。しかし、Williams＆Fisgerは、南ストアが建設される際に取り除かれたBuildingIIという建物の、取り  

壊された年代を紀元前4世紀の最後の10年より前ではなく、多分それ以降になされたと述べている（Williams  

＆Fisg叫PP．169－171）。従って、南ストアの建設年代は紀元前4世紀の未か、紀元前3世紀の始めと言うことに  

なる。   

2 Ⅰ∋roneer，OP．Cit．，pP．18－99，planl－14  

ストアのスタイロベイト上での長さは、復元図には164．38m（Ibid．，PlanlO）と記されているが、本文中には   

1糾．椚m（Ibid．，p．24，33）とあり、この長さの相違に関する言及はなされていない。このストアの部屋の幅の平  

均値は4．965mであるが、東端の部屋の幅だけが平均値より大きく異なっており、5．057mとなっている。Bronner  

は、0．092mという差を施工誤差と考え、164．47mから0．09mを引いて、16438mという復元値を算出したと思  

われる。また、柱間寸法や部屋の幅の平均値を計算するのに164．47mの値を用いて在ることからも、本文中の  

寸法が実測寸法であると判断し、分析に用いた。  

また、Bronnerが示すストアの奥行方向の長さは25．15m（Ibid．，PlanlO，Fig3）となっている。これは正面のス  

タイロベイト端からオルソスタット外面までの長さである。しかし、現状図から、少なくとも東端の後室の背  

面でも、トオルソスタッタより外側へ突き出ているイコベイトが確認できる（Ibid．，nanI，ⅩⅠ）。その突出長さ   

（0．09m，Ibid．，P．22n7）を側面での突出長さとほぼ同量と見なし、これを加えて奥行方向の長さ、25．24mを  

算出した。   

3 Ipid．，pP．98－99  

4 東西両端のストア奥行の実測寸法は、正面のスタイロベイト端から背面のトイコベイト外面までの距離として  

計算している。しかし、通常部の背面においては、発掘図からはトイコベイトの存在を確認することができな  

かった。  

5 本論で取り上げたストアの内、ヘレニズム期のストアのアーキトレイブ高さ（A）とフリーズの高さ（F）の  

比は5：6となっている。  

Thasos，StoawithWings  A＝5／6F  

Delos，StoaofAntigonos  A＝5／6F  

Lindos，StoawithWings  A＝5／6F  

柱東の高さ（CapH）は円柱上部直径（d）の1／2とも考えられる。  

（差0．∝）Om）   

（差0．001m）  

（差0．000m）  

（差0，002m）  CapH  ＝1／2d  

7 森田慶一訳注，ウイトルーウイス建築書，東海大学出版会，1974，ⅠⅠⅠ．12  

8 Ibid．，ⅠⅠⅠ．10  

9 柱身の高さ（Sham）は柱間寸法（Ⅰ）の9／4倍（SharH＝9／4Ⅰ＝Ⅰ÷21／4）となっている。従って、柱間寸法  

から柱身高さを求めて、杜身高さから円柱下部直径を求めるという設計過程の可能性もある。  

SharH  ＝Ⅰ／（21／4）  （差0．の7m）  
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D  ＝ShafH／（51／2）  （差0．004m）  

10 本論で取り上げたストアの内、ヘレニズム期のストアの円柱下部直径（D）とアバクス幅（AbW）の比例関係  

は、下記の通りである。  

Thasos，StoawithWings  AbW＝l．020D  

Delos，StoaofAntigonos  AbW＝1．071D  

Lindos，StoawithWings  AbW＝1．077D  

また、アルカイック期のバシレイオスのストア及びクラシック期のアルギブ・ヘライオンの南ストアでは、下  

記の通りである。ゼウスのストアは、アバクス幅が不明である。  

Athen，StoaofBasileios  AbW＝l．210D  

ArgiveHeraion，Sou血Stoa  AbW＝1．1705D  

ll円柱下部直径からアーキトレイプ偏に至るまでの一連の比例関係以外にも、様々な比例関係を見ることができ  

る。中でも、スタイロベイト石材寸法（S）は、円柱各部寸法全てと比較的単純で正確な比例関係を創り出し  

ている。  

D（円柱下部直径）  

d（円柱上部直径）  

H（円柱の高さ）  

Cap（柱頭高さ）  

AbW（アバクスの幅）  

AW（アーキトレイブの幅）  

（差0．001m）   

（差0．∝姑m）  

（差0．003m）  

（差0．001m）   

（差0．025m）  

（差0．α泌m）  

＝10／11S   

＝3／4S   

＝52／5S   

＝3侶S   

＝S   

＝6／7S  

しかし上記の比例関係からは、円柱下部直径と円柱上部直径との関係、円柱下部直径と円柱の高さの関係、或  

いは、円柱の高さと柱東の高さの関係等が、直感的には認識できない。従って、上記の比例関係からは円柱の  

形態を想像するのが容易でない。  

1ユ 500rtで設計を始めた場合、ストアの長さは最終的には501rtとなる。従って、下記のようにして、1rootの  

長さを算出した。  

1bot   ＝164．47m／501   ＝0．32828m  

13 計算結果の71／7rtは73／16rtとも丸めることができる。この場合、柱間寸法は様々な寸法を割り出す基準と  

なる寸法であるので、より単純な尺度となるよう、丸められたと考えることができる。  

また、500托を703／10で除すと下記のようになる。  

Ⅰ  ＝500托／（703／10） ＝779〝03rt  →71／8rtor71／16丘  

14 スタイロベイト石材幅（S）は、単純に柱間寸法の4／9として計算される。  

S  ＝4／9Ⅰ  ＝31／6rt  →33／16rt  （差0．009m）  

15 これはオルソスタット外面からトイコベイト端までの距離が縮められたことを意味する。オルソスタット外面  

からトイコベイト端までの距離は、オルソスタット中心からトイコベイト捕までの距離（ToiA）から、オルソ  

スタット幅（OrtW）の1／2を引いて求められる。即ち、ToiA－OrtW／2＝0，0825mと計算できる。報告書には、   

0．09mと記してあり、筆者の実測では0．085mであった。  

16 ユーティンテリアは基礎の最上部である。従って、ユーティンテリア上に、施工上の基準となる線が創り出さ  

れたと考えることができる。一方、スタイトベイトの寸法は、上部構造の施工に直接影響を及ぼす。従って、  

スタイロベイト寸法は特に正確さが要求されると考えられる。  
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17 円柱下部直径（D）は、計算上27／’8ftとなるが、実際はD＝27／8rt＋1′16ft＝215／16rtと、計算値より1dac－   

tyl大きい寸法となっている。これは、柱位置寸法（SA）が、部屋幅の設計に関連して1dacty1大きくされた  

ことに関連しているのかもしれない。また、アンタ幅（AnW）を、  

AnW   ＝2／5Ⅰ  ＝27／8ft  （差0．004m）  

と計算し、これより1dactyl大きくしようとしたのかもしれない。また、円柱下部直径（D）は、柱身の高さ   

（Sha什りから算出されたと考えれば、下記のようになる。  

ShafH  ＝21！4l  ＝161／32ft  →161／16ft  （差0．027m）  

D  ＝ShafH／（51／2）  ＝281／88ft  →215／16ft  （差0．004m）  

H  ＝ShaEtI＋CapH  ＝171／4ft  （差0．037m）  

18 杜東の高さ（Cap）が円柱上部直径（d）から算出されたと考えれば、下記のように計算できる。  

CapH  ＝lJ／2d  ＝1732ft  →13／16ft  （差0．005m）  

19 550rtで設計を始めた場合、ストアの長さは最終的には5537侶rtとなる。従って、下記のようにして、1root  

の長さを算出した。  

1bot  ＝1ふl．47m／（5537／8）  ＝0．29694m  
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